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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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忍び寄る闇［前編］







　はじまりは、ごく平へい凡ぼんな風ふう景けいからだった。


「のぐはぁぁぁぁぁぁッ！」





　どがしゃぁぁぁっ！





　昼ちゆう食しよくどきの食しよく堂どうに、悲ひ鳴めいとド派は手でな音を立て、誰だれかが転ころがり込こんでくる──


　それは、すくなくともあたしのまわりでは、すでに日にち常じようの一コマと化かした、見み慣なれた風景である。


　……ざゎっ……


　店の客たちが一いつ瞬しゆんざわつくが、あえて事じ情じようを問いただそうとする者はない。


　それも無む理りからぬこと。こーいった場合、かかわりあいにならない方が賢けん明めいだということは誰でも知っている。


　ただし──


「ど……


　どなたかっ！　ご助じよ力りよく下さいっ！


　姫ひめがっ……！」


　床ゆかにはいつくばったまま、それでもなんとか顔を上げ、言った男が、ちゃんとした騎き士しの姿すがたをしているならば、これまた話は別である。


　騎士付きの姫様助たすける──ひともうけ。


　緻ち密みつな計算を瞬しゆん時じに終おえて、あたしはがたりっ、といすから立ち上がり、男のそばに歩あゆみ寄より、


「ちょっと!?　どうしたのっ！」


「……う……ま……魔ま道どう士し……殿どのか……」


　あたしの呼びかけによれよれ顔を上げ、男はつぶやいた。


　ま、この暑あついのに黒マント、あちらこちらに宝石の護符ジユエルズ・アミユレツトつけたあたしの姿を見たならば、魔道士ということは一いち目もく瞭りよう然ぜん。


「……姫が……」


「襲おそわれてるってのはわかったわよっ！　それで現場はっ!?」


「……店の裏うら手ての……ぐふっ……」


　それだけ言うと、基き本ほんに忠ちゆう実じつな呻うめき声を上げて、こてんっ、と頭を床に落とした。


　おしっ！　ここの裏かっ！


「おっちゃんっ！」


「……は……はいっ！」


　あたしは、遠まきに見ていた店のおっちゃんに目をやると、倒たおれた騎士を、びっ！　と指さし、


「あたしのかんじょう、このひとにつけといてっ！」


　言って店の外へと飛び出す。


　後ろの方で、何やら抗こう議ぎの声が上がりかけたよーな気もするが、むろんそんなもん無む視し──もとい。今は些さ事じにかかわっている場合ではない。


　あたしは外に飛び出すと、ざっとあたりを見渡して、店から少し離はなれた場所の、細い路ろ地じへと飛び込んだ！


「──ひぃぃぃぃぃぃっ！　いやぁぁぁっ！」


　おびえ、かすれた女の声が聞こえて来る。


　やっぱりここかっ！


　少し先の角を曲がったあたしの視し界かいに飛び込んできたのは──


　うらさびれた細い路地。


　そこに、ぺったりと腰こしを落として、恐きよう怖ふのまなざしをこちらに向ける少女が一人。


　あたしよりやや年下だろうか。銀色のつややかなロング・ヘアに、身につけたドレスはひと目でわかるシルク製せい。


　おっしゃぁぁっ！　これなら『実はビンボ』とゆーオチはないと見たっ！


　さっそくあたりの悪あく党とうどもを、片かたっ端ぱしからなぎ倒し──


　と、いきたいところだったのだが──


　路地にいるのは彼女一人。


　襲しゆう撃げき者しやとおぼしき者の姿はどこにも──


　──いや！


「上!?」


　少女の、恐怖の視し線せんが向かうのは、あたしではなく、こちらの頭ず上じよう！


　あおいだ視線のその先には、建たて物ものの屋根と屋根との間はざまから漏もれ入る天の光を背にし、虚そ空らにわだかまる黒い影かげ！


　──クモ!?


　一瞬あたしはそう思った。


　しかし、よく見てみればそうではない。


　建物と建物との間を縫ぬって、張はり巡めぐらされた無数の糸。


　それを伝つたって宙ちゆうに浮かぶは、ひょろ長い手足を持った人の影。
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　異い様ように瘦やせた全身を、ぴったりとした黒い服に包み、顔も目だけを出した、異様なデザインの覆面マスクで覆おおっている。


「……余よ計けいな邪じや魔まをするな……小こ娘むすめ……」


　それは、くぐもった男の声で語かたりかけてきた。


「……おとなしくこの場を去り、ここで見たことを忘れると約やく束そくするならば、危き害がいは加えん……」


「やー。それは残ざん念ねんねー」


　あたしはぽりぽり頰ほおを搔かきつつ、


「あいにくと、目も記き憶おく力りよくも、悪くない方だし、ね……」


「……ほぅ……この俺おれが恐おそろしくはないというのか……？」


「別に。変な格かつ好こうの奴やつなんて、日ひ頃ごろ近くにいるから見み慣なれてるし」


　ま、変な格好して糸にぶら下がる、なんつーマネをへーきでやるセンスは、ある意味確たしかにコワいもんはあるが。


　あたしは頭上の刺し客かくをふりあおぎ、


「とにかく。


　どーせここは定じよう石せき通り、『ならば力ずくで』とかって言い出すんでしょ？


　いーわよ。かかって来なさい。


　ただし──


　相手が小娘、上を取った、って油ゆ断だんしてると、そっちが痛いたい目見ることになるわよ」


「……ほう……ずいぶんと大きな口をきくものだな……


　それも我が能力ちからを知らぬ故ゆえなら仕方もあるまいか……くくくく……」


「……あんたの……能力ちから？」


「その通りっ！」


　男は、くわっ！　と目を見開いて、


「我が能力ちからは、いきなり相手の頭上に出現し、びびらせることのみっ！」


「帰れお前はっ！　火炎球フアイアー・ボールっ！」





　ごばぁんっ！





　青スジ立ててあたしが放はなった呪じゆ文もん一発で、男はきれいに吹っ飛んで、そばのベランダにひっかかる。


　……ったく……お化け屋や敷しきのアルバイトじゃああるまいし……


　しかしそーすると、さっきメシ屋に飛び込んできた騎き士し……今の見てビビりまくったあげく、一人であわてて逃にげ出した、とゆーことなのだろーか……


　……むちゃむちゃ気弱いし……


　ともあれこれで、悪は滅ほろびた。


　あたしはマントをひるがえし、少女の方をふり向いて、


「大だい丈じよう夫ぶだった？」


　おどかすことしか芸のない奴相手に、大丈夫も何もないよーな気がしないでもないのだが、そこはまあ、ことばのあやである。


「っひぃぃぃぃっ！　来ないでぇぇぇっ！」


　しかし、いまだ恐きよう怖ふから抜けきれず、あたしが危き害がいを加えるとでも思っているらしく、こちらを見ながら悲ひ鳴めいを上げて、にじり退すさる彼女。
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「……いや……あの……


　心配しなくても、あたし、敵てきじゃあ……」


「やぁぁぁぁぁっ！　こぉぉろぉぉさぁぁれぇぇるぅぅぅぅっ！」


「だいじょうぶよ。


　もう敵は……」


「いっやぁぁぁぁぁぁぁっ！」


「…………………」


「たぁぁすぅぅけぇぇぇ──！」


「やかまし。」


　ごずっ。


　あたしの放ったかかと落としに、やっと彼女は沈ちん黙もくする。


　そこをすかさず、えり首つかまえて引きずり起こし、こちらの話を悲鳴で中ちゆう断だんされぬよう、空あいてる方の手で彼女の口もとを押さえ、


「騒さわぐんじゃないわよ。


　いーからあたしの話を聞きなさい。


　味み方かただ、って言ってるでしょ。


　あなたを助けに来たのよ。


　だから──痛いたい目見たくなかったら、二度と大声なんか上げるんじゃないわよ。


　いい？　わかったわね？」


　あたしの誠せい意いある説せつ得とくが、よーやくなんとか通じたらしく、涙なみだ目めのおびえた表情で、彼女はかくかくとうなずいた。


　うむ。わかればよし。


　あたしは小さくうなずくと、彼女の口とえり首から手を離はなす。


「……あ……あの……それであなたは……？」


　まだ多少おびえながら問う彼女に、あたしは友ゆう好こうの笑えみを浮かべる。


　……笑みを浮かべたその瞬しゆん間かん、彼女が、びくっ！　と身をふるわせたよーな気がするのは気のせいだろう……たぶん……


「さっき食堂に、騎士さんがかけ込んで来たのよ。


　あなたを助けてくれ、ってね。


　そこでここまでやって来た、ってわけ」


「……あ……


　フェルドランドが……」


　騎士の話に、ようやっと、彼女の全身から緊きん張ちようが抜ぬける。


「そうでしたか……それは……


　危あぶないところを、ほんとうにありがとうございました……


　失礼ですが、お名前は……」


「リナよ。


　リナ＝インバース。


　見ての通り魔道士」


　言ってさし出したあたしの右手に、彼女はおずおずと右手をさし出しながら、上うわ目めづかいにあたしを見て、


「……あの……握あく手しゆしたとたんに、手、にぎりつぶしたりしませんよね……」


「しないしない」


　……一いつ体たいあたしを何だと思ってるんだろーか……このひと……


　ともあれあたしのことばに安心してか、彼女は軽い握手をかわす。


「わたし……ローリィ＝ソロンホーンと申します。


　……何で狙ねらわれたのかは……よくわからないんですけど……」


「……ふぅむ……


　ま、とりあえず、こんなところで立ち話してもなんだし、くわしい話は、場所を変えて聞きましょうか」


　あたしのことばに、ローリィはこっくりうなずいたのだった。





「おおっ！　姫ひめっ！　ご無む事みれしたかっ！


　このフェルドランドへるのなんの、心よりご心ひん配ぱい申ひ上へておりまひたっ！」


「うそつけぇぇぇぇっ！」





　ごげっ！





　吠ほえると同時にあたしの投げた手近なイスが、テーブルについてごはんかっ込こみまくってた、騎士──フェルドランドのどたまを直ちよく撃げきした。


「みやぁぁぁぁげふっ！」


　おどろいて隣となりで悲ひ鳴めいを上げるローリィを、みぞおちつついて黙だまらせて、あたしは床ゆかに転ころげたフェルドランドに目をやった。


　さっきはよく見ていなかったが、としの頃ころなら二十歳はたち前後。黒くろ髪かみで、中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの男である。


　身につけたヨロイは立りつ派ぱだし、なかなか眼がん光こう鋭するどい、いい面つら構がまえ……なのだが……


「……な……何をなさいますっ！　魔道士殿っ！」


　しっかり口の中のものは飲み込んでから、抗こう議ぎの声を上げる彼を、あたしは、ひたっ、とにらみすえ、


「『何をなさいます』じゃないわよっ！


　気がついたんなら、とっとと助たすけに来なさいよ！


　……ったく……！


　ひとに助け頼たのんどいて、自分ひとりでごはん食ってんじゃないわよっ！」


「な……何をおっしゃる魔道士殿っ！


　食べられる時に食べておく！　それもまた戦せん士しとしての心構えっ！」


「だからって護ご衛えいより食事を優ゆう先せんするなぁぁぁぁっ！


　……ってゆーか、頭の上に変なのが出てきただけで、ローリィさんほったらかして逃げた上に失しつ神しんするっ!?　ふつー!?」


「戦せん略りやく的てき撤てつ退たい、という言葉をご存じないのですか!?　それに私は、失神したわけでありませんっ！


　かかわりあいになるのがイヤで、失神したふりをしていただけに過ぎませんっ！」


「よけい悪いわぁぁぁっ！


　それに、『戦略的』って言うけど、ローリィさん残していって、なんの意味があんのよっ!?」


「囮おとりとして十分意味がありますっ！」


「護衛の相手を捨すて石いしにするなぁぁぁっ！」


「ま……まあまあリナさん。


　フェルドランドも、悪意があってやったわけじゃあありませんし。


　ここはひとつ、穏おん便びんに」


　叫さけぶあたしをなだめるローリィさん。


　悪意がなくても、誠意もぜんっぜんないと思うのだが、まあ、ローリィさん当とう人にんがそう言うのなら仕方ない。


「……まあ……とにかく……


　よかったら、くわしい話、聞かせてもらえます？」


「ええ。それでは……」


　とりあえず、三人そろってテーブルにつき、料理も運ばれてきたあたりで、ローリィさんは、淡たん々たんと事じ情じようを説せつ明めいしはじめた。


　なんでもその話によれば、彼女はここから少し離れた場所に城しろをかまえる地方領主ロードの娘だとか。


　つい先日、キルギス・シティの親しん類るいの家に世よ継つぎの子供が生まれ、祝しゆく賀が訪ほう問もんをしなければならないのだが、あいにく彼女の父親は、現在病びよう気き療りよう養よう中ちゆう。


　それで結けつ局きよく、代だい理りとして、彼女が行くことになり、現在はその道すがら、というわけである。


　ところがなぜかはわからぬまま、今日のこの襲しゆう撃げき、ということらしい。


「……ふぅむ……」


　ひと通り話を聞いてから、あたしは呻うめいて、目の前の小エビのフライを、はくりっ、とひと口。


　ほどよく熱が通り、ぷりぷり弾だん力りよくのある、甘みにあふれたエビがとってもでりしゃす。


「……ほんっとーに、狙われる心当たりってないの？」


「……はい……全まつたく……」


　憂うれいの瞳ひとみで、ため息混まじりに答える彼女。


　しかし──である。


　本人に心当たりなどなくても、ロードの娘、というわけで、狙われる理由はいくらでもある。


　権けん力りよくがらみのあとつぎ問題お家いえ騒そう動どう。このテの定番、大だい臣じんの陰いん謀ぼう。あるいは営えい利り目的の誘ゆう拐かい。


　心当たりはあるが、部外者のあたしには話せない、という可能性も考えられる。


　いずれにしても、ここでこれ以上彼女たちに、そのあたりのことを聞いたところで、単なる時間の無む駄だである。


「……まあ……心当たりがないなら仕方ないけど……


　とにもかくにも、確かく実じつなのは、ローリィさん、あなたたちがこの先も、ずっと狙われ続ける、ってことね」


　あたしのことばに、一いつ瞬しゆんにして、ローリィさんの顔から血の気けが失うせる。


「ええええええっ!?


　いやぁぁぁぁっ！　うそぉぉぉぉっ！　そんなのいやぁぁぁぁぁっ！」


　……って……また悲鳴上げるし。このひとは……


「ご心配なく！　姫っ！」


　ごずっ！


「うぶっ!?」


　フェルドランドは、ローリィさんのうしろあたまを、脱ぬいだカブト（たぶん鋼こう鉄てつ製せい）でどついて黙だまらせる。


「……フェルドランド……痛いたい……」


　さすがに恨うらみがましい視線を向けるローリィさんに、しかしフェルドランドは胸を張り、「お気になさる必ひつ要ようはございませんっ！　姫さまのお声が、今後の展てん望ぼうを相そう互ご検けん討とうするのに多少の障しよう害がいとなることを鑑かんがみて、最もつとも迅じん速そくと判はん断だんした手しゆ段だんでその障害を排はい除じよしたまでですからっ！」


「………………？　そ……そう……？」


　単に『やかましいから黙らせた』と言われていることに気がつかず、なんだか納なつ得とくするローリィさん。


　すかさずあたしは話を戻もどす。


「ま、ローリィさんが不安に思うのも無理ないとは思うけど。


　けどそんな心配なら、なんならこの先、あたしが護ご衛えいについていってあげてもいいわよ。


　法ほう外がいじゃない程てい度どの料金で」


「魔道士殿、それは『ぼったくり』と……」


　びしっ！


　横でいらぬことを言いかけた、フェルドランドの鼻先に、フォークつきつけ、黙らせて、あたしはさらにことばを続ける。


「今後もあなたが狙われるとしたら、いつか、魔道を使う相手も出てくる可能性が高いわ。


　そんな時──


　あたしみたいな魔道士がいるのといないのとでは、だいぶ違うと思うけど？」


「……そう……ですね……たしかに……


　それではリナさん、よろしくお願いできますでしょうか？」


「もっちろん」


　あたしはこっくりうなずいて──


　かくて、高収入への道は確かく保ほされたのだった。


　……たぶん……





「いぃぃぃいぃやぁぁぁぁぁっ！」


　ローリィさんの悲鳴が響ひびいたのは、それから……毎日のことだった。


　せちがらい現げん実じつに耐たい性せいのない、深しん窓そうのご令れい嬢じようゆえ──


　などとゆー生なまやさしいもんではない。


　なにしろ彼女、やたらと何にでも悲鳴を上げまくるのだ。


　他人のケンカを見ては悲鳴を上げる。ジュースがこぼれたら悲鳴を上げる。フォークが転んでもまたまたやっぱり悲鳴を上げる。


　宿の壁かべからごきぶりが、こっちに向かって飛んできた時には、さすがにあたしもいっしょに悲鳴上げたけど。


　ともあれ、やかましいことこの上ない。


　今日も今日とて、街かい道どうを行く道すがら、あたしたちの前にわらわら出てきた野や盗とうの一団に、例れいによって例のごとく、ローリィさんは盛せい大だいに悲鳴を上げたのだった。


「どうした？　大声なんぞ上げ……」


「っやぁぁぁぁぁぁっ！」


「……こっちの用よう件けんは簡かん単たん……」


「のっおをぉぉぉぉぉぉぉっ！」


「……金めの……」


「うっきゅぅぅぅぅぅぅぅっ！」


「ご安心を！　姫っ！」


　ぼりんっ。


「……っ！」


　ローリィさんの首を、ちょっぴりヒネって黙らせてから、フェルドランドは、盗とう賊ぞくたちの方を向きなおり、


「さ。これで静かになりましたので。どうぞ」


「……あ……こりゃどうもごていねいに……それじゃあ最初から……」


　野盗の首しゆ領りようとおぼしき男は、ぺこりっ、と礼をしてから、こほんっ、とひとつ咳せき払ばらい。


「……えーっと……


　どうした。大声なんぞ上げて。おれたちのことが怖こわいのか。へっへっへ。それならそれでまあいいや。こっちの用件は簡単だ。おとなしく金めのものを置いてけば、命までは取らねえぜ、と……」


　やや棒ぼう読よみの口く調ちようで言う。


　……どーでもいーが、野盗なんぞより、ローリィさんのそばにフェルドランドを置いておく方が危あぶないよーな気がするのは、あたしの思い過ごしだろーか……？


　フェルドランドは、にやりっ、と不ふ敵てきな笑みを浮かべ、


「ふっ……なるほど……


　しかしそう言われて、おとなしく従したがうと思うのか!?」


　言って、ずいっ、と一歩、後ろに退さがり、


「姫に仇あだ為なす不ふ埒らちな者は、このフェルドランド以外の者が、私にかわって成せい敗ばいしてくれるぞっ！　たぶんっ！」


「あんたも戦えぇぇっ！」


「何をおっしゃる魔道士殿っ！　護衛を引き受けられた以上、これは貴方あなたのお仕事なのですぞっ！」


「あんただって護衛任まかせられてるんでしょーがっ！」


「……むぅっ……なかなか痛いところを突ついてこられる……！」


　……痛いのか……？


「……ま……


　まーいーわ……こんな連中、たしかにあたし一人でじゅーぶんだし……」


「な……なんだとぅっ！」


　あたしのことばに野盗たちはいきり立ち、手に手に剣けんを──


　抜ぬく暇ひまもなく。


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウインっ！」





　ぶごわぁぁぁぁっ！





『ぬぅぉあぁぁぁぁぁっ!?』


　ミもフタと、一いつ切さいなんの盛もり上あがりもなく、強風の呪じゆ文もんにあっさり吹ふき散ちらされる。


　しかし、今の一いち撃げき、放ったのはあたしではない。


　と、いうことは、このパターンは……


「ほーっほっほっほ！　こんなところにいたのねっ！　リナ＝インバースっ！」


　鼓こ膜まくを透とう過かし、脳のうミソつんざくバカ笑い。


　風が吹き上げた砂さ塵じんの向こうから、ゆっくり姿を現したのは──


「っひぃぃぃぃぃぃぃやぁぁぁぁっ！　何あれぇぇぇぇっ!?」


「わっはぁぁっ!?　め……面めん妖ようなぁぁっ！」


「……あー……


　敵じゃない敵じゃない」


　おびえて腰こし抜ぬかすローリィさんと、ダッシュで逃げるフェルドランドに、ばたばた手を振り、言うあたし。
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　……まあ……たしかに……


　無意味に露ろ出しゆつ度どの高い服ふく装そうに、トゲトゲつきのショルダー・ガード。おまけにドクロのネックレス、なんぞとゆー姿の奴やつに、いきなり出現された日には、たいていの人はおどろくだろーが。


　むろん今さら言うまでもない。彼女こそ、今の呪文を放った相手。自じ称しようあたしのライバルこと、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの騒そう音おん公こう害がい、白蛇サーペントのナーガ！


「……で？　ナーガ。


　今回は何で出てきたの？」


「ふっ。察さつしが悪いわね。リナ。


　あなたが、ずいぶん身なりのいい人たちといっしょに歩いてるから、もうけ話とにらんで、おこぼれにあずかりに来たに決まってるじゃないっ！」


「……ぬぬぅっ！　自みずから堂どう々どうと『おこぼれにあずかる』などと言い切るとはっ！　なかなかあなどれぬ方ですなっ！」


　後ろの方で、なんだかよくわからないところで感心しているフェルドランド。


　しかしまあ、そっちの方はほっていて。


「あいにくね。こっちはあたし一人で間に合ってるわ」


「ふっ！　そんなことを言って、おいしいところを一人じめしようとしても、そうはいかないわよっ！


　ここはノラ犬に嚙かまれたとでも思ってあきらめて、おとなしくこのわたしを仲間に入れることねっ！」


「……あのねー……ナーガ……」


「──一人くらい増ふえたところで、こちらはかまわぬぞ」


　言ったのは、あたしたち四人の誰だれでもなかった。





「誰っ!?」


　あたしの誰すい何かに答えたのは、あたりを吹ふき過ぐ風の音。


　……ざわっ……


　街道そばの森の木々が、葉ずれの音を響ひびかせる。


　今のナーガの術で吹っ飛んだ盗とう賊ぞくたちは、いまだに目を回したまま。


　いや、そもそも聞こえた声は、年とし老おいたしわがれ声だった。


　ざざざざざぁっ！


　ひときわ激はげしく風が吹き、あたりの木の葉を舞まい散ちらす。


「くっ！」


「いやぁぁぁぁっ！」


　一いつ瞬しゆん視界が遮さえぎられ、あたしの呻うめきに、ローリィさんの悲鳴が重なった。


　そして。


　風のおさまったそのあとには、忽こつ然ぜんと姿を現した二つの影！


「……見……」


「いっやぁぁぁぁぁひぃぃぃぃぃぃぃッ！


　何あれ何あれ!?　ぅいやぁぁぁぁぁっ！」


「くどいよーだけどやかまし。」


　ごぢゅっ。


　セリフを邪じや魔まされたあたしの一撃が、いつも通りにローリィさんを沈ちん黙もくさせる。


　倒たおれた彼女をゆさぶるフェルドランドに背を向けて、たった今そこで拾ひろった、赤ん坊の頭ほどの大きさの石を投げ捨てると、あたしは行く手を塞ふさぐ、二つの影と対たい峙じした。


　それは、異様な風ふう体ていの二人だった。


　一人は、もはや年ねん齢れい不ふ詳しようの小こ柄がらな老ろう婆ば。


　ざんばらに乱れた白はく髪はつの間から、こちらを睨ねめつける、黄色く濁にごり、異様に大きく見開いた両の瞳ひとみ。


　くすんだ色の服の端からは、赤黒く染そまった包ほう帯たいに包まれた手足が出ていた。


　そしてもう片方は大おお柄がらな男。


　大柄、といっても、筋きん肉にく質しつ、というのではなく、ただデカい。肌はだの色は妙みように生白く、そして何より異様なのは、その全身が、たった今まで水に浸つかってでもいたかのように、ぐっしょりと濡ぬれそぼっていることだった。


　濡れて額ひたいにはりついた黒い髪の奥からは、やや焦しよう点てんの定まらぬ、両の瞳が覗のぞいている。


　まるで、水から揚あげられたばかりの水死体のように。


　二人が並んで佇たたずむさまは、どこから見ても心しん霊れい現げん象しよう。間違ってもこんなのとは、絶ぜつ対たいに夕方以降には出会いたくない。ローリィさんが悲鳴を上げたのは、今回ばかりは無理からぬことである。


　しかし、状じよう況きようから考えれば、二人が心霊現象などでないことはすぐわかる。


「知り合いなの？　リナ」


「……そーいうわけじゃあないけどね……心当たりはないこともないわ」


　ナーガの問いに答えると、あたしは、ひたっ、と二人に目をやり、


「……見たところ……


　前の蜘く蛛も男の仲間、ってところね。


　何者なの!?　あんたたち！」


「……くふふふふ……ずいぶん威い勢せいがよいのぅ……小娘……


　ひょっとして、『毒どく蜘蛛のテルメギド』を下したのはおぬしかえ……？


　たいしたもの、と、ほめてやりたいところじゃが、我われ等ら闇やみの暗あん殺さつ結けつ社しや『薄暮の幻影トワイライト・イリユージヨン』に楯たて突ついた者には、等ひとしゅう死のみが待っておるぞえ……


　しかし我等が用あるは、ほれ、その、後ろの姫さまのみ。


　……って、我らが手を下すまでもなく死にかかっとるような気はせんでもないが……


　ともあれ、滅ほろびの宿命さだめを受け入れるのがいやじゃと言うなら、その娘のみを置いて、うぬらは今すぐ去いぬがいい……」


　ホータイばーさまの警けい告こくに、あたしはぽりぽり頰ほおを搔かきながら、


「……いや、……人を脅おどかす以外に芸がなかった珍ちん獣じゆう蜘蛛人間の仲間に、ンなふうに言われても……」


「……ふっ……あやつは我等が組そ織しきの中でも一番の小物……


『まずは形から入る』という我等結社の基き本ほん理り念ねんに則のつとり、形だけ入って実技は全く修しゆう練れんしておらなんだゆえ……」


　ンな奴刺し客かくとして送りつけるなよ……


　なんか……こいつらの底も見えたよーな気がするんですけど……


　ともあれもはやこーなれば、もぉこんな連中の相手をしているのも面めん倒どうである。


　あたしはぱたぱた手を振りながら、


「あー。はいはい。なんでもいーから。


　とにかく、ちゃっちゃと戦って、ちゃっちゃと終わらせよーね」


「言うたな！　小娘！


　この『死告女バンシーランガーシャ』と『幻乱フアントムノルド』を甘く見ると、痛い目、だけでは済すまぬぞえっ！


　やれぃっ！　ノルドっ！」


　ランガーシャの声に、ノルドの口が小さく動く。


　刹せつ那な。


　ぬぼーっとしたままの大男の前に出現した、十本近い冷れい気きの矢が、こちらに向かって降ふりそそぐ！


　なるほどっ！　さっきから男の方が、つぶやくように小さく口を動かしていたが、こちらには聞こえないくらいの大きさの声で、呪じゆ文もんを唱となえていたわけか！


　おにょれ卑ひ怯きようなっ！


　しかぁしっ！


　呪文で不ふ意い打うちしようとしてたのが、そっちだけとゆーわけではないっ！


「魔風デイム・ウインっ！」


　ごぅっ！


　あたしは、ランガーシャがしゃべる間に唱えておいた、強風の術を解とき放はなち、向かい来る冷気の矢を吹ふき散ちらす！


「なにっ!?」


　驚きよう愕がくするランガーシャ。


「ふっ！　リナ！　ここはわたしも手を貸すわよっ！」


「言っとくけど礼は出さないわよっ！」


「…………っ！」


　間かん髪はつ入れぬあたしのことばに、いきなり地面にしゃがみ込み、『の』の字を書きはじめるナーガ。


　ふっ。やっぱし、どさくさまぎれに手を貸して、それを理由にあとで礼金たかるつもりだったか。


　しかし、こちらもンなことお見通し！


　それはさておきほっといて、あたしは次の呪文の詠えい唱しように入った。


「ゆくぞえ！」


　そこに、あたしに向かって、ダッシュをかけるランガーシャ。


　速いっ！　呪文の詠唱が間に合わない！


　だがっ！


　ざっ！


　ランガーシャとの距きよ離りを読み、あたしは足あし下もとの乾かわいた地面を蹴けり上げる！


「わぶっ!?」


　土つち埃ぼこりを目に受けて、ひるみ、足を止めたランガーシャに、あたしはすかさず蹴りをたたき込む！


　しかし、こうくることを予よ測そくしていたか、こちらの足が届く寸すん前ぜん、ランガーシャは、大きく後ろに跳とび退すさる。


　続くあたしの呪文攻こう撃げき。





　ごがぁっ！





　閃ひらめく業ごう炎えん。轟とどろく爆ばく音おん。


　しかしあたしの放ったその一撃からも、老婆はあっさり身をかわした。


　うあ。不ぶ気き味みなまでに動き速いぞ！　ばーちゃん！


　その瞬しゆん間かん。


「………………」


　ノルドの口が小さく動き、蒼あお白じろい光の球が生まれ出る！


　火炎球フアイアー・ボール!?　それとも氷結弾フリーズ・ブリツドか!?


　光球はそのまままっすぐ──ぐったりしたままのローリィさんと、フェルドランドの方へと向かう！


　刹那！


「ふっ！　よく考えたら報ほう酬しゆうは、リナじゃなくてそっちの……」


　ノルドとローリィさんたちを結ぶ射しや軸じく上。


　地面に『の』の字を書いてたナーガが、何やら自じ己こ完かん結けつしたらしく、いきなりその場に立ち上がり──





　こきぃぃぃぃんっ！





　どたまに光球直ちよく撃げきされて、あっさりその場で氷つく！


　あ。氷結弾フリーズ・ブリツトだったか。


　おっしゃナイス・フォロー、ナーガっ！


　この恩おんは三歩歩くまで忘れないっ！


「なんと！　我が身を挺ていして依い頼らい主ぬしを守るとはっ！　さすがにプロよのぅっ！」


　的まとから百八十度ばかり外れまくった、感かん嘆たんの声を上げるランガーシャをしりめに、あたしはダッシュでローリィさんとフェルドランドのもとへと向かう。


「ならば──」


　ふたたびこちらにダッシュをかけるランガーシャ。身み構がまえるあたし。


　しかし──


　ランガーシャの狙ねらいはあたしたちではなかった。


　氷ついたままのナーガを、いともやすやすかつぎ上げ、そのまま後ろ向きダッシュでノルドの傍かたわらへ戻る。


　うわ。力あるな。
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　ランガーシャは、ひた、とこちらをにらみすえ、


「どうやら甘あもぅ見ておったようじゃ！


　今日のところは退しりぞくとするぞえ！


　じゃが、この女は預あずかるぞえ！


　仲間の命惜おしくば、明日の夕ゆう暮ぐれ、この先にあるツェーベの村、村外れにある朽くちた教会へ来るがよいっ！」


「………………」


　ランガーシャのことばに、ノルドの聞こえぬつぶやきが重なり──





　ざぁっ！





　一いち陣じんの強風とともに木の葉が舞まい散ちり、刹せつ那な、こちらの視界を隠かくす。


　そして、風がおさまったそのあとには──


　出現の時と同様、忽こつ然ぜんと、ランガーシャとノルドの姿は消きえ失うせたのだった。


　氷づけになったナーガとともに──


「……な……」


　しばし沈ちん黙もくが落ちたあと──


　呆ぼう然ぜんと口を開いたのはフェルドランドだった。


「何しに出てきたんですか!?　あのナーガってひと!?」


「決まってるでしょ。


　事じ態たいをひっかき回すためよ──」


　一点の迷まよいもなしに答えるあたし。


「……それで……


　どうするんですか……？」


　問いかけるフェルドランドに、あたしは、足もとでいまだぐったりと沈黙しているローリィさん（さすがに石はマズかったかもしんない。石は）から視線をそらし、延のびゆく街道のはるか彼方かなたに目をやりながら、きっぱりとこう言ったのだった。


「それも決まってるわ。


　見捨ててとっとと先を急ぐのよ──」







（忍び寄る闇：つづく）
















　次回予告





　リナたち一行は、無事キルギス・シティへとたどり着けるのか!?　とかゆー以前に生きてるのか!?　ローリィ!?


　ここだけの話、ナーガ見捨てて次回冒ぼう頭とうであっさり目的地に着いて、半ページほどで無事終了、なんぞとゆー展てん開かいに、作者は心引かれているぞっ！


　やめとけ作者！　担たん当とうさんが泣くぞっ！


　まあとりあえず、後先のことは、あとで考えることにしてっ！


　ともあれ次回『忍び寄る闇』後編！


　待たなくていーです。（あ。新しいパターンだ）




忍び寄る闇［後編］













　あらすじ





　むちゃくちゃ臆おく病びようなローリィと、お付つきの無む責せき任にん騎き士しフェルドランドを、キルギス・シティまで護ご衛えいすることとなったリナ＝インバース。


　しかしその前に立ちふさがったのは、暗あん殺さつ結けつ社しや『薄暮の幻影トワイライト・イリユージヨン』の刺し客かく、ランガーシャとノルド！


　突とつ如じよ出現したナーガの非ひ協きよう力りよくもあって、なんとか刺客を退しりぞけたリナ。


　しかしランガーシャはナーガを人ひと質じちに取ると、リナたちに挑ちよう戦せん状じようをたたきつける！


　そしてリナたちは、ナーガを無む視しして先に進むことを固かたく決意したのだった！







「ほーっほっほっほ！　見つけたわよリナ＝インバースっ！」


「きゃひぃぃぃぃいぃぃッ!?」


「うわ出たぁぁぁぁぁぁっ！」


「うどわぁぁぁぁぁぁっ！」


　耳におぼえのある高笑いとともに、突とつ如じよ出現したその姿に、あたしとローリィさんとフェルドランド、三人は、悲ひ鳴めいを上げてダッシュで逃げ出した。
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「……ちょ……！　ちょっと、リ……」


「いっやぁぁぁぁっ！　お願いナーガ迷まよわず成じよう仏ぶつしてっ！」


「たすけ、たぁすぅけぇてぇぇぇぇっ！」


「お……おのれっ！　騎士の剣けんも悪あく霊りよう死し霊りようの前ではやはり役に立たぬかっ！


　こうなれば、魔ま道どう士し殿どのと姫ひめ様さまをとり殺してもらっている間に、私はことの次し第だいを報ほう告こくに帰るということでっ！」


「まだ生きてるわよっ！　わたしはっ！」


　パニクりおびえ、逃げまどうあたしたちに、ナーガの霊れいは……


　…………って……


「……生きてる……？」


　ひたりっ、とあたしは足を止め、おそるおそるふり返る。


　言われてみればたしかに──


　姿も前と変わりはないし、場所もまっ昼間の街かい道どう、と、おおよそ幽ゆう霊れいのたぐいが出現するには似につかわしくない状じよう況きようである。


　ナーガを見み捨すてて族たび路じについて数すう日じつ後ご──


　目的のキルギス・シティまであと三、四日といったところでのことである。


「うそよぉぉぉぉっ！　そんなこと言って、わたしたちが油ゆ断だんしたところをとり殺すつもりよぉぉぉっ！」


　なおも叫さけんで逃げようとする、ローリィのえり首ひっ摑つかみ、フェルドランドはナーガの姿をまじまじ見つめ、


「うむ……言われてみれば、ゾンビとか死霊のたぐいのようには見えませぬな」


「……まあ……ナーガのことだから、自分が死んだ、っつー自じ覚かくがない、ってだけの話かもしんないけど……


　でもそーすると、どーやって助かったのよ？　あんた？」


「……どうもこうもあるかえ……」


　あたしの声に応こたえたのは、ナーガではなく、聞き覚えのあるしわがれ声だった。


　ざぁっ！


　風と木この葉がざわめき、ナーガの隣となりに出現したのは、暗あん殺さつ結けつ社しや『薄暮の幻影トワイライト・イリユージヨン』のメンバー、ノルドとランガーシャ！


　ノルドの方はあいもかわらず、頭から足まで全身ぐっしょりと濡ぬれていたりする。


　……これ……全ぜん部ぶ汗あせとかだったりしたらヤだなぁ……


　ま、それはともかく。


「どういうことよっ！」


　あたしはランガーシャに向かって言う。


「ナーガの命取ってもいいから、もうつきまとわない、って約やく束そくだったじゃない！」


「しとらんわっ！　そんな約束っ！」


「……あれ……？　そーだっけ……？


　ま、それはいーけど……


　で、なんでナーガがそっちにいるのよ？」


「ふっ！　決まってるでしょ！　リナ！


　あんたたちがあっさりと、このわたしを見捨てるから、わたしも、こちらにつくことにしたのよっ！」


「そんなっ！　裏うら切ぎるなんてっ！


　あんたには良心ってものがないのっ!?」


「先にひとのこと見捨てといて、裏切り者呼よばわりするんじゃないわよっ！　リナ！」


「……むぅっ……


　どーやら説せつ得とくは無む理りみたいね……」


「説得する気ないでしょがっ！」


　いや。たしかにないけど。


　あたしとナーガの会話がとぎれたところで、ランガーシャは、すいっ、と一歩、前に出て、


「ともあれナーガ殿、手はず通り、その魔道士の小こ娘むすめはお任まかせしますぞえ」


「ふっ。わかったわ」


　応えてナーガは腕うでを組み、胸むねをそらしてあたしと対たい峙じする！


「その間に我われ等らはそちらの方を……」


　言って老ろう婆ばは、血ち走ばしった目で、ローリィさんとフェルドランドを睨ねめつける。


　なるほど。そういうテでくるか。


「ひぃぃぃぃっ！　フェ……フェルドランドっ！　あのひとたち、わたしたちをっ！」


「ご安心を！　姫ひめっ！


　私は一いつ旦たん城しろに戻もどって援えん軍ぐんを呼んで参まいりますから、その間姫はこの場でなんとか持ちこたえていてくださいっ！　たぶん十日とおかほどかかると思いますがっ！」


「……くくくくく……そうはさせぬぞえ」


　フェルドランドのセリフに、あたしがツッコミ入れるより先に、ランガーシャが言う。


「そのようなことを言うて我等を油ゆ断だんさせ、不ふ意いを突つこうというおぬしの魂こん胆たん、見えておるわっ！


　おぬしから先に片づけてくれるわっ！


　ノルド！」


「いや私は……うわわわわわっ！」


　こきこきこきぃぃぃんっ！


　ランガーシャの呼びかけに、ノルドが放はなった氷の矢から、フェルドランドはなんとか身をかわす。


　そこに、ダッシュで突っ込んでゆくランガーシャ！


「ひゅっ！」


「おわわわわっ！」


　呼こ気きとともに、老婆のくり出した手しゆ刀とうを、さらにかわして後ろに退すさる。


「よくぞよけたな！　しかしこれは……！」


　ことば半なかばに──


　大きく横に跳とぶランガーシャ。


　ほんの刹せつ那なの間を置いて、つい今しがたまでいたその場所に、光の球が着ちやく弾だんした！





　ごがぁっ！　





　はじけた火か球きゆうの爆ばく風ふうの中、ランガーシャはゆっくりと振ふり向いた。


　今の一いち撃げきを放った──あたしの方を。


「ぬぅっ……


　ナーガ殿！　こやつの相手をお頼たのみしたはず！　一体何をなさっ……て……」


　怒ど気きを含ふくんだ老婆の声は、ことば半ばで細まり、消えてゆく。


　ぺち倒たおれ、ぴくぴくしているナーガを目にして。


「とりあえず、あたしにあっさり倒されてるみたいよ」


　あたしのことばに、老ろう婆ばはしばし絶ぜつ句くした。


　ランガーシャたちの注意が、ローリィさんたちに向いてすぐ。


　あたしはナーガの後ろに、金きん貨か一枚ほうり投げ、それに気を取られたナーガのどたまに向かい、拾ひろった石をぶん投げた。


　ただそれだけの話である。


「……つ……使えん……」


「ふっ。読みが甘あまかったわね。


　ナーガが『使える』と判はん断だんした時じ点てんで、あなたたちの敗はい北ぼくは決定してたのよっ！」


「……くっ！」


　ランガーシャを、びっ！　と指さし、言い放つあたしに、老婆は動どう揺ようの色を見せた。


「とゆーことで。


　あたしが相手よっ！」


「えぇいっ！　仕し方かたないっ！


　ノルド！　あの小娘の方から先に片づけるぞえっ！」


「……………………」


　水濡ぬれ大男は、またもやぷつぷつつぶやきながら、ぬぼーっ、とあたしの方を向く。


　させるかっ！


　あたしも呪じゆ文もんを唱となえつつ、ダッシュでノルドの方へと向かう！


　ランガーシャが、見た目に似に合あわず体たい術じゆつを得とく意いとしているのはわかった。


　ならば、先にノルドの方を叩たたく！


「させるかえ！」


　あたしの進しん路ろを塞ふさぐべく、行く手に割わって入るランガーシャ。


　だが──甘いっ！


　駆かけ抜ぬけざまに、あたしは腰こしのショート・ソードを引き抜き、一いつ閃せん！


「ぬおっ!?」


　閃ひらめく剣の鋭するどさに、あわてて飛とび退のくランガーシャ。


　実はじまんだが、このあたし、剣の方もそれなりに使える。牽けん制せいとして使うなら、ランガーシャ相手にもこれで十分。


　よけたランガーシャと逆の方へとあたしは跳とんで、ふり向くと──


　──へっ。


　鼻はな先さきで小さく笑ってから、ふたたびノルドの方へと向かう。


「おのれっ！　愚ぐ弄ろうするか小娘っ！


　ノルド！　何をしておる！」


　逆ぎやく上じようするランガーシャのことばに、ノルドはぶつぶつつぶやいて──


「………………」


　出現した冷れい気きの矢が、あたしに向かって降ふりそそぐ！


　甘いぞあんたらっ！


　あたしはさらに横っ跳びに身をかわし、そのままダッシュで、ノルドの後ろの方──森のしげみの中に逃げ込んだ！


「おのれ逃が……！」


　ランガーシャのことばが終わるより早く。


「風魔咆裂弾ポム・デイ・ウインっ！」





　ぼぶぐぅおごぉん！





『力ある言葉』に従したがい、一いつ気きに炸さく裂れつした風が、人々の悲ひ鳴めいをかき消して、あたりのすべてを薙なぎ尽つくす。


　爆ばく発はつと言っていいほどの風が過ぎ去ったそのあとに、立っているのはただ一人。


「ほーっほっほっほ！


　これで思い知ったかしら!?


　この白蛇サーペントのナーガの実じつ力りよくをっ！」


　そう。


　あたしがどつき倒したダメージから、はやばやと復ふつ活かつしまくったナーガだったのだ。


「……たぶん思い知ってると思うわよ。


　いろんな意味で」


「リナ!?　無事だったの!?」


　しげみからごそごそはい出して言ったあたしに、ナーガは驚きよう愕がくの声を上げた。


　とーぜんである。


　そもそも、さっき鼻先で笑ったあの挑ちよう発はつ、ランガーシャに対してのものではない。


　そろそろ頃ころ合あい、と思ってふり向いた先で、復活していたナーガに向けてのものだった。


　むろん、それに逆上しまくったナーガが、見み境さかいなしの無む差さ別べつ広こう範はん囲い攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶっ放ぱなすと読んだ上での行動である。


　で、あたし一人は、しげみの奥に退たい避ひさせてもらったというわけである。


　ふっ。よく知りもせずに、うかつにナーガを味方にしたりするから、こーいうことになるのである。


「ふっ！　まあいいわっ！


　ならばあらためて倒すのみっ！」


　間ま合あいを取って構かまえるナーガに、あたしはぽりぽり頭を搔かきつつ、


「……『倒すのみ』はいいけど……


　あんた、あのランガーシャとかから、依い頼らい料りようとかってもらってるわけ？」


「……へ……？　依頼料……？」


　あたしの発した『依頼料』のひとことに、ナーガの声から勢いきおいが失うせる。


「もらってない、ってぇのなら、かりにあたしを倒せたとしてもタダ働ばたらき、返かえり討うちにでもあったら踏ふんだり蹴けったり、よね？」


「……う……


　うーん……ただ働き……」


　おお。悩なやんどる悩んどる。


　むろん、ナーガがあたしにケンカ売ってきたのは、しごとでもなんでもなく、あたしに見捨てられた恨うらみを晴らすためである。


　しかし一回気を失うしなって、『依頼料』とゆーことばに目をくらまされ、もぉすっかり、もともとの動どう機きを見失っていたりする。


　彼女はしばし考えて、


「ふっ。言われてみればそれもそうねっ！


　ということで、これからはそっちについて、依頼料もらうことにするわっ！」


　ナーガの言ったそのことばに──


「……お……おのれ……そういうことじゃったか……！」


　横手から聞こえた、恨みに満みちたかすれ声は、ランガーシャのものだった。


　なんとかダメージから立ち直ったらしく、ランガーシャとノルド、二人はよろよろ起きあがる。


　老ろう婆ばはひた、とナーガをにらみすえ、


「……見捨てられたと思わせて我われ等らにつき、ここぞというところで後ろから我等を討つ策さくとは……！


　今にして思えば、さきほどは、いくらなんでもあっさりと倒されすぎじゃったわ！　倒されたふりをして、我等の注意がそれるのを待っておったのじゃなっ！」
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　うあ。めちゃめちゃ買いかぶった解かい釈しやく。


「ふっ！　今さら気づいても遅おそいわよ！　ほーっほっほっほ！」


　その勘かん違ちがいに便びん乗じようし、胸をそらしてじまんするナーガ。


「えぇいっ！　なら二人とも倒すまでっ！


　やるぞえ！　ノルド！」


「………………」


　ランガーシャのことばに、やはりずぶ濡ぬれのままの巨きよ漢かんが、口の中でぶつぶつ呪じゆ文もんをつぶやきはじめる。


　……と待てよ……ひょっとしてこいつ……


「ゆくぞぉぉぉっ！」


　吠ほえて駆かけ来るランガーシャ。視し線せんの先にいるのは──ナーガ！


「ふっ！　甘く見られたものねっ！　あなたごときにこの白蛇サーペントのナーガが倒たおせ──」


　どごっ。……ぽてっ。


　巨大な口を叩たたいている間に、まともにランガーシャの突つきを受け、あっさり吹ふっ飛とび、倒れるナーガ。


「………………」


　あまりといえばあまりのふがいなさに、ランガーシャは一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くして──


「……ほぉう……


　我等をたばかった詫わびに、あえて一いち撃げきはまともに受けたか。


　敵てきながら天あつ晴ばれた心こころ掛がけよのぅ」


　自分に酔よってよけられなかったナーガのことを、また勘かん違ちがいするランガーシャ。


「しかし甘いわっ！


　倒れたふりをして我われ等らの不意を討うとうというその目もく論ろ見み、見み抜ぬけぬとでも思うたか!?


　ノルド！　先にこやつを叩くぞ！」


　老婆のことばに、巨漢はのっそりとその視線をナーガに移し──


「爆煙舞バースト・ロンド！」


　しかし、術を放ったのはこのあたし！


　無む数すうの小さな火の玉が、ノルドの全身を包つつみ込む！


　ほとんど殺さつ傷しよう能のう力りよくなどない、どちらかというと、牽けん制せい用ようの術である。


　しかし──


　ぼひゅ。


　刹せつ那なの後。


　ノルドの全身は、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれていた。


「しもうた！　ノルド！」


　ランガーシャの痛つう恨こんの声ももはや遅し。


　巨漢は、やはり無む言ごんのままで、しばしじたばたしたあげく、ぽてりっ、とその場に倒れ伏ふした。


「……あ。やっぱし」


　あたしは言った。


「ずぶ濡れのわりには、いつまでたっても乾かわかないと思ったら……


　水じゃなくて、なんかの油だったわけね」


「……お……おのれぃっ……！


『まずは形から入る』という我等の基き本ほん理り念ねんを逆さか手てに取るとはっ……！


　やりおるな！　小こ娘むすめっ！」


　……いや……あたしがやる、っつーよりも、そっちの基本理念がなんか間違ってるってゆーか……


　ランガーシャは大きく跳とぶと、まだ多少ぴすぴすくすぶるノルドの巨体を、ひょぃっ、と持ち上げ、


「憶おぼえておけ！


　次こそは必ずや、貴き様さまらの素そっ首くび貰もらい受けるぞえっ！」


　言い捨すてて、森の方へとひた走る。


　甘いっ！　『次は倒す』と言い放たれて、見み逃のがしてやる義ぎ理りはないっ！


　あたしはいそぎ、呪文を唱となえ──


「火炎球フアイアー・ボール！」


「氷結弾フリーズ・ブリツド！」


　……へ……？


　あたしの声に重かさなった声は……ナーガ！


　二人の放った光球は、ランガーシャに届とどく手前でぶつかり合って──


　ぱきぃぃぃん。


　鋭するどく澄すんだ音だけ残し、むなしく空に砕くだけ散ちる。


　呪文の相そう互ご干かん渉しよう。


　火炎球フアイアー・ボールと氷結弾フリーズ・ブリツド、二つは互たがいをうち消しあうのか、今のように、音だけ立ててジ・エンド。あとには風すら生まれない。


　あたしが思わず立ちつくすその間に、ノルドを抱かかえたランガーシャは、しげみの奥へと消えてゆく。


　………………えーっと……


　しばし硬こう直ちよくしたあとで、あたしは、くるりっ、と、復活したナーガの方に向きなおり、


「ちょっとナーガっ！　あんたが横からよけーなことするから、逃がしちゃったじゃないっ！」


「ふっ！　何を言ってるのかしら!?　リナ＝インバースっ！


　それはこっちのセリフよっ！」


　あたしとナーガ、二人の視線が火ひ花ばなを散ちらし──
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「……あのー……」


　張はりつめた空気をやわらげたのは、おずおずと発せられた女の声だった。


　そちらの方に目をやれば、さきほどのダメージから復活したのか、ちょこんっ、と地面に座すわり込み、ややおびえたようなまなざしを、ナーガの方に向けたローリィさんの姿。


　ちなみにもう一人、フェルドランドの方はというと、彼女の横で、いまだノビていたりする。


「……何が……一体どーなったんでしょうか……？」


「あー。つまり……」


「ふっ！


　感かん謝しやすることね！」


　あたしのことばをさえぎって、じまんげなナーガの声が響ひびいた。


「この白蛇サーペントのナーガが、敵てきに寝ね返がえったふりをして、ここぞという時に連れん中ちゆうを撃げき退たいしてあげたのよ！　ほーっほっほっほ！」


「……え！　そうだったんですか！


　わたしてっきり、本気で裏うら切ぎったものだとばかり……」


「ほーっほっほっほっ！　そりゃあそうよ！


　敵をあざむくにはまず味方から！　味方をあざむくにはまず自分から！


　自分自身で裏切ったように思い込めば、それを見み破やぶれる者などいるはずがないわ！」


「……へぇぇぇ。すごいですねぇ……」


　目を丸くして感かん心しんするローリィさん。


　……いや……今のナーガのことば、ちゃんと解かい釈しやくすれば、『本気で裏切ってました』って意味になるんだけど……


　……ま、いいか……いつものことだし……


「なるほどっ！　つまり、もはや敵はいない、ということですなっ！」


　そう声を上げて身を起こしたのは、言うまでもなく、たった今まで倒たおれ込こんでいたフェルドランドである。


「ちょっとあんたっ！　さてはとっくに気がついてて、気き絶ぜつのふりしてたわねっ！」


「何をおっしゃいます魔ま道どう士し殿どのっ！　私は戦せん略りやく的てきな見けん地ちから、敵てき対たい者しやより私に対する攻こう撃げき確かく率りつを極きよく小しように抑おさえるために、ベストと思える戦法を採さい択たくしたに過ぎませんっ！」


「……それってつまり……『敵はローリィさん狙ねらってるから、死んだふりしてれば自分は安全だろう』って意味でしょーが……」


「ああっ！　魔道士殿っ！　そんなわかりやすい言い方をされては困こまりますっ！」


「勝かつ手てに困れっ！


　……ったく……


　まーいーわ。とりあえず、今のところはなんとか切きり抜ぬけたんだし……


　けど、おそらく連中は、次は全力で来るわよ」


「……ぜ……全力で……ですか……？」


　いつものような悲ひ鳴めいこそ上げないものの、おびえた声で言うローリィさんに、あたしは小さくうなずいた。


「それじゃあ……


　そちらのナーガさんにも、お手伝い願えませんでしょうか……？


　あ、もちろん、依頼料はそれなりにお支し払はらいしますし……」


「ふっ。かまわないわよ。どうせ乗りかかった船だし」


　ローリィさんの提てい案あんに、胸をそらして言うナーガ。


　……まあ……うかつにナーガを味方にするのは死を招まねいたりもするのだが、今回に関かんしては、あたしも反対する気はなかった。


　なにしろフェルドランドは使えないし、ナーガとハサミも使いよう。うまくコントロールしてやれば、無む敵てきの盾たてとして活かつ用ようするのもまた可か能のう。（外げ道どう）


　何より、あたしへの依頼料が減へるわけじゃない、というところが大きかったりする。


　目もく標ひようの、キルギス・シティまでの道のり、あと数日。


　連中は確かく実じつに、その間に仕し掛かけてくるはずだった──





「……うっわー……


　なんかさびれてるわねー……」


　今夜の宿やどをとるために、立たち寄よったその町で、あたしは思わず言っていた。


　それなりに大きい町なのだが、道の端はし々ばしには、ひと目でそうとわかる空あき家やが点てん在ざいし、中にはロコツな廃はい屋おくもある。


　すべてのものが茜あかねに染そまる、黄昏たそがれ時どきのこの時間。ふつうの町なら、しごと帰りの人々やら、酒さか場ばにくり出す人の姿も見受けられようが、ざっとここから見たところ、人の姿が見当たらない。


　ほとんどこれはゴースト・タウンである。


　まあ……町の中心とかに行けば、話は違ってくるのかもしれないが……


「たしかに……前に立ち寄った時には、もっとにぎわってましたけど……」


　あたりをきょときょと見回しながら、不安げな口く調ちようでつぶやくローリィさんに、ナーガがあきれた声で、


「前に……っていつの話よ？


　五年ほど前、隣となり町まちに、沿えん岸がん諸しよ国こくへつながる街かい道どうができて、住んでるひとたちの大半がそっちへ移った、っていう話だけど？」


「……え？　そうなんですか？」


「そういえば確かに、そんな話を聞いたことがありましたが」


　驚おどろくローリィさん。うなずくフェルドランド。


　……しかしナーガって……ほんっとに変なこと知ってるのな……


「……ってぇことは……


　この町、あんましおいしい店とかもないかもねー……」


　はふ、とため息ひとつつき、つぶやくあたしに、ローリィさんも心こころ細ぼそげに、


「いくらなんでも、宿やど屋やさんがない、なんていうことはないでしょうけど……


　いい宿屋さんがあるかどうかはわかりませんね……」


　ぽつりとこぼしたその刹せつ那な。


『今夜の宿など、案あんずる必ひつ要ようはない──』


　声が黄昏の町に流れた。


「誰だれっ!?」


　あたしの誰すい何かの声が、町に響ひびく。


　ローリィさんは、はっ！　として、


「もしかして……


　宿屋さんの客引き!?」


『違う違う。宿の心配がいらない、っていうのはそーいう意味じゃなくて』


　彼女のボケに、流れる声は、やや憮ぶ然ぜんとツッコミを入れて、


『ここで命いのちを落とすお前が、今夜の宿のことを心配しても仕方ないだろう、という意味のつもりで言ったんだが……』


「ああ」


　ローリィさんは、カルくあいづちをうってからひと呼こ吸きゆう置おき──


　………………


「いっやぁぁぁぁぁぁっ！　てっ！　敵ですよリナさんっ！」


「はいはい。わかってるからわかってるから」


　かるくぱたぱた手を振るあたし。


　──とはいうものの──


　声はすれども姿は見えず。通りには、やはり人ひと影かげは見当たらない。


　しかし確かに気け配はいはある。


　──どこだ!?　どこにいる!?


『毒どく蜘蛛ぐものテルメギドに続いて、ノルドまで倒したのはほめてやろう。


　しかし──


　この火蜥蜴サラマンドルオーグルの技わざ、防ふせぎきれるかな？』


　声と同時に敵てき意いが生まれる！


　──上!?


　ふりあおぐ視し線せんの先には、そばにある建たて物ものの屋や根ねから虚こ空くうへと、身を躍おどらせる影一つ！


「甘いわね！　氷の矢フリーズ・アロー！」


　落らつ下か中のそれに向かって、ナーガが冷れい気きの矢を放つ！


　普ふ通つうなら回かい避ひ不ふ可か能のうのはずなのだが──


　ぶぉっ！


　それは、ローブに風を孕はらませて、落下軌き道どうをいきなり変えると、やすやす氷フリーズの・矢アローをかわし、やや離はなれた場所に着ちやく地ちした。


「また逢おうたの。小こ娘むすめども」


　嘲あざけりをふくむしわがれ声で言ったのは、おなじみ死告女バンシーランガーシャ！


　その右手には、今までと違い、一ふりのナタが握にぎられている。


　うあ。見た目めちゃめちゃコワいぞ。ばーちゃん。


　後ろの方では早さつ速そくに、ローリィさんが悲鳴を上げて、フェルドランドにどつき黙だまらされていたりする。


「今度こそは貴き様さまら全ぜん員いん、仕し留とめさせてもらうぞえ！」


　言うなりランガーシャが跳とんだ！


　後ろへ。


　──まさかっ！


　あたしはあわてて視線を巡めぐらせる。


　通とおりの奥──ついさきほどまでは無む人じんだったそこに、わだかまる黒い──いや、赤い人影がひとつ。


　こいつが──ルオーグル!?


　ランガーシャがあたしたちの注意を一いつ瞬しゆん引きつけているそのスキに、どこかから飛び出してきたのだろう。


　全身を赤い服と鎧よろいに包つつみ込み、その顔も、竜りゆうだか蛇へびだかを模もした赤い兜かぶとですっぽり覆おおっていた。


　なるほど。『形から入る』のが基き本ほん理り念ねんの組そ織しきだけあって、サラマンダーをデザイン・コンセプトにしている、というわけか。


　声からすれば若い男といったところなのだろうが、兜のせいで顔は見えない。


「火炎球フアイアー・ボール」


　あたしの視線がそちらを向いたその刹せつ那な。


　ルオーグルが呪じゆ文もんを解き放はなつ！


　生まれ出た赫あかい光球ひかりは、呪文にアレンジでも加えてあるのか、ゆっくりと──人の歩くほどのスピードでこちらに向かって来る。


　ルオーグルは大きく身をのけぞらせ──


　びぶゅっ！


　身を折おると同時に、兜から大たい量りようの液えき体たいを吹ふきだした！


　それは、先をゆく光の球に衝しよう突とつし──





　ごぼぁっ！





　火炎球の炸さく裂れつと同時に、炎ほのおの波が生まれ出た！


　鎧よろい兜かぶとの中に、油あぶら袋ぶくろと、それを吹き出すしかけを入れて、先に放った火か球きゆうに衝突・炸裂させて炎の波と化かす技わざか！


　しかぁしっ！


「炎裂壁バルス・ウオール！」





　ぶおごぅっ！





　あたしの放った対たい火か呪文に、おしよせる炎の波は、こちらに届く直前に、見えない壁かべにでも阻はばまれたかのように左右に流れ去る。


「なにぃっ！　俺おれの技が防ふせがれたっ!?」


「当たり前ぢゃぁぁぁっ！」


　驚きよう愕がくの声を上げるルオーグルに、すかさずツッコミ入れるあたし。


「『火蜥蜴サラマンド』なんて名乗った時じ点てんで、『私は火か炎えん攻こう撃げきします』って宣せん言げんしてるよーなもんでしょーがっ！


　手のうちバレて当たり前っ！　こっちは対火炎呪文用意して待ってるだけでじゅーぶんなんだからっ！」


「……ぬ……ぬぅぅぅぅっ！　形から入る、というポリシーが、よもやこんな形で仇あだになろうとはっ……！」


　ちょっと考えたらわかるだろーが。普通。


　……まあ……たしかに世の中には、ちょっと考えたらわかることを、考えないまま実行して、泣きを見る人間多いけど……


「えぇいっ……こうなればっ……！


　……普通の火炎球フアイアー・ボールっ！」


「炎裂壁バルス・ウオール」


「ならば炎の矢フレア・アローっ！」


「炎裂壁バルス・ウオール」


「これならどうだ爆煙舞バースト・ロンドっ！」


「さらにまたまた炎裂壁バルス・ウオール。


　……って、どんどんパワーダウンしてってどーすんのよ……


　まさかあんた、火炎系以外の術って使えないんじゃあ……」


「ふっ！　形から入るとなれば、やはり当とう然ぜんそうなるなっ！」


「いばるなぁぁぁぁっ！　で？　次は？」


「……う……うーむ……次は……」


「……手がないならこっちから火炎球フアイアー・ボール」


　ぼぉぉぉん！


　あたしの放った一いち撃げきに、ルオーグルの全身が炎に包まれた。


「愚おろかな！　きゃつに炎などが効きくと思うておるのか！」


　そのあたしに、嘲ちよう笑しようのことばを浴あびせかけたのは、ルオーグルではなくランガーシャ。


「きゃつの鎧よろいはすべて耐たい炎えん製せい！　そのような炎など効きもせぬわ！」


「……ふーん……


　じゃ、鎧に覆おおわれてないところと油袋はどーなってんの？」


「……[image: ]っ……!?」


　よーやく致ち命めい的てき欠けつ陥かんに気がついたか、老ろう婆ばは言葉を失った。


　その一方でルオーグルが、へろへろぽてりっ、とくずおれる。


　……あー……弱いし……


「……お……おのれぃっ！


　ならば我一人でもっ！」


　半なかばヤケ気ぎ味みに言い放ち、ランガーシャが地を蹴けった！


　目もく標ひようはこのあたし！


　──次の呪文詠えい唱しようが間に合わないっ！


　剣で戦ってもよいのだが、へたに接せつ近きんすれば、双そう方ほうの動きが止まった時に、横にいるナーガが、呪文をぶっ放してくる危き険けん性せいもある。


　ならば──テはひとつっ！


　あたしはななめ後ろに跳とぶと、問もん答どう無む用ようでフェルドランドの背中を蹴り飛ばす！


「うわわわわわわわわっ!?」


　悲ひ鳴めいを上げつつランガーシャに向かって突つっ込んでゆくフェルドランド！


　これぞ無む敵てきの他人バリアー！


　敵にぶつけて時間を稼かせぎ、その間に呪文を唱となえる、という、実に合ごう理り的てきな手しゆ法ほうである！


「邪じや魔まだ！　小こ僧ぞうっ！」


　ランガーシャは、手にした鉈なたを大きくふり上げ──





　ぎどんっ！





　妙みような音が上がったのは、バリアーマーク２ツーことローリィさんに、あたしの手がかかった時のことだった。


　音のした方に目をやれば──


　……どっ。


　折り飛ばされた鉈の刃はが、重い音立て地面に落ちる。


　そしてくずおれるランガーシャ。


　……へ……？


「何をなさるんですか魔ま道どう士し殿どのぉぉぉっ！」


「……え……いやあの……たまには役に立ってもらおーかなー、って……」


　つかつかつかっ、とこちらに向かって歩あゆみ寄より、抗こう議ぎの声を上げるフェルドランドに、事じ情じようもよくわかんないまま説せつ明めいするあたし。


「そ……それより今、一体何が起こったの？」


「単に鉈の刃を切り飛ばして、ご老人に剣の柄つかで当て身を加えただけですが」


「……は……？」


　いともあっさり言い放たれて、あたしの目が点になる。


　……いや……『だけですが』って……


　……まさか……


「ひょっとしてあんた、実は強かったんかぁぁぁっ!?」


「いやぁ。魔道士殿。それほどのものでもありませんよ」


「……まあ、うちの領りよう内ないでは一番の使い手ですから」


　ローリィさんが解かい説せつする。


　……な……なるほどぉ……


　……って……！


「ちょっと待てぇぇぇいっ！


　ンじゃあなんだって今まで、ことあるごとに逃げ回りまくってたのよっ！」


「……まあ、うちの騎き士し団だんでは一番の問もん題だい児じですから」


「いやぁ。姫ひめ様。それほどのものでもありませんよ」


　……をいをい……


　しかしまあ、とにかくこれで──


　ひと息つきかけたその刹せつ那な！


「地霊咆雷陣アーク・ブラス！」





　ばぢばぢばぢっ！





『力あることば』とともに、天地を貫つらぬいた雷かみなりが、あたしたち全員をその場にうち倒す！


　──なっ……！


　広こう範はん囲い・弱じやく雷らい撃げきタイプの呪文である。殺さつ傷しよう能のう力りよくはないに等ひとしく、しばらく体が動かなくなる程てい度どのものだが、これをよけるのはまず不ふ可か能のう。


「やはり──


　全員を倒したと思って油ゆ断だんしたな」


　風に流れた男の声に、あたしはかろうじて視線だけをそちらに向けた。


　静かにそこに佇たたずむは、黒いマントに黒ローブ。髑どく髏ろを模もした仮か面めんをかぶった一人の男。
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「……きさ……まは……？」


　かろうじて口がきけるらしく、ろれつの回らぬ声で問いかけるフェルドランドに、仮面の男は一礼し、


「お初はつにお目にかかる。


　私こそは『薄暮の幻影トワイライト・イリユージヨン』総そう帥すい、魔人デイアブロバズエル」


　ゆるり、ときびすを返し、ローリィさんの方に向きなおる。


「……貴女あなたには恨うらみがあるわけではありませぬが、こちらもこれが仕事ゆえ。


　貴き族ぞくに生まれた我が身を不ふ幸こうと思い、あきらめてくださいますな？


　カトリーヌ姫？」


　……………………


『……誰だれ……それ……？』


　全員のかすれた声が一いつ斉せいにハモった。


　──長い──


「……………………は？」


　長い間を置き、バズエルが、間の抜けた声で問い返す。


「……カトリーヌ……姫……」


「……ローリィ……ソロンホーンですけど……私……」


　自信なさげにつぶやくバズエルに、倒れたまま言うローリィさん。


「……そういえば……いとこに私によく似にたカトリーヌというのはいますけど……」


「……え……？」


　……って……待てこら……


　あたしは、ぎっ！　と男をにらみつけ、


「……ひょっとして……あんたら……


　今の今まで……ずっと人ひと違ちがいであたしたち狙ねらってたんかっ!?」


「……む……むぅっ……


　なんだかそんな気もせんでもないな……


　だ……だが多少の手違いは仕方あるまい。


　なにせこれが我われ等らの初仕事ゆえ……」


　……ほほぉぉぉぉぉぉぉぉう……


「……あんたら……向いてないわよ……この商売……」


「……む……いや、それを言われると……


　ともかく、迷めい惑わくをかけたな。


　じゃ、これで」


「待てぃあんた」


　くるり、ときびすを返したバズエルの背に、あたしの声がぶつかった。


　静かな殺さつ気きを内にふくんで。


「……な……何かな……？」


　おそるおそるふりむくバズエルの視線の先で、あたしとナーガ、二人はゆらりっ、と立ち上がった。


　時間と──そして何より怒いかりとが、あたしの体から、しびれを完全に消し去っていた。


「ふっふっふっ……まさか、この白蛇サーペントのナーガをここまでコケにして、このままおとなしく帰れる、なんて甘いこと思ってるんじゃあないでしょうね……」


「んっんっんっんっ。以下同文」


　ずずいっ、と進むあたしとナーガに、じりりっ、と退さがりゆくバズエル。


「……い……いやしかし……


　誤ご解かいとわかった時点で、こちらには争あらそう理り由ゆうもなくなったわけだし……


　そんなコワい目で見るのはやめて、これ以上の無む益えきな争いはしないのが賢けん明めいだと……」


「思うかぁぁぁぁぁっ！」


　どがしゃぁぁぁぁっ！


　絶ぜつ叫きようとともにあたしの放はなったスクリュー・キックが、バズエルの顔がん面めんを直ちよく撃げきした。





　──かくて──


「……どうします？　姫？　我々も参さん加かしますか？」


「……もうちょっとこのまま寝ねてますわ……私は……」


　寝ころんだままのローリィさんとフェルドランドの横で、あたしとナーガの二人による、バズエルタコ殴なぐり大会は、夜になるまで続いたのだった。







（忍び寄る闇：おわり）





遠き日の決着［前編］







「おっしゃぁぁぁぁぁっ！　これで金きん貨か百枚ゲットぉぉぉっ！」


　ぴすぴすと倒たおれコゲてる盗とう賊ぞくたちのただ中で、あたしは夜よ空ぞらに向かっておたけびを上げたのだった。


　両手でかざした大きなツボが、月の光に照てり映はえる。


　──盗賊たちに盗ぬすまれた、家か宝ほうの壺つぼを取り返してほしい。あれはいいものだからな──


　近くの町に住む金持ちおっちゃん、マクベインさんからの依い頼らいは、あたしにとっては、まさに願ねがったりかなったりのものだった。


　なにしろっ！　盗賊をへち倒してそのおたからを横よこ取どり……もとい、没ぼつ収しゆうし、なおかつ依頼の品をとり戻もどせばさらに金貨百枚のボーナスがつくっ！


　盗賊いぢめが三度のメシとおいしいもうけ話の次くらいに好きなこのあたし、リナ＝インバースにとっては、これを好こう機きと言わずしてなんと言おうかっ!?


　あちらこちらに盗賊団の姿すがたを求もとめ、とりあえず依頼とは無む関かん係けいな盗賊たちも、見つけりゃついでにしばき上げ──


　そして今日、ついに。


　山の中でたき火を囲かこみ、おたから山やま分わけしていた盗賊たちと──そのおたからの中に混まじった、依頼の品を見つけだした、というわけである。


　そのあとは、しごくかんたん。


　爆ばく発はつ系けいの呪じゆ文もんは、ツボが割われるとマズいので、盗賊たちの群むれに向かって炎の矢フレア・アローの雨を降ふらせまくったのだ。


　みんなが動かなくなったところでおたから確かく認にん。ツボの底には、依頼人から聞いた通り、キツネとフクロウの刻こく印いんが。


　ふっ！　楽らく勝しよう！


　ツボを空へとかざしたままで、あたしは勝しよう利りのよいんに浸ひたり──


　──ひゅっ！





　ぱぎんっ。





　二つの音は、ほとんど同時に聞こえた──ような気がした。


　風かぜの鳴なる音。そして……手にしたツボの砕くだける音とが。


　……へ……？


　ぼーぜんとなるあたしの、文字通りその目の前を、依頼のツボ──金貨百枚が、ただのカケラとなり果はて、落おちてゆく。


　……え……えーっとぉ……


「──くっくっくっくっく……ついに見つけたぞ、リナ＝インバースっ！」


　ツボをかかえた形のままで手をかざし、佇たたずむあたしのななめ前のあたりから、その声は聞こえてきた。


　まだ若わかい、男の声──


　ぎぎぎぎぎぃっ、と、そちらの方に顔かおを向ければ、昏くらく佇む森を背せに、ひっそりと立つ人ひと影かげひとつ。


　顔などは暗くらくてよく見えないが、その右の手は、小さな何かを、上にほうり投なげたり受け取ったりをくり返している。


　……なるほど…………石をなげつけて、ツボをたたき割ってくれた、っつーわけね……ふぅぅん……


「──憶おぼえているか？　俺おれのことを？」


　男はゆっくりと、こちらに向かって歩あゆみ寄より──


「知るかンなこと！　火炎球フアイアー・ボールっ！」





　づごどぉぉぉんっ！





　あたしの放はなった一いち撃げきは、闇やみにオレンジの華はなを咲さかせて、男をまともに吹ふっ飛ばしたのだった。





「──お客さん、今日はずいぶんご機き嫌げんななめですね」


「んあ？」


　料りよう理りをテーブルに運はこんできた、店のねーちゃんのそのことばに、あたしは、ぢろりっ、と不機嫌なまなざしを返す。
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「……うっ……！　い……いえ……なんでもないです。ごゆっくり……」


　そのまなざしに、危き険けんなモノでも感じたか、店のねーちゃんは料理を置おくと、そそくさその場を去さってゆく。


　……うーむ。ちょっぴし悪わるいことしたかも。


　ツボ捜さがしの依頼人が住んでいる街まちにある、小さな食しよく堂どう。


　店みせ構がまえはあんましパッとしないのだが、値ね段だんは安くてなおかつウマい、とゆーことで、ツボの探たん索さくにこの街にとどまっている間、しょっちゅう通かよっていた店である。


　ということで、なじみのウェイトレスさんではあるのだが……今のこの状じよう況きようで、機嫌良くしていろ、という方が無む理りな話である。


　ツボを割られたその翌よく日じつ。


　依頼人に、まっ正しよう直じきにそれを話せば、帰ってきた答えはやはり予よ想そう通どおり。


　すなわち──『無ぶ事じ奪だつ還かんができなかったなら、依い頼らい料りようはなし』である。


　……まあ……たしかにそう言いたい気き持もちもわからなくはないのだが……やはりこういった場合、『壺は割れたけど、きみはよくやってくれた。そのがんばりに対して金貨五百枚』とかゆーのが、カモ……じゃない、円えん満まんな人にん間げん関かん係けいを構こう築ちくする上で必ひつ要ようなことのよーな気がするのだが……


　前まえ金きんの金貨五枚以上は払はらえない、とゆーのは、人としてどーいうものだろーか。


　まあもっとも、あたしとてこの一いつ件けんで、前金以外の収しゆう入にゆうが、一いつ切さいなかったというわけではない。


　盗賊たちをぷち倒した時も、連れん中ちゆうの持ってたおたからは、きっちし没収しているし、そういった意味ではたしかに黒くろ字じになってはいる。


　しかぁぁぁしっ！


　それはさておきムカつくのは、やっぱし昨日きのうのあの男っ！


　たしかにあたしも、ツボをゲットした喜よろこびに、スキをつくったのは事じ実じつである。


　だがっ！　なにゆえあーゆーイヤガラセをするかっ!?　くくぅっ！　思い出してもやっぱしムカつくっ！


　ムカついた時には食べて忘れるっ！　かくてあたしは、運ばれてきたヒラメのクリームシチューにスプーンを伸のばし──


「見つけたぞ！　リナ＝インバース！」


　店の扉とびらが開くと同時に、男の声が上がったのは、まさにその時のことだった。


「……む……？」


　あつあつはふはふのひと口くち目めを、とりあえず口にふくんでから、あたしはそちらに目をやった。


　そこにいたのは、戦せん士しふうの服ふく装そうに身をかためた、としの頃ころなら二十歳はたち前ぜん後ご、黒くろ髪かみで、いかにも根こん性じようヒネてそーなツラがまえの、やや細ほそ身みの男だった。


　ついでに言うと、あたしの知らない顔である。


「憶おぼえているか!?　俺のことを!?」


　──知んない──


　言いかけたそのことばが、あたしののどもとで凍こおりついた。


　──その──言い回しとその声は──


「──まさか──！　昨日の──!?」


「その通り！


　そしてさらに言うならばびゅっ!?」


　ごげっ！


　あたしの投げた木のイスに、横よこツラまともに直ちよく撃げきされて、のけぞり、よろける男に向かい、あたしは一気にまくし立てた。


「よぉぉくも昨日はやってくれたわねっ！


　おかげで結けつ局きよく依頼人からはお金もらえなかったじゃないのっ！　この始し末まつ、一体どうとってくれるのよっ!?　とゆーよりそもそも何考えて、あんなマネしたのよっ!?」


「それを今から言うつもりだったんだよっ！」


　男はなんとか体たい勢せいをたてなおし、イスが当たったほっぺたを、自分でさすさす撫なでながら、


「俺の顔に……本当に見覚えはないか？


　昨日今日の話じゃないぞ。


　今から十年ほど前の話だ……」


　……十年……ってあんた……ンな昔むかしの話されても……


　そのころはむろんあたしもまだ子供。郷く里にのゼフィーリアで、近きん所じよの子供たちと遊あそびまくっていたわけだが……


「わからんか!?


　ならば問う！


　この俺の……ウォルター＝ハイランドの名に憶えはないか、と！」


「……やっぱし知んない……」


　あっさり言ったあたしのことばに、男の顔が、みるみる怒いかりの色へと染そまる。


「……きっ……！　貴き様さまぁぁぁっ！」


　ずかずかずかっ、と、あたしのテーブルに歩あゆみ寄より、


「幼おさない頃のあの日々……貴様が俺に対して行った数々のあのしうち……よもや忘わすれたとは言わさんぞっ！」


「いや、そんな昔のこと……


　──って、ちょっと待てぃっ！」


　ウォルターとやらのそのことばに、あたしは思わず立ち上がり、


「するってぇと何？


　子供のころに、あたしがあんたに何かやったから、その復ふく讐しゆうに、昨日、あたしの見つけたツボをかち割った、ってこと!?」


「ふっ。そういうこと──」





　ごがっ！





　ことばも終わらぬそのうちに。


　あたしのぶん回したイスが、ウォルターのどたまを直ちよく撃げきした！


「……なッ……！　何するかな!?　いきなりこのアマはっ……!?」


「それはこっちのセリフよっ！　ンな昔のことを今さら持ち出して、よくもあたしの金貨百枚、フイにしてくれたわねっ！」


「……なっ……何を言うっ！　いくら年月が経たとうとも、他人にやられた仕し打うちを忘れられるはずがなかろうっ！」


「……いや……ンな根ねの暗いこと、胸むね張はって言われても……」


「根が暗いとは何だ根が暗いとはっ！


　人間ふつーそーゆーもんだろーがっ！」


「違ちがう違う」


　即そく座ざにツッコミ入れるあたし。


　いや、たしかに人間、多た少しようはそーゆー傾けい向こうあるのは事実だが、十年ほど前……しかも子供の頃の出来事を根に持って、とゆーのは、いくらなんでも人にん間げん失しつ格かくのよーな気がするのだが……


「違うと言うならお前はどうだ!?　自じ分ぶんの受けた悪あく意いを、忘れ去ることができるとでも言うのか!?」


「……いや……あたしはそんなに根に持つ方じゃないし……


　ちっちゃい頃でおぼえてる……っていったら……せいぜい……


　日にちまではっきりしてる奴やつなら、三歳の誕たん生じよう日びパーティーで、ケーキのイチゴが載のってるところを、隣となりに住んでたフィニーちゃんに取られたとか、その日の夕ゆう方がた外に出て、キャラハンさんちの、しつけのなってない犬に吠ほえつかれたとか、翌日近所の悪ガキに、持ってたキャンディ取られて、その晩ばん、なんか母ちゃんにえらく叱しかられて……


　……あ。なんか思い出したら腹はら立ってきたなー……」


「めちゃめちゃくっきり根に持ってるじゃねーか……


　じゃあ聞くが、その、キャンディを取った近所の子の名前、憶おぼえてるか？」


「えーっと、たしか……」


　言いかけて。


　あたしはようやく思い出した。


「──ウォルター＝ハイランド！」


「その通り！　このをぐっ!?」


「あんたかぁぁぁっ！　あんたがそうだったんかぁぁぁっ！　よぉぉくもあたしのキャンディ取ってくれたわねっ！　すぐさま返せ今返せっ！」


　皆みなまで言わせず、あたしはウォルターのえり首ひっ摑つかみ、ぎゅいぎゅいぐんぐん締しめつける。


　言われてみれば、その顔には、昔どこかで見たような面おも影かげがあった。


「……まっ……！　待てぃっ！」


　そのあたしの手を、ウォルターは無む理り矢や理りふりほどき、


「てめえっ！　そーいうセリフが出る、ってぇことは、やっぱり、俺がキャンディ取ったあと、俺を後ろから植うえ木き鉢ばちでどつき倒たおしたこととかは憶えてやがらねえなっ!?」


「……へ……？」


　植木鉢……ですか……？


　あたしはしばし考えて──


「──ををっ！」


　ぽんっ、とひとつ、手を叩たたき、


「そーいえばあの晩、かーちゃんに怒おこられた時、たしかに植木鉢がどーのこーの、なんてこと言ってたよーな気がしたけど……


　そーか！　それで怒られてたんだ！


　おしっ！　これで謎なぞはすべて解とけたっ！


　つーわけであんた、帰かえってよしっ！」


「帰るかぁぁぁぁっ！


　別べつに俺はお前の心のわだかまり解きに来たわけじゃねえんだっ！


　……このぶんじゃあ、たぶんお前は憶えてないだろうが……


　そのあとも、お前は俺に数々のしうちを行った！


　落おとし穴あなやら後ろから跳とび蹴げりなんざぁ可愛かわいい方で……


　俺が八やつつか九ここのつの頃……魔法を憶えたお前に『ウォルターだから別によしっ！』とか言って炎の矢フレア・アローぶちかまされた時には、マヂで死ぬかと思ったぞっ！」


　ウォルターのことばに、あたしは遠とおいまなざしを、メシ屋のすすけた天てん井じように向け、


「……あの頃のあたしって……ちょっぴりおてんばさん[image: ]」


「『ちょっぴりおてんばさん』で済すむかぁぁぁっ！


　……子供にとって、年とし下したの、しかも女に負ける、ってぇのが、どれほど心の傷きずになるか……お前には想そう像ぞうつくまいっ!?」


「うん。全ぜん然ぜん」


「……………………


　……まあ……ともあれ……


　そんなこんなで俺は、『いつか必かならずあいつに勝ってやるっ！』と、かたく心に誓ちかったのだっ！


　──ところがっ！


　城しろで文ぶん官かんやってた親父おやじの、いきなりの転てん属ぞくで、家族そろって引ひっ越こして、お前ともそれっきり！　おかげで俺のプライドは傷つきっぱなしだっ！


　──だが俺も、ただ泣ないているだけの男ではないっ！


　いつかお前を倒し、失うしなわれたプライドを取とり戻もどすべく、日々その力をたくわえていたのだっ！」


「……つまり……年下の女の子をいたぶるためには努ど力りよくを惜おしまない人間だ、と……」


「そーいう言い方をするなっ！　変へんな誤ご解かいを招まねくだろうがっ！


　これは報ほう復ふくであり儀ぎ式しきであるのだ！　リナ＝インバース！


　俺が己おのれを取り戻すための、な！」


「……昔自分をいじめた子にしかえしして戻ってくる自分自じ身しんって……めちゃめちゃレベル低ひくそうなんですけど……」


「やかましいっ！　それは言うなっ！　なにしろ言ってて自分でもちょっとそう思うんだからっ！」


「……ならンなことやめた方が……」


「そうはいくかっ！　ことを達たつ成せいするために、俺は自分の犯はん罪ざい組そ織しきまでつくり上げたのだからなっ！」


　……ぴくっ……


「……犯・罪・組織……？」


「その通りっ！」


　──犯罪組織──


　聞いた刹せつ那な、あたしの口もとに、小さな小さな笑えみが浮うかんで消きえたことに、気づいているのかいないのか、彼は胸むねを張り、言い放つ。


「その情じよう報ほう網もうにお前の噂うわさが引っかかってな！


　そこでこの俺自みずからが、こうして出向いてきたというわけだ！」


「……なるほどー……


　で、あたしを挑ちよう発はつするのに、ツボをかち割ってくれた、と……」


「ようやくわかったようだな！」


　ウォルターは、なぜか勝ちほこった口く調ちようで言った。


　んっふっふっふっ……わかった。よーっくわかった。


　カモがネギしょって来てくれた、とゆーことが。


　正しよう直じきあたしは、ここで話を聞くだけ聞いて、あとは攻こう撃げき呪じゆ文もんの一発で吹っ飛ばし、めでたしめでたし、とするつもりだった。


　しかぁぁしっ！


　このウォルターが犯罪結けつ社しやをつくったとなれば話は別べつっ！


　相手が悪人というのなら、たとえさんざんどつき倒したその挙あげ句く、金きん品ぴん没ぼつ収しゆうしようが何をしようがすべてオッケーっ！


　ならばこの挑ちよう戦せん、受けるが吉きち！


　あたしはウォルターを、まっ向から、びしっ！　と指ゆびさして、


「おーしっ！　そっちがそこまでするのなら、あたしも全ぜん身しん全ぜん霊れいで、ぶつかってやろーじゃないのっ！


　言ってみなさいよっ！　本ほん部ぶの場ば所しよをっ！


　こっちから乗のり込こんで行って、きっちし叩たたきつぶしてあげるわっ！」


「よかろう！　ならば来るがいい！


　この街から東に延のびる紅林の街かい道どうを進すすんで約二日、バリスの村に、俺のつくった犯罪組織、『真夜中の鎮魂歌ミツドナイト・レクイエム』はある！


　もしも来なければ、臆おく病びよう風かぜに吹かれたと見なしてやる！


　待っているからな！


　はははははははは！」


　朗ろう々ろうと高たか笑わらいなど上げながら、ウォルターは、きびすを返して店をあとにする。


　おーし。首くびを洗あらって待ってなさいよ。行って問もん答どう無む用ようで……


「……あのー……」


　内ない心しん燃もえるあたしの横から、おずおずと声をかけたのは、店のねーちゃんだった。


「……今のお客きやくさんたちのやりとりで、ほかのお客さんたち、みんな出て行っちゃったんですけど……どーしましょう……？」


「……をや……？」


　見てみると、たしかに一体いつの間にやら、トラブルのにおいを感じてか、あたし以外の客の姿は、店から消え失うせていた。


　……うーむ……やっぱし、イスでどついたのがマズかっただろーか……


　……しかしこれ……『どうする』と言われても……


「……と……


　とりあえず……プチアップルジュース一つ追つい加か[image: ]」


　あたしのことばにねーちゃんは、無む言ごんで涙なみだを流しつつ、店の奥おくへと引っ込んで行ったのだった。





　そこは、山あいに佇たたずむ小さな小さな村だった。


　──バリスの村──


　それこそどこにでもあるような、一いつ見けんのどかな村である。


　しかし、ここの近きん辺ぺんに、ウォルターのつくり上げた組織の本部があるはずだった。


　まず第だい一いちに場所の特とく定てい。情報収しゆう集しゆうのそのために、あたしは村の端はしにある、小さな酒さか場ばへ足を運はこんだ。


「──『真夜中の鎮魂歌ミツドナイト・レクイエム』って名な前まえに、聞き覚え、ある？」


「──ああ。それなら──」


　ジュースを一杯注ちゆう文もんしてから、おもむろに切り出したあたしの問いに、客のいない店のおっちゃんは、眠ねむそうに目をしょぼしょぼさせながら、


「表おもての通りを右にまっすぐ行って、二つ目の角かどを右に曲まがってしばらく行くと、左手に白い建たて物ものが見えるから。


　そこだよ」


　……………………


「……はい？」


「だから、店を出て右に。二つ目の角を右、まっすぐ行った左手の白い建物だよ。


　おぼえたかね？」


「……いや……あの……おぼえるのはおぼえましたけど……


　……『真夜中の鎮魂歌ミツドナイト・レクイエム……の……場所……ですよね……？」


「そうだよ」


　……そ……そうだよ……って……


　村のまん中にあるんかいっ!?　犯罪組織の本部がっ!?


　まさか、この村の全ぜん員いんが、何かの形で組織にかかわりを持っているとか……!?


　ともあれこれは、実じつ際さい足を運んでみるよりほかにない。


　あたしはジュースを飲のみ干ほし、代だい金きんを払はらうと、店を出て、言われた通りの道をたどる。


　そして──


「……ほんとにあるし……」


　白い建物のその前で、あたしはぼーぜんとそうつぶやいたのだった。


　それなりに広い敷しき地ちに白い塀へい。中には何かの施し設せつのような、白しろ塗ぬりの、わりと大きな建物が佇んでいた。


　正門には、黒いプレートが埋うめ込こまれており、そこにはたしかに『真夜中の鎮魂歌ミツドナイト・レクイエム』の名前が金きん文も字じで刻きざまれている。


　となれば──やはりここなのか──


　いずれにしても、ここは入ってみるしかないっ！


　門を通り抜け、あたしは建物の玄げん関かんドアを、問答無用で開あけ放はなつ！


「……よく来たな……リナ＝インバース……」


　玄関のホールに足を踏ふみ入れたそのとたん、聞こえた声は、まぎれもなく、ウォルター＝ハイランドのものだった。


　──やはりここか!?


　無む人じんの白い玄関ホールに、こつ、こつと、こちらに近づく足音が響ひびき──


「待っていたぞ」


　ホールの端にある階かい段だんの上──二階の手すりの向こうから姿を見せたのは、黒い革かわ鎧よろいにその身を固かためたウォルターの姿！


　そのかたわらには、黒いマントに身を包つつんだ、魔ま道どう士しとおぼしき、小こ柄がらな男が一人。


　あたしはウォルターを、きっ！　と見上げて、


「予よ告こく通り来てやったわよ！


　それじゃあ決け着りつけましょうか!?」


「──そう大声を出すな。


　正直な話、俺には今この場所で決けつ着ちやくをつける気はない。


　村の南に小さな空あき地ちがある。


　決着は、そこでつけよう」


　ふっ！　何を今さらっ！


　第一あたしには、問答無用でへち倒して、ここのおたから一いつ切さい合がつ切さいいただきまくり、という緻ち密みつな計けい画かくがあるのだ！　村はずれの空き地で、などとゆーことにつき合ってやる気はさらさらないっ！


「やかましいっ！　あたしはここで決け着りつけたいのよっ！　とゆーことで振動弾ダム・ブラスっ！」


「わっ！　待……！」





　ごがぁっ！





　問答無用で放った術じゆつが、よけたウォルターのその向こう、廊ろう下かの天てん井じようにぶち当たり、ド派は手でな音を立てる。


「ま、待てリナ＝インバース！　こっちの話を聞け！」


　魔道士といっしょに、階段を下りてこちらに向かいつつ、わけのわからんことを言うウォルター。


　何のかんのと言いながら、こっちのふところに飛び込んで、接せつ近きん戦せんにもつれこもうという腹はらだろうが、そうは問とん屋やがおろさないっ！


「聞かないっ！　とゆーわけで火炎球フアイアー・ボールっ！」





　ごぅんっ！





『ぐわぁっ!?』


　目の前で火か球きゆうを炸さく裂れつさせられ、ウォルターと魔道士の二人は、あわててふたたび階段の上へ。


　ふっ！　ちょろいっ！


　間まを置おかず、あたしは次の呪じゆ文もんを唱となえ──


「ちょっとウォルターさん何さわいでるんですかさっきからっ！　うちの子起きちゃったじゃあありませんかっ!?」




[image: ]


　唐とう突とつに。


　うしろあたまにつき刺ささる、大だい音おん量りようのその声に、あたしは思わずつんのめった。


「──な──？」


　あわてて後ろをふり向けば、開け放たれた玄関に、両りよう手てを腰こしの横に当て、怒いかりの表か情おで佇んだ、女性の姿がそこにあった。


　組織のメンバー……といった雰ふん囲い気きではない。どこから見ても、普ふ通つうの村人である。


「あああっ！　すいませんすいませんランチェッタさん！」


　ウォルターは、へこへこ頭を下げてから、あたしに向かって小さな声で、


「……お隣となりのランチェッタさんだ。四よんか月げつ前まえにご出しゆつ産さんなさって……最さい近きん育いく児じのことで少しよう々しよう気が立ってるんだ。


　──だから場所を変えよう、と言ったんだぞ。俺は」


　実は細こまやかな心こころ配くばりしてるんかい。あんたは。


　彼はふたたび、ランチェッタさんとやらの方を向き、あたしを指さし、


「すいません。この子が『どうしても戦たたかう』って、攻こう撃げき呪文ぶっ放したもんで……」


　──げっ!?


「……なんですってぇぇぇぇ……？」


　ぐるりんっ、と、彼女の顔がこちらを向く。


「あんった、一いつ体たい何考えてるのよ!?　あんたがどこの誰だれだか知らないしウォルターさんと何があったかも知らないけど、いきなりひとの家に乗のり込んで呪文ぶっ放すなんてまっとうな人間のやることじゃないっていうことぐらいわかりそうなもんじゃないっ！　これ以い上じよう何か騒さわぎ起こすって言うならこっちもお役やく人にん呼よぶわよ！　こんな小さな村だからっていっても領りよう主しゆ様さまからまわってきたお役人くらいいるんだからねっ！　どうすんのっ！」


「……え……ええっと……」


　一いつ気きにまくし立てられて、さすがに気け圧おされ、口ごもっていると、


「そう！　わたしの言こと葉ばに返へん事じなんてできないと思ってんの、それとも本ほん気きにしてないのかしら!?　どっちにしてもまあいいわ！　なら本ほん当とうにお役人呼んでくるだけよっ！」


　一いつ方ぽう的てきにわめき立て、きびすを返すと、ずんずんと立ち去ってゆく。


　あとには、ぽつんっ、といった感じで、とり残のこされたあたしたち──


「……育児って……たいへんなのねー……」


　それが、あたしの正直な感かん想そうだった。


「……いや……『育児は大たい変へん』はいいんだが……」


　ウォルターは、うしろあたまをぽりぽり搔かきつつ、


「逃にげた方がいいんじゃないのか？


　ランチェッタさん、本気で役人呼んでくるぞ。


　お前がここで捕つかまったら、俺のリターン・マッチも中ちゆう途と半はん端ぱで終わることになるし」


「……な……！


　なんであたしが捕まんなくちゃなんないのよっ!?」


「だってなぁ……」


　ウォルターは、砕くだけた天井と、コゲた階段を目で指さして、


「ちゃんと、『呪文をぶっ放しました』って証しよう拠こが残ってるし……」


「それはっ……！


　あんたが犯罪組織なんてやってるから、それを叩たたきつぶすために……！」


「──ふっ。俺が役人に『彼女の言う通り、実はうちは犯罪組織です』などと言うとでも思っているのか？


　この場所に本部を構かまえ、今まで衆しゆう人じんの目を欺あざむいてきたその労ろう力りよくをなにゆえフイにせねばならんのだ？


　つまり、だ。


　ここに役人が来たら、俺はこう言わざるをえんのだ。


『あの女が勝手にやった。俺はこんな奴やつのことなんか知らない』ってな。


　となれば──わかるよな？　役人にとっ捕つかまるのが誰か？」


「……む……むぅっ……！」


　たしかに彼の言う通り、役人が来ればあたしが不ふ利り。まさか役人をどつき倒たおすわけにもいかない以上、やはりこの場は、あたしが退しりぞくよりほかに手はない、か……


「わかったわっ！


　この場はこっちがおとなしく退いてあげるわっ！


　けど次に出会った時が、あんたたちの最さい期ごよっ！　いいわねっ！」


　言ってあたしは、ばさりっとマントをひるがえし、その場をあとにしたのだった。


　──これって思いっきし、悪あく人にんの役回りだけど──


　などと内ない心しん思いつつ。





「……ったく……ほんっと、えらい目にあったわねー……」


　さきほど立ち寄った流は行やらぬ酒場で、ジュースを飲んでひと息ついて。


　あたしは一人、つぶやいたのだった。


「──どうしたね？　お目め当あての所には行けたかい？」


　そう聞いてくる店のおっちゃんに、あたしはため息いきついてから、


「……まーね……


　行くには行けたけど……」


　皆まで言わぬそのうちに。


　どんっ！


　店の扉とびらが派は手でな音立て開いたそこには、昼ひるの陽ひを背せに、二つの影かげが佇たたずんでいた。


「あの女ですっ！　ウォルターさんちで攻こう撃げき呪じゆ文もんぶっ放したのはっ！」


「ぬうっ！　貴き様さまがテロリストかっ!?」





　ぶびゃうっ！





　盛せい大だいに、思わずジュースを吹き出すあたし。


　ラ……ランチェッタさんと役人その一！
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「テ……テロリストって……！」


「なんじゃとぉぉぉぉぉっ！」


　あたしが抗こう議ぎの声を上げるより先に。


　大声で絶ぜつ叫きようしたのは店のおやじさん。


「そう言えばこの娘、さきほどここに来て、ウォルターさんとこの場ば所しよを聞いたぞ！」


「まあっ！　やっぱりっ！」


「計けい画かく的てき犯はん行こうだな！　貴様っ！」


「……ちょ……ちょっと待てぃっ！」


　あわてて腰こしを浮うかすあたしに──


「神しん妙みようにしろっ！」


　叫さけんで役人が飛びかかる！


　しかしあたしも、魔道士にして戦せん士しを自じ称しようする者。実じつ戦せん経けい験けんもない役人のタックルごとき、かわすことなど造ぞう作さもない。


　ひょいっ、とあっさり身をかわし──





　ごぎり。





　役人は、自分でテーブルに突つっ込こんで、頭を打つとずりずりその場に倒れ伏ふす。


　そして上がるは、ランチェッタさんの悲ひ鳴めい。


「人殺しぃぃぃっ！」


「こ……！　この娘、なんということを！」


「なんにもやってないでしょーがっ！　あたしはっ！」


「……ふっふっふっ……言いい訳わけは牢ろうの中ででもやってもらおうか……」


　ゆっくりと。


　ふたたびその身みを起おこし、役人は、殺さつ意いさえこもったまなざしをこちらに向ける。


「おおっ！　生きておったかっ！」


「さすがねっ！　さあ早くあの娘を！」


「言われるまでもありませんっ！」


　吠ほえて役人は、またまたタックルかけてくる。


「話聞けぇぇぇっ！」


「問答無用っ！」


　かわして叫ぶあたしの声に、迷まよわず応こたえて三度目の攻撃。


　えーいっ！　ここはこーなったら逃げるしかっ！


　三度目のタックルをあっさりかわし、あたしは店の外へと飛び出た。


「逃がすかぁぁぁっ！」


　すかさず追ってくるお役人。


「待ちやがれこのテロリスト！」


「おとなしくつかまりなさいっ！」


　──プラス二名。


　待てあんたらっ！


「なにぃっ!?」


「テロリスト!?」


「なんだなんだっ!?」


「ウォルターさんちが襲おそわれたってよ！」


「ふてぇ奴だ！　ぶっちめてやれ！」


　通りすがりに騒さわぎはどんどん拡かく大だいし、ふと気がつくと、十人以上の村人が、後ろを追おって駆かけてくる！


　どひぃぃぃぃっ！


　こりはゆーちょーに、走り回ってる場合ではないっ！


　あたしはいそぎ、口の中で呪文を唱となえ──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　ずびゅんっ！


　高こう速そく飛ひ行こうの術を使い、ようやっと、村人たちをふり切ったのだった──





　夜の山は、虫たちの声にあふれていた。


　──結けつ局きよくのところ──


　なんとか村人たちをふりきったあたしは、こうして、近くの山の中へと潜せん伏ぷくしたのだった。


　むろん、もうウォルターのことなんぞすっぱり忘れ、とっととこの村を離はなれる、というのが、一番合ごう理り的てきなやりかただということはわかっている。


　わかってはいるのだが──


　あれだけの目にあわされて、黙だまって引き下がるわけにはいかないっ！　ウォルターにやられたわけじゃあないけれどっ！


　かくてあたしはここに身を潜ひそめ、反はん撃げきの策さくを練ねっているのだが──


　どうやらあまり時じ間かんはないようである。


　ここから村を眺ながめてみれば、山に生おい茂しげる木々の間に、ちらほらと、たいまつの明あかりが瞬またたいている。


　──そう。山やま狩がりである。


　まず間ま違ちがいなく標ひよう的てきは──ほかでもないこのあたし。


　……ったく……あの程てい度どの事じ件けんで山狩りなんぞとおーげさな……娯ご楽らくの少すくない田舎いなかの村はこれだから……


　──って、山狩りが娯楽かどうかはさておいて。


　ともあれ地の利は向こうにある。もしも見つけられたらどうするか。


　──うーむ……こーなれば、いっそ村人もろとも……


　──はっ！　まづいっ！　追いつめられているせいか、思し考こうパターンまで悪役化してるぞあたしっ！


　などと考えている間にも、たいまつの明りのいくつかは、確かく実じつに、こっちの方に近づきつつあった。


　……さてはて、一体どーすれば……


　思ったその時！


「ほーっほっほっほ！　ついに見つけたわよテロリストっ！


　おとなしく観かん念ねんしなさいっ！」


　いきなり背はい後ごに出しゆつ現げんした気け配はいと、上がった、ききおぼえのあるバカ笑いに、あたしは思わず眉み間けんにシワ寄よせたのだった！







（遠き日の決着：つづくっ！）
















　次回予告





　ついにどこかの誰だれかに発見されたリナ＝インバース！　彼女に逃のがれる手はあるか!?


　村人たちの誤ご解かいははたして解とけるのか!?


　ついでに、どーでもいーことだが、後こう半はんウォルターの出番はあるのか!?


　よく考えたらその横よこにいた魔ま道どう士しなんぞ、今回名前も出てないぞ！　設せつ定てい段だん階かいではあったのにっ！


　そもそももともとこの話、当とう初しよの予よ定ていでは、幼おさななじみネタではなかったのかっ!?　すでにどーでもよくなってるけどっ！


　数々の問もん題だいを残しつつ、『遠き日の決着』（後編）待て！　次回！




遠き日の決着［後編］













　あらすじ





　リナとは過か去こに浅あさからぬ因いん縁ねんを持もつ一人の男、その名はウォルター＝ハイランド！


　ウォルターは、犯はん罪ざい組そ織しきを結けつ成せいし、リナに挑ちよう戦せん状じようをたたきつける！


　その挑戦に応おうじて、組織本部におもむくリナだったが、ウォルターの正しよう体たいを知らぬ村人たちに誤ご解かいされ、逆ぎやくに追われる身となった！


　山さん中ちゆうに身をひそめたリナに、山やま狩がりのたいまつの火が迫せまる！


　そしてその時！


　背はい後ごに起こった、高たか笑わらいの声の主ぬしは!?







「聞けば罪つみなき村人たちに、問もん答どう無む用ようの悪あく行ぎよう三ざん昧まいっ！


　しかぁぁぁしっ！


　あなたの悪行もここまでよっ！


　この村に、たまたまこのわたし、白蛇サーペントのナーガがいあわせたことが……」


「ぃやかましい。」





　めぢっ！





　相あい手てのことばを皆みなまで言わせず。


　あたしの放はなった必ひつ殺さつ技わざ、接せつ近きん戦せん用隕石落としメテオストライク（投とう石せきと呼んでる地方もあるが）が、声の主──ナーガの顔面を直ちよく撃げきした！


「ぎぶっ!?」


　呻うめいてのけぞり──わずか一いつ拍ぱくの間まを置いて、復ふつ活かつした彼女は顔を上げ、


「──ちょっと!?　いきなりなんてことするのよっ!?


　どこかの胸むねの小さい魔ま道どう士しじゃあるまいし……って……


　あなたリナじゃない！」
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　文もん句く言うだけ言いまくってから、ようやくあたしが誰だれかに気づいたのは、自じ称しようあたしのライバルこと、公こう序じよ良りよう俗ぞくの天てん敵てき魔道士、言わずと知れた白蛇サーペントのナーガ！


「……ったく！　毎まい度ど毎度脈みやく絡らくもなくいきなし出しゆつ現げんして！


　で？　今回は何？　メシ屋で食くい逃にげしたかわりにタダ働ばたらきさせられてんの？　それともいき倒だおれたところを助たすけてもらった恩おん返がえしか何か？」


　つめたく言い放はなつあたしに、しかしナーガは大きく胸を張はり、


「ほーっほっほっほ！　まだまだ読みが浅あさいわね！　リナ＝インバースっ！


　あなたのあとをこっそり尾つけて、すべての事じ情じようを理り解かいした上で、山やま狩がりに参さん加かしてるに決まってるでしょ！」


「単なるいやがらせかぁぁぁぁっ!?」


　めぎっ！


「うぶっ!?」


　必殺技の二発目が、ふたたびナーガのどたまにめり込む。


「ちょっとリナ！　さっきからぽんぽんぽんぽん石投げつけて！　痛いたいじゃないの！」


「どやかましいっ！　事情を全部理解してる、ってぇのなら、村のひとたちの誤ご解かいを解とくとかなんとかしなさいよっ！」


　叫さけぶあたしに、彼女は小さく眉まゆをひそめ、


「……誤解？


　ふっ！　何を言ってるのかしら？


　あなたが村の葬そう儀ぎ屋やさんに押し入って、攻こう撃げき呪じゆ文もんを放ったのはまぎれもない事じ実じつ！」


「……葬儀屋さん……って……


　まー確たしかにそんなかんじの名前だけど……


　真夜中の鎮魂歌ミツドナイト・レクイエムって……


　けどナーガ、知ってる？　あれは単に表おもて向むきの顔で、実はあそこ、犯はん罪ざい組そ織しきの本ほん拠きよ地ちだ、ってこと」


「ほーっほっほっほ！　笑わせてくれるわねリナ＝インバースっ！


　ちょっと自分が不ふ利りな状じよう況きようになったからといって、相手を犯罪者呼ばわりして逃のがれようとは！」


　……ってこいつ……『事情は全部理解した』とか言いながら、実はやっぱり理解してないし……


「……あのねぇ……ナーガ……」


「ふっ！　問もん答どう無む用ようよっ！」


「じゃ、問答無用で爆裂陣メガ・ブランド」





　づどぉぉぉんっ！





「らきゃぁぁぁぁぁぁっ!?」


　悲ひ鳴めいを爆ばく音おんに混まぜながら、吹ふっ飛とんだナーガは、木の幹みきに、ぺちんっ。と叩たたきつけられて──


　ずりずり地面に落ちたあと、すぐさま、しゃきぃぃぃっ！　と復活する。


「ちょっとリナ！　ひとのことばを額がく面めん通どおりに受け取らないでよっ！


　ここは普ふ通つう、あなたがそれでも説せつ得とくを試こころみて、わたしに一方的にやられる、っていうシーンでしょ!?」


「ンな『ふつう』があるかっ！　氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」


　ききききききききぃぃぃん！


　あたしの放った冷れい気き呪文が、ナーガの全身を凍こおりつかせた。


　おーし。これでとりあえず、うっとーしいのは沈ちん黙もくさせた。最近とみに速くなってきた、ナーガの復活速そく度どでも、氷でその身を封ふうじられてはどーにもなるまい。


　さて。なら次は──


　あたしは村の方に目をやって──


「げ。」


　思わず小さく声を上げていた。


　山狩りのたいまつの炎ほのおが続ぞく々ぞくと、こちらに向かって集あつまりつつあるのを目まのあたりにして。


　……う……うーむ……そーいえば、今の攻撃呪文は、ちょっぴし派は手でな音立ててたかもしんない……。


　しかしこーなれば、残る手しゆ段だんはただ一つ！


　すなわち！　村人たちが山狩りやっている間に、人が少なくなった村にこっちから乗り込んで、ウォルターの組織一気にぶっ潰つぶしてからとっとと逃げるっ！


　これしかないっ！


　そうと決まれば即そく実行！　あたしは口の中で呪文を唱となえ──


「翔封界レイ・ウイング！」


　高こう速そく飛ひ行こうの術じゆつを使って、夜の空へと舞まい上がったのだった。





　小さな村は、山あいに沈しずむ闇やみの中に、くろぐろと佇たたずんでいた。


　村をつき抜ぬける街かい道どうの、出入り口にかがり火が焚たかれているが、明りらしい明りといえば、その程てい度ど。


　あとはせいぜい、民みん家かの窓まどの奥おくから漏もれる、かすかなランプの灯あかりのみ。


　そして、あたしの予よ想そう通り──


　村の男たちは、ほとんど総そう出でで山狩りに行っているらしく、通りには人の姿すがたも見当たらない。


　おーしっ！　ならばさくさく計画実行っ！


　あたしは大きな通りを避さけつつ、『真夜中の鎮魂歌ミツドナイト・レクイエム』の方に向かって歩あゆみを進すすめた。


　むろん、ウォルターたちも山狩りに出ている、という可か能のう性せいもあるのだが、それならそれで、おたからだけいただいて退たい却きやくし、当人への直ちよく接せつ報ほう復ふくはまた後ご日じつ、とすればいいだけの話である。


　昼ひる間まも通とおった同じ道を、足音を殺ころして進みゆき、門のところへとたどり着く。


　建たて物ものの様よう子すをうかがえば、窓から光も漏もれてはおらず、無人のごとく静しずまりかえっていた。


　──もっとも、本当に無人かどうかは、入ってみないとわからないが。


　ともあれ行ってみるしかない。あたしは一歩、踏ふみ出して──


「──!?」


　刹せつ那な。


　背はい後ごに閃ひらめくすさまじい殺さつ気きに、反はん射しや的てきに大きく前に跳とぶ！


　ぶんっ！


　同時に何かが夜気を薙なぎ、頭の後ろをかすめて過すぎた！


　待まち伏ぶせかっ!?


　間合いを取ってふり向いて──あたしはその場に硬こう直ちよくした。


　──それは、あたしの知った顔だった。


「やぁぁぁっぱり来たわね！　あんたっ！」


　かつっ！


　物もの干ほし竿ざおで大地を叩たたき、言い放ったのはほかでもない、昼間あたしをテロリスト呼ばわりしはじめた張ちよう本ほん人にん、最近育いく児じで疲つかれ気ぎ味みの、近所の奥おくさんランチェッタ！


「……な……なんでっ……!?」


　さすがにうろたえ、問とうあたしに、彼女は小さく鼻はなで笑わらって、


「なんであんたがここに来るのがわかったのか、って？　怪あやしい術を使う魔ま法ほう使つかいがいつでもどこにでも現あらわれる、なんていう話は、死んだおばあちゃんから聞いてちゃんと知ってるのよっ！　山やま狩がりに行く男たちに言っても誰だれも信じてくれなかったけどっ！


　馬ば鹿かな男たちは騙だませても、『育児ノイローゼのランチェッタ』と呼ばれたこのわたしは騙せないわよっ！」


「……呼ばれとんのか……そんなふーに……


　てゆーか、病びよう院いん行って診みてもらえ。それは」
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「なんですってぇぇぇっ！　あんたもわたしを馬鹿にするのっ!?」


「いやそーじゃなくてっ！　ただなんつーか、だいじょーぶかなー、って……」


　あわててフォローするあたしの言こと葉ばに、彼女は小さくくすくす笑いつつ、


「……あんた……うちの姑しゆうとめと同じこと言うのねぇ……」


　どひぃぃぃぃっ！　あたし子供だからよくわかんないけど、なんかひたすらヤバいよーな気がするぅぅぅぅっ！


　なんかイヤだぞこーゆータイプっ！


　相手はシロートのおばちゃん一人とはいえど、あたしはなんだか精せい神しん的てきに圧あつ倒とうされまくっていた。


「ともかくっ！」


　彼女は手にした物干し竿ざおのその先で、びしっ！　とまっすぐあたしを指さして、


「ここであんたをやっつけて、旦那だんなや姑にも、わたしが正しいんだ、ってこと思い知らせてやるのよっ！


　行くよっ！」


　言うやいなや、竹竿を槍やりのように構かまえて突つっ込んで来た！


「どわわわっ!?」


　ひゅっ！　ひゅっ！　ひゅっ！


　風を貫つらぬく切っ先から、あたしはあわてて身をかわす。


　あくまでシロウトの突きなのだが──その切っ先にこもりまくった、あたしの知らない何かに対する殺気のよーなモノが、その攻こう撃げきをあなどれないものとしていた。


　しかしあたしとしても、こんなところで時間を食っているわけにはいかない。時がたてば異い変へんに気づき、ほかの村人たちも集まってくるだろう。


　悪いがとっとと決け着りつけて、先に進むのみっ！


　あたしは口の中で呪文を唱となえ──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　至し近きん距きよ離りから放たれた、十数本の冷気の矢が、ランチェッタに迫せまる！


　しかし！


「甘あまいっ！」


　彼女の左手が後ろにまわり、そこから引き出された白い何かが闇やみ夜よを裂さいて、あたしが放った冷気の矢、そのことごとくをうち払はらった！


　──あれは──！


「……お……おむつだし……」


　思わず倒れ込みそうになるのを、あたしはすんでのところで踏ふみとどまった。


　彼女は、にまりっ、と笑みを浮かべて、


「こんな術なんて、姑のイビりと育児に比くらべたらなんでもないわっ！」


　……なんか……実はツラいんだね……いろいろと……


　だからといって、あたしもここで敗やぶれるわけにはいかないっ！


　あたしは、剣けんを鞘さやにおさめたままで手にとって、


「なら、こっちも本気で行くわよっ！」


「のぞむところっ！」


　吠ほえて駆かけ出すランチェッタ！


　右手に竹竿、左手におむつ！　竹竿の一撃をかわしてふところに飛び込んでも、左手のおむつが待っている。布とはいえど、今の彼女がうまく使えば、あたしの剣をからめ取るくらいの役には立つだろう。


　ならば──


　びぅんっ！


　耳もとで風が唸うなりを上げた。


　くり出されたランチェッタの竹竿を、あたしが紙かみ一ひと重えでかわしたのだ。


　そのままふところに飛び込んで──


　予よ想そう通り、おしめを握にぎった彼女の左手が動こうとした、その刹那！


「あ。赤ちゃんの泣なき声」


「なっ!?」


　あたしのことばに、彼女があさっての方を向いた瞬しゆん間かん。


　ごげ。


　ふり下ろした剣の鞘が、彼女のうしろあたまを直ちよく撃げきした！


「……あんた……鬼おに……か……」


　──それが──


　倒れる直前、ランチェッタが最さい期ごに発はつしたことばだった。


　……ふぅ……実みのりのない戦たたかいだった……


　ともあれこの場はこれで解かい決けつっ！


　あたしはマントをひるがえし、倒れた彼女に背を向けて、『真夜中の鎮魂歌ミツドナイト・レクイエム』の正しよう面めん玄げん関かんに向かって歩あゆみを進めたのだった──





　──っきんっ！


　闇の中に、小さな小さな金きん属ぞく音おん。


　それは、あたしが手にした針はり金がねが、玄関のカギを開けた音だった。


　……きぃっ……


　かすかにきしんだ音を立て、玄関の扉とびらを押し開ける。


　その中にわだかまるのは、ただ闇やみばかり。


　開いた扉のすき間から、光なきその空間に、あたしは、するりっ、と身をすべらせた。


「──明りよライテイング」


　光こう量りようをおさえ、かわりに持じ続ぞく時じ間かんを長くした魔ま力りよくの明りを唱となえ、生み出す。


　鬼おに火びにも似にた薄うす明あかりに照てらし出されるのは、まっ白い壁かべと天てん井じようだけ。


　ざっと見たところで人の姿はないが──


　間違いなく、誰だれかがどこかに潜ひそんでいる。


　外から見た時にはわからなかったが、こうして中に入ってみれば、その気け配はいがたしかに感じられた。


　ならばまずは、そのあたりを警けい戒かいしながら、おたから物ぶつ色しよく、である。


　えてして小こ悪あく党とうとゆー奴やつは、高いところに自じ室しつを置おいて、おたからも自分の手もとに置きたがるもんである。


　よって探さがすは、二階の奥。


　ロビーから上へと続く階かい段だんを、足音を忍しのばせ、のぼってゆく。


　のぼったそこには、まっすぐ奥へと続く廊ろう下か。その先は、闇に呑のまれてよく見えない。


　……ふぅむ……


　あたしは生み出した魔力の明りを、廊下の奥へと解とき放はなった。


　明りはふよふよ宙ちゆうを漂ただよって、廊下の両りよう側がわに並ぶドアを照らし出し、そのままさらに奥へと向かい──


　瞬しゆん間かん。


　どばたんっ！


『ぅおるぁぁぁぁぁッ！』


　両側の扉が開くと、そこから飛び出した、五、六人ほどの男たちが、手に手に武ぶ器きをふりかざし、光に向かってダッシュする！


　──あ。やっぱし。


　入り口で無人に見せかけ、油ゆ断だんさせ、この場所で後ろをつく、という戦せん法ぽうのつもりだったのだろうが──基き本ほん的てきといえばあまりにも基本的。


　こちらはンなこと予よ想そう済ずみ。ゆえに照しよう明めいとおとりを兼かねて、明りを先に放ったのだ。


　明りの下に人の姿がないのを悟さとり、足を止めた男たちの背中に向かって──


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザー！」


　どんっ！


『ぐああああっ!?』


　あたしが放った、蒼あおい光の衝しよう撃げき波はが、男たちをあっさりなぎ倒し、失しつ神しんさせた。


　ふっ。たあいもない。


　開いたままの扉の向こうには、もう人の気配はない。


　そしてあたしの放った光は、廊下のつき当たり──


　一枚の扉にはりついた。


　おそらくここが奴の部へ屋や。


　あたしは中の気配をうかがってから──


　だんっ！


　一気に扉を開け放つ！


　開けたとたんに相手の攻こう撃げきが来るか──とも思ったが、どうやらその様よう子すもない。


「──来たか……」


　かわりに、闇の奥から聞こえた声は、ウォルター＝ハイランドのものだった。


「来てあげたわよ。あんたがコワがって出てこないから」


　あたしのことばに応こたえるかのように、闇の奥に、オレンジ色の小さな明りが生まれ出た。


　魔力の明りではない。ランプの芯しんに灯ともった、小さな炎ほのおの色──


　そのランプを手にしているのは、黒いフードを目ま深ぶかにかぶり、黒ローブで全身を包つつんだ魔道士姿。


　昼間、ウォルターといっしょにいた奴である。


　そしてそのそばに傲ごう然ぜんと佇たたずむのは、言うまでもない。この屋や敷しきの主あるじにして、犯はん罪ざい組そ織しき『真夜中の鎮魂歌ミツドナイト・レクイエム』の支し配はい者しや、ウォルター＝ハイランド！


「しかし、よくわかったな。俺おれがここにいるということが。


　山狩りに参さん加かしているかもしれない、とは思わなかったのか？」


「参加してたらしてたで、まずはここをたたき潰つぶせばいい。


　そう思っただけの話よ。


　とはいえ──


　ここでこうして出会った以上、昔のキャンディ取られた恨うらみと、ツボ壊こわされた恨みとテロリストの濡ぬれ衣ぎぬ着せられた恨み！


　ぜーんぶまとめて倍返しよっ！」


「やかましいっ！　こっちこそ、昔に受けた屈くつ辱じよくの数々を晴はらしてやるっ！


　行けぃっ！　モルグ！」


　ウォルターの声に、かたわらにいた魔道士が、ずいっ、と一歩、前に出る。


「よく聞けぃ。小こ娘むすめ」


　ランプを片手に、モルグと呼ばれた男は、かすれたような声で言う。


「我わが名はモルグ。


　あまたの知ち識しきに精せい通つうし、あらゆる魔道の術を使いこなす者──


　あまりの力の大きさゆえ、軽々しゅう魔道を操あやつることはせぬが、我われがひとたび魔道の力をふるうなら、そのあとに立っておるものは一人とておるまいぞ……


　……くっくっくっくっ……」


　言ってふくみ笑いをするのに、あたしは、ぽりぽり頰ほおを搔かきながら、


「……ふーん……


　なら、やってみたら？」
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　あっさり言い放つのに、彼はしばし沈ちん黙もくし──


　やおら、くるりっ、とウォルターの方に向きなおり、


「……っていう触ふれ込みで雇やとってもらいましたが、すんません。あれ噓うそです」


「なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　いきなり正しよう直じきな告こく白はくに、ウォルターは、やたらとデカい声を上げた。


　おどろくほどのことではない。モルグが本当は魔道士じゃない、ということなど、あたしはとっくに気づいていた。


　理り由ゆうは簡かん単たん。こいつがランプを使っていたからである。


　ごく簡単な明りライテイングの魔法も使わずに、わざわざランプを使う魔道士なんぞ、いるわけはない。


　ならばこいつはただ単に、魔道士の格かつ好こうをしているだけの、簡単な魔法さえ使えない人間だということになる。


　……ウォルターは、ぜんぜん気づいてなかったみたいだけど……


「ちょっと待てぃっ！　今ここでいきなりンなこと言われてもっ！


　とゆーか、なんだってお前なんでそんなウソをっ!?」


「……いや……前はある商家に勤つとめてたんですけど、そこが潰つぶれちゃいまして……


　なかなか次の就しゆう職しよく先さきが決まらなかったんでついつい噓を……」


　もはや完全に口く調ちようもヒクツになりまくるモルグ。


「『ついつい噓を』ぢゃねえぇぇぇぇっ！


　ともあれこうなった以上、魔道が使えようが使えまいが関かん係けいねえっ！


　リナ＝インバースを倒たおせ！　モルグっ！」


「えぇええっ！　無む理りですよ！」


「無理でもやれぃっ！」


「でも、こんな見み境さかいなしに呪じゆ文もんぶっ放すような奴やつ相手ぎゅ。」


「やかましいっ！」


　セリフ途と中ちゆうに後ろから、問もん答どう無む用ようの蹴とび蹴げりで、あたしはとりあえずモルグを沈ちん黙もくさせた。


　ふっ。たあいもない。


　あたしは残るウォルターを、正面きってにらみつけ、


「──で？　ほかに手て駒ごまがいないなら、そろそろ観かん念ねんしてもらわなくちゃあならないんだけど？」


「……くっ……！」


　ウォルターは呻うめいて一歩、後ろに退すさり──


「──ほーっほっほっほ！


　見つけたわよ！　リナ＝インバースっ！」


「……どうやら……まだ終わりじゃあないみたいだな……」


　あたしの後ろからわき起こったその声に、ウォルターは、ふたたび笑みを浮かべたのだった。





「氷の矢フリーズ・アロー！」


　後ろに聞こえたその声を合あい図ずにあたしは横に跳ぶ。


　飛び来た冷れい気きの矢やの群むれは、あたしの傍かたわらを通り過ぎ、ウォルター目がけてつき進む！


「うわわわわわわわわっ!?」


　こきききききききぃぃぃんっ！


　一いち撃げきは、あわててなんとか身をかわしたウォルターの、背はい後ごの壁かべにぶちあたり、氷と変じてはりついた。


　横へと跳んだあたしの方は、着ちやく地ちと同時にふり向きざまに──


「炎の矢フレア・アロー！」


　解とき放はなたれた炎の群れは、戸口に佇たたずむ黒い影かげ目ざしてまっすぐつき進み──


　だんっ！


　刹せつ那な。ふたたび扉が閉とざされた。


　なるほど。扉をバリアがわりにする、というわけか。


　そしてふたたび扉が開き──


「ふっ！　甘いわねっ！　そんな攻こう撃げきがこのわたしに通用するとでも思ってるのっ!?


　ほーっほっほっほ！」


　扉の陰かげから現あらわれた人物──白蛇サーペントのナーガは、朗ろう々ろうたる高たか笑わらいを上げたのだった。


　体のあちこちを、ぴすぴすコゲつかせながら。


　……扉閉しめるタイミング間ま違ちがったな……こいつ……


　ま……通用してない、ってことに関かんしては、たしかにナーガの言うとおりだけど……


「山の中では油ゆ断だんしていてやられたけれど、今度はそうはいかないわよっ！


　振動弾ダム・ブラスっ！」





　ごがぁぁぁんっ！





「やかましいっ！　今度こそ二度としゃしゃり出てこないよーにしてあげるわっ！


　地雷破ダグ・ウエイブっ！」





　どぉぉぉぉんっ！





「ふっ！　できるものならやってみなさい！　炎の矢フレア・アロー！」





　きゅどごごごごっ！





　めらめらぼうぼう。


　あたりの壁がぶち砕くだけ、家か具ぐ・調ちよう度ど品ひんが炎えん上じようする。


「こら待てお前らぁぁぁっ！　こんなところで戦たたかうなっ！　うちが壊こわれるっ！


　やるなら外でやれ外でっ！」


『やかましい。』


　どがすっ！


　何やら抗こう議ぎの声など上げるウォルターを、ダブル・キックで黙だまらせて、あたしとナーガ、二人は正面きってにらみあう。


　たしかに今の攻撃呪文の応おう酬しゆうで、壁にヒビ入ったり穴があいたりしているが、それはささいな問もん題だいである。


　あたしは、口の中で呪文を唱となえつつ、ナーガとの間合いを取り──


「──出てこいテロリスト！」


「ここにいるのはわかってるんだぞっ」


「観かん念ねんしやがれ！」


　いくつもの声が聞こえてきたのは、まさにその時のことだった。


　──これは──!?


「……く……くっくっくっくっ……」


　その声を耳にして、小さく笑いを漏もらしつつ、ゆらりっ、と、ウォルターがその場に立ち上がった。


「……これでお前も終わりだな。


　……どうやら……山やま狩がりに行っていた村の連中が戻ってきたようだからな……」


「──なんで村のひとたちが帰って──」


　言いかけて──


　あたしは、はっ！　と、あることに気づく。


　ぎぎぎぎぎぃっ、と首を回して、ナーガの方に視し線せんを送り、


「……ナーガ……まさかあんた……


　山で復ふつ活かつしてここに向かう時に、高笑い上げながら突っ走って来た……とか……そーゆーことしてないでしょーね……？」


「ふっ！　まさか、それが悪いとか言うつもりじゃないでしょうねっ!?」


「やっぱりやったんかあんたはぁぁぁっ！」


　めぎゃっ！


　叫さけびつつ、あたしは手近にあった花びんをナーガのどたまに投げつけた。


　変なかっこうした女魔道士が、バカ笑い上げつつダッシュしていれば、誰だって、何事かと思ってついて来る。


　ウォルターは、あたしたちが呪文の応酬で開けた壁の穴から顔を出し、


「賊ぞくはここにいるぞぉぉぉっ！　助たすけてくれぇぇぇっ！」


「こらっ！　そこの犯はん罪ざい組そ織しきのボスっ！　村人に助け求めないっ！」


「ふっ！　甘いなっ！　手しゆ段だんを選ばないことこそが、犯罪者たるゆえんっ！」


「……まー確かにそーだけど……プライドっつーもんは……？


　てゆーか、たとえあたしが村のひとたちにフクロにされたとして……


　それであんたの、『あたしを越こえる』って目もく的てき、達たつ成せいされるわけ？」


　──ぴくっ。


　あたしの発した素そ朴ぼくな疑ぎ問もんに、小さく全身をふるわせて、しばし硬こう直ちよくした後に──


「──いや、そこはそれ、何というか……


　俺の口先やら村人からの信しん頼らいやらでお前を倒す、ってことなら、グローバルな視し点てんでものを見た場合、俺がお前を倒した、と定てい義ぎしても、それをあながち間違いと断だん定ていすることはできないんじゃないかな、と思うんだが」


　自分を納なつ得とくさせるかのように、言って何度もこくこくうなずく。


　……うーむ……やはり当初の目的忘わすれてたな……こいつ……


　しかし問題は──


　こいつが当初の目的忘れてよーがどーしよーが、あたしの置かれた状じよう況きようが、変わったわけではない、ということである。


「──ちょっとリナ、みんな妙みように殺さつ気き立ってるわよ」


　壁の穴から外の様よう子すをうかがって、言ったナーガのことばに誘さそわれ、あたしも手近な壁の穴から眺ながめてみれば──


　たいまつ片手にかざした人が、敷しき地ちにびっしり詰つまってるっ！


　どひぃぃぃぃぃっ！


　こりはさすがに、なんだかちょっぴしヤバいかもしんないっ！　まさか村人ことごとくを、術でぶっ飛ばすわけにもいかないしっ！


　ここはもう、あたしはテロリストなどでなく、ウォルターこそが悪人だということを、みんなに知らせるより他ほかにテはないっ！


　しかし、ただ『ほんとに悪いのはウォルターだ』などと叫さけんでみたところで、村人たちがそれを信じてくれるはずもない。


　彼がこの村で悪あく事じを働いていない以上、証しよう拠こを探さがしてつきつける、ということもできなさそうだし……


　──いや！　テはあるっ！


「黒魔波動ブラスト・ウエイブっ！」





　ごがぁぁぁんっ！





　壁に手をつき呪じゆ文もんぶちかまし、壁のほぼ一面全部をぶち砕くだく。これで外からこちらも見えるはず。


　そしてあたしは、いならぶ村人たちに向かって、大きな声で呼びかけた。


「みんな！　聞いて！」


　……ざわ……


　一いつ瞬しゆんざわつき──静まりかえる村人たち。


「知らないの!?　本当にあなたたちの暮くらしをおびやかすのが誰なのか!?」


　……ざわりっ……


　あたしのことばに、またまた一瞬ざわめく村人たち。


「ふつーの人の仮か面めんをつけて、いつもはにこやかフレンドリー。


　しかしその実体は。


　犯はん罪ざい結けつ社しや『真夜中の鎮魂歌ミツドナイト・レクイエム』のボス、ウォルター＝ハイランド！　あなたよっ！」


　きっぱりはっきり言い切って、あたしは、びしっ！　とウォルターを指さした！


　だが──


「──っははははははは！」


　あたしのことばに哄こう笑しようを上げたのは、ほかでもない、そのウォルター本人だった。


「笑わせるな！　俺が犯罪組そ織しきのボス？


　いくら自分が追いつめられたからといっても、いいのがれにしては苦くるしすぎるな！」


「──そうだそうだ！」


「ウォルターさんが悪人のはずはねぇっ！」


「当番のドブさらいもきっちりやってくれてるし……」


「この前なんか、あたしのかわりに、一日中草むしりしてくれたのよっ！」


　彼のことばに、村人たちの間から、口々にウォルター擁よう護ごの声が上がる。


　……うーむ……実はこいつ、けっこーじみちにマジメなひとのふりしてたのかー……


　しかしっ！


「証しよう人にんがいるわっ！」


　言ってあたしは、部屋の中ちゆう央おうに倒たおれたモルグを引きずり起こし、みんなから見えるところに連れてゆく。


　ゆさゆさゆすって目を覚さまさせて、


「さあっ！　言ってもらいましょうかっ！


　ウォルターが、ほんとはどーゆー人間なのかをっ！


　──魔道士だ、なんてウソついていたあんたが、このあとウォルターにどんな目にあわされるか、そのあたりのことをよーく考えた上で、ね！」


「しゃべるなよ！　モルグ！」


　あたしにつられて大きな声で、あわててクギを刺さすウォルター。


　──ふっ。おろかな。


「──ほぉぉぉぉぉぉぉぉぉう」


　あたしは、びっ！　と一本、指を立て、村人たちに向かって、


「さてここで問題ですっ！


『しゃべるなよモルグ』とウォルターは言いました！　なぜしゃべられるとマズいんでしょーかっ!?」


　……ざわっ……！


　あたしの問いに、村人たちがざわついた。


「──そ──それは──！」


　ウォルターはしばし考えて、


「……ほ……ほら！　俺って恥はずかしがり屋さんだから、自分のことをいろいろ話されるのは苦にが手てで……」


「うそつけぇぇぇっ！　ンな言いい訳わけが通用するかぁぁぁっ！」


　村人のざわめきがさらに大きさを増ます。


「ち……違うっ！　誤ご解かいだっ！


　俺は罪つみもない一いつ般ぱん市し民みんなんだっ！


　……だ……第一っ！」


　ウォルターは、あたしを真まっ向こうから指さして、


「お前は俺を犯罪組織のボス呼ばわりしているけど、俺が一体どんな犯罪をやった、っていうんだっ!?


　具ぐ体たい的てきに言ってみろ具体的にっ！」


　……うっ……！


　言われて今度はあたしの方がことばに詰つまった。


　たしかに彼は、『犯罪組織をつくった』とは言ったが、その組織でどんなことをやったか、まではあたしは知らない。


　あたしが一瞬ひるんだスキを逃のがさずに、ウォルターは、ここぞとばかりに言いつのる。


「俺が犯罪組織のボスだなんて、そんなデマだか冗じよう談だんだかを信じて、なぐり込みかけたのか!?


　ひとの家にいきなり上がり込んで攻こう撃げき呪文ぶっ放すような真ま似ねをした以上、当然それなりの証拠ってもんがあるんだろうな!?


　言ってみろよ！　ほら！　俺がどんな犯罪やったのか!?」


「──スミソフ村の馬ば車しや強ごう盗とう。セルドロースシティでの盗とう品ひん売ばい買ばい、メソドの村での営えい利り誘ゆう拐かい──」


　ぴきっ！


　横から聞こえたその声に、ウォルターの動きが凍こおりつく。


「サイラーグでの強盗事じ件けんに、プライアム・シティの組織とのつきあい……


　ほかにもいろいろあったわね」


　言いながら、あたしとウォルターのその間に、歩み出たのは白蛇サーペントのナーガ！


　出たな！　ナーガお得とく意いの情じよう報ほう源げん不ふ明めいのよくわからん知ち識しきっ！
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　なぜンなことを知っているのかよくわからないのだが、この情報が、妙に正せい確かくだったりするのだ。これがまた。


「……き……貴き様さま、なぜそんなことをっ!?」


「ふっ。『真夜中の鎮魂歌ミツドナイト・レクイエム』という名の犯罪組織にちょっと心当たりがあったのよ。


　けど『なぜそんなことを』とは……語かたるに落ちたわねっ！　ほーっほっほっほ！」


「……！　くうっ……!?」


　ウォルターが、あわててあたりに目をやれば、そこには村の人たちの、白い視し線せんが待つばかり。


　彼はあたしの方に向きなおり、ふところからナイフを抜ぬき放はなち、


「……ちぃっ！　ここまでかっ……！


　しかし……俺もただでは死なんっ！」


「タダで死んでね[image: ]　火炎球フアイアー・ボール[image: ]」


　づどぉぉぉぉんっ！


「のぎにゅぅぅぅぅぅぅっ！」


　呪文でまともに吹っ飛ばされて、ウォルターがぽて落ちたのは、その場にいならぶ村人の中。


「お前！　だましてやがったのか！」


「そんな奴やつだとは思わなかったぞっ！」


「あたしの青せい春しゆんを返してぇぇぇっ！」


　そこに、イロイロ口々に叫さけびつつ、村人たちが殺さつ到とうし──


「どにぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」


　ウォルターの二度目の叫びとともに、とりあえず悪は滅ほろびたのだった。





「ふっ！　ブランデーのボトルと子こ羊ひつじのパイ包つつみ焼きを追つい加かよ！　ほーっほっほっほ！」


　大エビの塩しお釜がまバター焼きを、さくさく口に運びつつ、ナーガは店のおばちゃんに、追加のオーダーを頼たのむ。


　事件が解かい決けつしたその翌よく日じつ。


　場所をうつして、とある町の食堂でのことである。


「……ちょっとナーガ……


　たしかに『オゴる』って言ったけど……


　あんましメチャな頼み方すると、そのことば、取り消すわよ。


　今回あたしも収入なかったんだし……」


「ふっ！　狭せまいわねリナ！


　このわたしのフォローがなかったら、牢ろう屋やに入れられていたのは、ひょっとしたらあなたの方だったかもしれないのよ。


　そう考えたらこれくらいのこと、安いものと思ってもらわないとねっ！　ほーっほっほっほ！」


「……いやまあ……たしかにそーだけど……」


　結けつ局きよくウォルターはつかまって、無事にあたしの誤ご解かいも解とけ、事じ態たいはほぼ丸くおさまった。


　とはいえ村の人たちがいた手前、ウォルターのアジトをあさって金品没ぼつ収しゆう、というのはできず、結局今回収入なし、である。


　ナーガが言ったことばのおかげで、ウォルターを追いつめることができたのは事じ実じつ。


　ゆえにこそ、お礼にごはんくらいオゴっておかないと、一生恩おんに着せられつづける、とゆーことで、あたしの方から『オゴる』と言ったのは事実だが……


　……って……


「……ちょっと待てナーガ……


　あんた、連中の悪あく事じ、よーく知ってたみたいだけど……


　それじゃあなんで、山の中とかで、あたしに攻こう撃げきしてきたのよ？」


「ふっ。決まってるじゃない」


　ナーガは、ジョッキに入れたブランデーをくびくび呑のみながら、


「あの時まで、連中の悪事のこと、つい忘わすれてたのよ」


「……ほほぉぉぉう……つまり……あんたがもっと早く思い出して、あたしに協きよう力りよくしてれば、もっと話は早かった、ってわけね……」


「ふっ。まあ、そういうものの見方も……」


　言いかけて──


　ナーガはようやく気がついた。


　あたしの瞳ひとみの奥にこもった、殺さつ意いの色に。


　そしてまた。


　今日もナーガは、攻撃呪じゆ文もんで空を飛ぶ。





　めでたくなしめでたくなし。







（遠き日の決着：おしまい）





ホーンテッド・ナイト？［前編］







　がっ！





　闇やみの色さえ塗ぬり替かえて、空に閃ひらめく雷光いかづちが、空気を裂さいて音を立てる。


　どうやらこの近くに落おちたようだった。


　まるで、地上のものすべてにうらみでもあるかのようないきおいで降ふり続ける雨は、いっこうに、止やみそうな気け配はいすら見せていない。


　……こりは……まぢで最悪である。


　──あたしと旅の連れ──もとい。たかり女のナーガの二人が、この山に足を踏ふみ入れたのは、昼を少しまわった頃ころのことだった。


　──気をつけなよ。山の天気は変わりやすいからねぇ──


　昼食の時に立ち寄った、ふもとの村の食しよく堂どうのおばちゃんが、そんなことを言っていた。


　──わかってますって。心しん配ぱいいりませんよ。


　その忠ちゆう告こくを聞き流しながら、てきとーにあいづちを打ったのを思い出す。


　しかし、まさかそのことばを、心の底そこから実じつ感かんするハメになろうとは……


　そもそもは、道の途と中ちゆうで出てきた野や盗とう連れん中ちゆうのせいである。


　攻こう撃げき呪じゆ文もんでぶちのめし、そのねぐらまで案あん内ないさせて、るすばんしてた奴やつ吹ふっ飛ばし、おたからのわけまえのことでナーガともめて、攻撃呪文の応おう酬しゆうをする──


　そんな、定型作業ルーチン・ワークとも言えることをやっているうちに、雨が降り出し、道を見み失うしなったのだった。


　──うひーっ。


　マントで多た少しようは雨をしのぎつつ、雨あま宿やどりできそうな場所を求めて、あたしは一人、雨の山道をさまよい歩いた。


　──そう。一人。


　連れのナーガの方はとゆーと『翔封界レイ・ウイングを使ってたら落らく雷らいに遭あわない』なんぞとゆー、あたしの小こ粋いきなジョークを真まに受けて、さきほどどこか遠くの空で、なんだか直ちよく撃げきを受けていた。


　ま、人生なんてそーゆーもんである。


　そんなどーでもいいことはさておいて。問題なのは雨宿りの場所。


　あたりにむろん木は生はえまくっているのだが、いずれも貧ひん相そうな枝えだ葉はをぽよぽよ生やしているやつばかり。とても雨あめ露つゆがしのげるようなものではない。


　とっととなんとかしないことには、カゼでも引きかねない。


　などと思いつつ、歩あゆみを進めるその矢や先さき。





　ぎがっ！





　空に閃く雷光が、闇やみに一いつ瞬しゆん、巨大な黒い影かげを生み出した。


　──？


　足を止め、あたしはそちらに目をこらす。


　そこには──


　つい今しがたまで気づかなかったが、昏くらい空に溶とけ込むように、大きな一いつ軒けんの屋や敷しきが、雨の中に佇たたずんでいたのだった──
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「すいませーん！　誰だれかいますかー!?」


　ドアノッカーを叩たたきまくり、大きな声で呼よんでみても、屋敷から、誰かの出てくる気配はなかった。


　すべての窓まどには、古びたブラインドが降おりている。もし中に明あかりが灯ともっていたとしても、光は外に漏もれないだろう。


　とはいえその一方で、ここが無人だという可か能のう性せいも高い。


　──山やま深ぶかい中の一軒家。久しく手入れをされている様よう子すもない。こんなところに人が住すんでいるかどうかは、はなはだ怪あやしいところだった。


「すいませーん！」


　……んーむ……どーやら本気で無人かもしんない……


　となれば、雨をひとときしのぐため、攻撃呪文で扉とびらぶち破やぶって中に入っても、あたしはぜんぜん悪くない、とゆーことであるっ！


　たぶんっ！


　よい子はマネしちゃダメだけどっ！


　かくてあたしは、口の中で攻撃呪文を──


　……き……


　扉が小さくきしんだのは、呪文を唱となえかけた、ちょうどその時だった。


　いつの間にか、その向こうに人の気配が出しゆつ現げんしていた。


　……きぃぃぃいぃぃぃぃぃ……


　ゆっくりと開いたそのすき間から、淡あわい光が漏れて出る。


　開いたその向こうには。


　ランプ片手に、やたら陰いん気きな表情で、じっと佇む、メイド姿の女性が一人。
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　としの頃なら、あたしよりもやや上くらい。


　黒い髪かみの美び人じんなのだが、やぼったいメイド服と見るからに安物のエプロン姿、そして何よりその表情が、魅み力りよくとゆーより、むしろ妖よう気きを漂ただよわせていた。


　…………………………


　思わずことばを失なくすあたしに、無言のままで佇む彼女。


　……ざぁざぁざぁざぁ……


　雨の音だけが耳につく。


「……あ……あのー……」


　結けつ局きよく、先に口を開いたのはあたしの方だった。


「実は……道に迷まよっちゃって……雨に降られて因こまってるんですけど……


　もしよかったら、ちょっと雨やどりでもさせてもらえないかなー、なんて……」


「……後こう悔かいしませんね……」


「……はい……？」


　奈な落らくからこだまするかのような、昏い口く調ちようでぽつりと言った、メイドさんのことばに、あたしは思わず問い返す。


「……この館やかたの門を叩たたいたことを……


　……あなたが後悔しないのなら……たぶん……かまわないと思いますけどね……


　く……くくくく……」


　言ってやたら意味ありまくりげな含ふくみ笑わらいをする。


　……いや……あの……ねーちゃん……それってどーゆー意味……？


「……とりあえず……ロビーに入ってお待ちください……大おお奥おく様さまにお伺うかがいして参まいりますから……くっくっくっくっ……」


　だから──なにゆえブキミな含み笑い？


　やたらと気にはなるのだが、あたしがそれを問うより早く、メイドさんは、すたすた奥へと去さってゆく。


　待てと言われている以上、ついてゆくわけにはいかない。あたしはとりあえずロビーに入り、メイドさんの後ろ姿を見送った。


　……ぎぎききぎぃいぃぃぃつ……


　後ろで扉が、きしんだ音を立て、閉じた。


　……ろろろろろろろろ……


　空の上げる唸うなりのような雷かみなりの音が、扉を通して聞こえてくる。


　無人となったそのロビーは、なんだかミョーにブキミな雰ふん囲い気きを生んでいた。


　くすんだ色のじゅうたんに、壁かべにかかった肖しよう像ぞう画が。


　天てん井じようにシャンデリアがあるが、それに明りは灯ともされておらず、壁の燭しよく台だいに、申もうし訳わけ程てい度どに、ほつり、ほつりとロウソクの火が灯るのみ。


　でもって何が一番ブキミかっつーと、壁にかかった肖像画すべての、顔の部分がまっ黒に塗ぬり潰つぶされてるのが──


　……って……ここってひょっとして……なんだかヤバい場所なのでは……？


　などと思っているそのうちに。


　ゆっくりと。


　闇やみの奥から、ぼんやりとした灯あかりが近づいて来る。


　さっき奥へと消えていった、あのメイドさんである。


「……大奥様からのお許ゆるしが出ました……


　入っていただいてかまわない、ということです……


　ご案あん内ないしますので……覚かく悟ごがあればついてきてください……」


「……いやあの……覚悟、って一体……？」


　とまどうあたしのことばを無む視しし、彼女は屋敷の奥へ奥へと、すたすた歩あゆんで行ったのだった。





　激はげしい雨は、夜になっても降りやまなかった。


　……ふぅ……


　ベッドの上に腰こしかけて。あたしは小さく息をつく。


　……きし……


　腰かけたベッドが小さくきしむ。


　雨の音だけが世界を占しめていた。


　結局、この雨のせいで、あたしはひと晩の宿しゆく泊はくを申し出て、例れいのメイドさんに、この部へ屋やに案あん内ないされたのだった。


　……正しよう直じき言って、こーゆー雰囲気のところには泊とまりたくなかったのだが……


　なにしろ、ひたすらブキミなことこの上ない。


　濡ぬれた服を着き替がえるために通された『メイド控ひかえ室』は、家具も何もない、石の床ゆかがむき出しになったただの空間だったし、大奥様とやらにあいさつを、と言っても、『あまり人に会うのが好きじゃない』とのこと。


　一番変なのが、これだけ広い屋敷で、あちこちに人の気け配はいもあるというのに、あたしに顔を見せたのが、最初に出てきたメイドさんだけ、ということである。


　ひと晩の宿泊を許きよ可かされて、『夕食の用意ができた』との知らせに、案内された食しよく堂どうに行ってみれば、長い──長いテーブルに、あたし一人が席せきにつき、給きゆう仕じはくだんのメイドさん。


　他の人は、と聞いてみれば、『いろいろと忙いそがしいから』とはぐらかされる。


　その夕食で出されたのは、なんだかよくわからない、どろりとしたシチューとパンだけ。


　やたらとブキミだったんで、ひたすらパンだけかじっていた。


　そして案内されたのが、屋敷の三階にあるこの部屋、とゆーわけである。


　これで気持ちよくくつろげ、とゆー方が、どだい無む理りな相そう談だんだった。


　……はう……


　あたしはふたたび息をつき──


　……こんっ……こんっ……


　ノックの音がしたのは、ちょうどその時だった。


「──はい」


　あたしは返事をし──


　そして、沈ちん黙もくが落ちた。


　……………………


「──どうぞ」


　部屋のカギはまだかけていない。あたしは言って──


　ふたたび沈黙。


　…………をいをい…………


　あたしはベッドから立ち上がり、ドアヘと向かう。


　その向こうに、人の気配はない。


　──空そら耳みみ──ではなかったはずだが……


　……きぃっ……


　扉とびらを開いて外を見る。


　そこには左右に、長く、昏くらい廊ろう下かが延のびているだけだった。


　灯あかりは壁のランプのみ。とはいえ、廊下に誰もいないことはわかる。ただいくつもの扉が並んでいるばかり──


　……う……うーみゅ……ひたすらブキミなんですけど……


　こーなったら、もはや最後の手しゆ段だんしかない。


　すなわち。深く考えないこと。


　気のせい、と、心の中でつぶやいて、あたしは、ぱたんっ、とドアを閉しめた。


　かちゃりっ、とカギかけ、ふり向いて──


　目の前に、全身ずぶ濡ぬれの女が立っていた。


「のぎぇぇぇぇぇええぇぇぇぇッ!?」


　悲ひ鳴めいを上げて、後ろのドアにはりつくあたしに、


「……くくくく……びっくりしました？　びっくりしました？」


　ずぶ濡れ女は、メイドの声でそう言った。


「……び……


　びっくりするわぁぁぁぁぁっ！


　どっから入ってきたのよ!?　どっから!?」


「……くくくく……簡かん単たんなことですよ……


　あなたを案内する前に、この部屋の、窓の鍵かぎを開けておく……


　あなたが部屋に入ったあとに扉をノックして……隣となりの部屋に駆かけ込んで、窓から出て外を伝つたい……


　あなたがドアに気を取られているスキに、窓から入ってゆく……


　おかげで雨に濡れちゃいましたけど……


　……絶ぜつ対たい驚おどろくと思ってました……」


「当たり前ぢゃぁぁぁぁぁっ！」


　あたしは思わず絶ぜつ叫きようしていた。


　……ったく……手の込んだいたずらしてくれて……


　たしかに世の中、時々いるけど。他人をびっくりさせることに、自分の全ぜん存そん在ざい賭かけてる奴やつ。


　しかし正直、泊まらせてもらっている身でなければ、攻こう撃げき呪じゆ文もんの二、三発もぶちかましてやりたいところである。


「……今日きようのしごとも終わったので、ちょっとお話でもさせてもらおうかと思って来たんですよ……くくくくくく」


　……だからなんでいちいちふくみ笑いするかな。このアマ。


　そういえば今の彼女は、地じ味みな黒っぽい服はそのままだが、白いエプロンとキャップは身につけていない。


「……自じ己こ紹しよう介かいが遅れました……私、メイドのラティーナと申します……


　……どうぞよろしく……」


　やかまし。出てけ。部屋濡れる。


　──とも言えず、しかたなくあたしも軽く会え釈しやくして、


「……リナよ……こっちこそよろしく……」


「──ところで、どう？　このお屋敷。


　すごくいい雰囲気でしょう？」


「……あ……ええ……まあ……」


　──最悪──などと、まっ正直に感かん想そう言って、雨の中にほうり出されてはたまらない。


　仕し方かたなくあたしはことばを濁にごした。


「……でしょう？　でしょう？


　……いかにも何か、いわく因いん縁ねんがありそうで……」


　……………………


「は？」


　思わずあたしは問い返す。


　いわく因縁……ってあんた……？


「いかにも、昔はお墓はかだったり古こ戦せん場じようだったり処しよ刑けい場じようだったりして土地ごと一いつ切さい呪のろわれてますっ！　ていうようなこの雰囲気っ！


　それが気に入って、私もここでおつとめさせてもらうようになったんです！


　くくくくくくくくくく！」


　……こ……こりはひょっとして……


　噂うわさに聞く怪かい談だんマニアなひと！


　怪かい奇きな話を好このんで集め、どこかに心しん霊れい現げん象しようがあると聞けば、迷まよわず飛んで行くくせに、もしも実じつ際さい怪かい異いを体験したならば、『もうあんな経験はこりごりです』とかお間ま抜ぬけなことを平気でほざく変な人っ！


　ヒドい実じつ害がいがあるわけではないのだが、少なくとも、あんまし親しいオトモダチにはなりたくないタイプである。


　しかし、あたしがいやがっていることなどは気づきもせずに、ラティーナは、部屋の窓に向かって両手をひろげ、


「特にこんな嵐あらしの夜っ！」


　びかっ！　ごろごろごろごろっ！


　合わせたように、外で雷らい鳴めいがとどろく。


「切きり離はなされた日にち常じようと非日常とが混じり合い、この世ならざるものたちが、行き場を失なくし、刹せつ那な、こちらの世界に浮かび出る──


　そんな気がするでしょう？　リナさん」


「しないしない。全然しない」
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　ぶんぶか左右に首振るあたし。


　正直あたしは、どぉもこのテの怪かい談だん話ばなしがひたすら苦にが手てなのである。


「……そういえば……私の知っている話にこんなのがあります……」


「聞きたくない聞きたくないッ！」


「……まあまあ……退たい屈くつな夜のお客様サービスということで……」


「そんなサービスいやじゃぁぁぁぁぁっ！」


　──嵐の夜の洋館に、あたしの絶ぜつ叫きようがこだましたのだった……





「……それにびっしり生えていた、小さな無数の赤ちゃんの顔が言ってたのよ……


『オカアサンタスケテ、オカアサンタスケテ』って……」


　………………ど……


　どひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっッ！


　ラティーナの語る怪談に、あたしはたまらずべッドの上に突つっ伏ぷしたのだった。


　あれから──


　彼女の怪談接せつ待たいは、えんえんと続きまくっていた。


　夜は深まってはいたが、外の雨は降ふり止やむ気配を見せない。


「……そうそう……赤ちゃんと言えば、こんな話も知ってます……


　第三十六話『這はい回る音』……」


「だからぁぁぁっ！　あたしそーゆー話苦手だって言ってるでしょーがっ！


　……てゆーかっ！　嵐の夜に全身ずぶ濡れの女に怪談語られ続けて喜よろこぶひとなんていないわよっ！


　それをえんえん三十五話もっ！」


「……なるほど……


　ことわざにある『嫌いやよ嫌よも好きのうち』という奴やつですね……」


「違ちがうわぁぁぁっ！　そもそもそれって、ことわざじゃなくて男の迷めい信しんよっ！」


「……そうですか……考えてみたらそうですよね……雨に降られた夜、行きあわせた古びた屋敷……


　たしかにリナさんが不ぶ気き味みに思ってしまうのもしかたありませんね……


　……彼女がその館を訪おとずれたのも、ちょうど、リナさんと同じ理由からでした……」


「わかったよーな顔して、さらりと語りに入るなぁぁぁぁっ！」


　あたしは思わず絶叫し──


　──ぴちゃんっ……


　大きな魚がはねるようなその音は、あたしの絶叫が消え去ったあとの、一瞬の沈ちん黙もくにすべり込んできた。


　……………………


　沈黙が、二人の間に落ちる。


　聞こえているはずの雨の音すら、一瞬、意い識しきの中から消えた。


「………………気のせいだとは思うけど……


　今……何か……」


「……あの扉とびらの向こう……でしたね……」


　部屋の奥にある扉に目をやり、ラティーナは、ブキミなことをさらりと言う。


　そう。案内された部屋の奥には、一枚の扉があった。


　確かく認にんしないうちに、彼女が部屋にやって来たので、その向こうに何があるのかは知らないが……


「……あ……あの……


　聞きたいんだけど……あの戸の向こうって……何があるの……？」


「──聞きたいんですか──」
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「──本当にそれを知りたいんですか……？」


　……ざあざあざあざあ……


　ふたたび耳を打つ雨の音。


「……え……


　えーっと……


　とことん知りたくないよーな気がするんだけど、聞かなきゃいつまで経たっても気になってしかたないよーな気がするから……


　……聞く」


「……お風ふ呂ろです……


　リナさんがこの部屋にいらっしゃる前に、湯ゆ船ぶねにはお湯を張っておきました……」


「……な……


　なぁんだ……じゃあその音じゃないの。


　へんなもったいつけて脅おどかさないでよ」


　幽ゆう霊れいの正しよう体たい見たりなんとやら。あっけない答えにあたしは苦く笑しようを浮かべ──


「……誰もいないはずの風呂場で一体何が跳はねたんでしょうね……？」


　……ざあざあざあざあざあ……


　苦笑がそのまま凍こおりつく。


　……ど……


　どひぃぃぃぃぃぃっ！


　いやぢゃぁぁぁぁぁっ！　もーいやぢゃぁぁぁっ！　こんなとこっ！


　頭抱かかえてぷるぷるするあたしに、ラティーナは、心配そうな目を向けて、


「……大だい丈じよう夫ぶですか……？　リナさん……


　……気き分ぶん転てん換かんに……第三十六話……」


「やめぇぇぇぇぇっ！　気分転換になんないでしょーがぁぁっ！」


　……ぉ……ぉぉおぉぉぉ……


「──って、そーゆーブキミな声出しておどかすのもやめぇぇぇっ！」


「……不気味な声……って……？」


　あたしのことばに彼女は小さく眉まゆをひそめた。


　……へ……？


　あたしは口をつぐみ──


　……おお……おおおお……


　声は、すこしずつ大きくなっている。


　近づいてきているのだ。こっちに。


　たしかにラティーナの上げているものではない。それが聞こえて来るのは──


『……………………』


　あたしとラティーナ、二人の視し線せんが、部屋の扉に向けられた。


　声はその向こう──廊ろう下かの方から聞こえていた。


「……ま……また何か……凝こったことしてびっくりさせよう、とかしてるんでしょ……？」


　扉から目を離はなせぬまま、あたしはラティーナに言う。


「……いえ……わたしは……」


　その彼女の答え半なかばに──


　……ぬぅっ……


　半はん透とう明めいのヒトの形が、いきなり扉から出現した！


『のぢゅあぁぁぁぁぁぁっ!?』


　思わずあたしとラティーナは絶叫し──


「……って……


　なんだ、ただのゴーストじゃない！


　おどかすんじゃないわよ烈閃槍エルメキア・ランスっ！」


　ぼひゅっ！


　ぬにゅおおおぉぉぉぉぉぉ………


　あたしの放はなった、精神世界面アストラル・サイドにダメージを与あたえる呪じゆ文もんの一発で、影かげは悲ひ鳴めいだけを残してかき消えた。


「……ったく……


　変なタイミングで出てくるんだから……」


「──って、なんてぇことするんですかあなたはぁぁぁぁぁっ!?」





　ぼはふっ！





　叫さけぶラティーナの手にした羽は根ねマクラが、あたしのうしろあたまを直ちよく撃げきした！


「ちょっ……！


　何よいきなりっ!?」


「『何よいきなり』じゃありませんっ！　あなた今一体何しました!?　何をっ!?」


「……何……って……


　ゴーストを、攻撃呪文でやっつけただけだけど……？」


「そこですよそこっ！」


　彼女は、びしぃぃっ！　とあたしを指さし、


「私の怪かい談だんで、なぁぁぁんであれだけ怖こわがっておいて、本物の幽ゆう霊れいを、動どう揺ようもしないであっさりやっつけちゃうんですかっ!?」


「何わけのわかんないこと言ってんのよ。


　怪談はこわい話──


　だけど、ゴーストなんて単なる敵てき、しかもザコじゃない。


　こわい話をこわがって、弱よわっちい敵をあっさり粉ふん砕さいする。


　普ふ通つうの反はん応のうだと思うけど」


「……いや……そーいう言い方をすればスジが通ってるよーな気がしますけど……


　もぉちょっと根こん本ぽん的てきな部分で何かが間ま違ちがってるような気が……」


「──そっか。


　さっきの変な水音も、怪かい奇き現げん象しようでも何でもなくて、ゴーストのしわざ、って考えれば怖くもなんともないわね」


「ゴーストは立りつ派ぱな怪奇現象ですっ！」


「……んーむ……」


　ガンコに言いつのるラティーナに、あたしは腕うでを組んで呻うめいた。


　……まあ、たしかに彼女の言うとおり、変といえばほんのちょっぴり変なのかもしれないが……


　コワいものはコワいし、コワくないものはコワくないのだからしかたない。


　……ひょっとしたらこのへん、小さい頃ころ、郷く里にの姉ねえちゃんに怪談聞かされて、理り論ろん的てきツッコミ入れるたびに『情じよう緒ちよがないっ！』と鉄てつ拳けん制せい裁さい受けてたのが、何かのトラウマになってるのかもしれないが……


「……まあとにかく……


　この屋敷にゴーストがいた、ってことは確かね。


　──ラティーナ、あなた今までここに勤つとめてて、ゴーストなんて見たことあった？」


「……あ？　え……ええっと……


　ある……ような、ないような……ってゆーか……


　……変な気配を感じるよーな気がした時はありましたけど……実際に見たのはこれがはじめてで……」


　あたしの問いに、なんだか妙みように歯は切ぎれの悪い答えを返す。


　……ふぅ……む……？


　あたしはベッドから立ち上がり、ぽりぽり頭を搔かきながら、


「何にしても、ゴーストがうろうろしてるようなところじゃあ、落ち着いて寝ねるわけにもいかないわね。


　──ってことで。


　まだ他ほかにもいるかもしれないから、あたし、ちょっと、屋敷の中回って、ゴースト退たい治じしてくるわ」


「えぇぇええええええッ!?」


　あたしの宣せん言げんに、ラティーナは思わず絶叫を上げていた。


「そ……そんなっ！　困りますっ！」


「どーして困るわけ？


　ゴーストなんかにあたりをうろつかれる方がよっぽど困るでしょ？


　ンなものいなくなった方が、屋敷のひとも喜よろこぶでしょーし。


　ま、ひと晩泊めてもらって、ごはん出してもらったお礼、ってことで」


「いやあのちょっとっ！」


　歩き出すあたしの前にダッシュでまわり込み、扉の前に立ちふさがる。


「だだだだめですよリナさんそれはっ！」


「どして？　そんなにおおさわぎしようってわけでもないのに──


　そ・れ・と・も♪


　屋敷の中を見て回られると、何かマズいことでもあるの？」


「いやぜんぜん全まつたくそんなことはないんですけどほら何て言いましょうか世せ間けん的てきに大おお旦那だんな様が……！」


「あれ？


　このお屋敷の主人、『大奥様』とか言ってなかったっけ？」


「あああそんな昔のことはできたら忘わすれていただいた方が誰もがみんなハッピーにっ！」


　ふっ。やはり。


　あたしは内心つぶやいた。


　何かの秘ひ密みつがあるのだ。この屋敷には。


　誰かに知られてはマズいような秘密が。


　──考えてみれば、である。


　メイド以外は誰も客には顔を見せない。これだけならば、屋敷の主人が人ひと嫌ぎらい、で説せつ明めいはつくかもしれないが──


　部へ屋やに入るなり、そのメイドがやって来て、えんえんと一人怪談大会を開始する、というのは、あまりにも不自然な話である。


　──もーちょっと早く気づけ、とゆー説せつはなきにしもあらずだが、それは言わない約やく束そくである。


　この行動はまるで──あたしを追い出したがっているか、部屋から外になるべく出ないようにしているか──


　どちらにしても──


「何か──隠かくしてるでしょ？」


　びくぅっ！


　あたしのことばに、ラティーナの体がまともにこわばった。


「ななななな何おっしゃってるんですかそんな非ひ理り論ろん的てきな。私の行動のどこに一いち抹まつの不ふ審しん感かんがあると？」


「とゆーか、不審じゃない部分探さがす方がむずかしーでしょーがっ！


　とにかくっ！


　隠してること全部話すか、そうでなければ今すぐそこをどくかっ！


　二つに一つよっ！


　さあっ！　どーするっ!?」


「わ……わかりましたっ！」


　びしむっ！　とあたしに指さされ、彼女はあわて、うろたえて、


「全部話します全部話しますっ！」


「──聞かせてもらおーじゃない」


　あたしは言って──


　…‥ざぁざぁざぅざぁ……


　降り止まぬ雨の音だけが、しばし時間を埋うめた。


「……で？」


　うながすあたしに、彼女はうろたえた口く調ちようで、


「ああああっ！　もーちょっと待ってくださいっ！　今考えてるところなんでっ！」


「つくり話はいらぁぁぁぁんっ！」





　げしっ！





「ぴぎゅうっ。」


　あたしの放はなったハイ・キックに、こめかみあたりを直ちよく撃げきされて、彼女はばったり倒たおれ伏ぶす。





　……ったく……手間かけさせて……


　倒れた彼女をずりずり引っぱり、扉の前から排はい除じよして、あたしはそっと廊下に出た。


　さきほど見たのと全まつたく変わらぬ無人の廊下が延のびている。


　──しかし──


　この屋敷はけっこう広い。三階建ての建物で、屋や根ね裏うら部屋やら地下室やらもあるかもしれない。


　そこを全部、しらみつぶしに調べる、というのは、ちょっぴり面めん倒どうなものがある。


　……ふむ……


　そしてあたしは、ある案あんを思いついたのだった。





　ラティーナが気がついたのは、それからほどなくのことだった。


　あわてて廊下に飛び出すと、左右を見回し、あたしの姿が見当たらないことを知り、廊下を奥へと駆かけ出した。


　──そのあとを、あたしはそっとついてゆく。


　広い場所なら、誰かに案内してもらった方が話が早い、というわけである。


　ちなみに今、あたしがいるのは、廊下の天てん井じようだった。


　浮遊レピテーシヨンで宙ちゆうに浮き、天井にはりつくようにしているのだ。
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　廊下にある灯りは傘かさつきランプのみ。もともとが薄うす暗ぐらい上に、天井にあまり照しよう明めいは当たらず、身を隠すにはもってこい。


　あたしは天井を這はうように、彼女のあとをつけてゆく。


　──こっちの方が、よっぽど心しん霊れい現げん象しようっぽい、とゆー説もあるが……まあこの際、それは言わない約束である。


　ラティーナは階かい段だんを下りて下へと向かい、二階から一階──そして、一枚の扉の前で立ち止まった。


　こんっ、こんっ、とドアをノックする。


　──ややあって──


「──私です。『客』が『家の中を探たん索さくする』とか言って部屋を出ました」


　──扉の向こうからざわめく気配。


「急いで捜さがして止めますから、このまま隠れていてください！」


　言うと、あたしの姿を求め、ふたたび廊下の向こうへと駆け出した。


　……ちょっと顔を上に向ければ、そこにあたしがいるということには結局気づかずに。


　ラティーナの姿が、廊下の向こうに消えたのを見み計はからい──


　あたしは術を解かい除じよして、問題の扉の前に着地した。


　敷しかれた厚あついじゅうたんが、着地の音を消してくれる。


　今は──扉の向こうに人の気配はない。


　ノブに手をかけて、音を立てないようにゆっくりと回してみる。


　予よ想そう通り、カギがかかっていた。


　ならば──


　あたしはふところから、乙女おとめの携けい帯たい必ひつ需じゆ品ひん、細いハリガネ二本を取り出すと、カギ穴にさしこみ、かちゃつかせる。


　ほどなく、かちりっ！　と小さな音がして、


　ハリガネが、カギの外れる手て応ごたえを伝えた。


　──おーし。


　ハリガネをしまい、ゆっくりとそのドアを開く。


　その向こうには、廊下と同じ、薄暗い空間に包つつまれた、地下へと通じる階段。


　足音を殺して下りるその先に、短い廊下と向かい合わせに並んだ扉、そして扉の向こうの人の気配とがあった。


　そっと扉に耳をつければ、向こうで人の話し声。


　──ふーん……やっぱし、ね……


　あたしはロの中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「振動弾ダム・ブラスっ！」





　ごがぁっ！





　攻撃呪文で、目の前の扉をぶち破る！


　そして、その向こうにあったのは──


　あたしの予想した通りの光こう景けいだった。







（ホーンテッド・ナイト？：つづく）
















　次回予告





　不ふ審しんな屋や敷しきに秘ひめられた秘ひ密みつとは!?


　扉の向こうでリナが目にした光景とは!?


　そして、ラティーナの怪談三十六話の内容は!?


　稲○淳二は最近、新しい怪談発表しないのか!?（無関係）


　そーいえば、ナーガもどこかに落ちたまま、次回に出番があるかどーかも未定だし！


　すべての謎なぞは次回、解とけるようにがんばってみます！（作者談）


　何はともあれ、次回「ホーンテッド・ナイト？」後編！


　なんとなく待てっ！




ホーンテッド・ナイト？［後編］













　あらすじ





　旅を続ける道すがら、とある山の中で、いきなりの雨に降ふられたリナ。


　雷かみなりの直ちよく撃げき受けてどこかへ消えたナーガはさておいて、そんなリナの前に現あらわれたのは、古びた、大きな屋や敷しきだった。


　異い様ような雰ふん囲い気き。無ぶ気き味みなメイド。


　リナの部へ屋やを訪おとずれたメイドのラティーナが『接せつ客きやく』と称しようして怪かい談だんを語かたるそのうちに、本物のゴーストが部屋に出現する！


　──この屋敷には何かある──


　直ちよつ感かんしたリナは、不ふ審しんな行動を起こすラティーナの後を尾つけ──


　やがて、地下の一室にたどり着ついたのだった！







　……しーん……


　あたしを除のぞく全員が、その場に凍こおりついていた。


　い並ならぶ顔のそのすべてが、驚きよう愕がくと、恐きよう怖ふの色をたたえている。


「……あ……」


　誰だれかが口を開こうとした、その瞬しゆん間かん。


「火炎球フアイアー・ボールっ！」





　づどごぉぉぉんっ！





　あたしの放はなった攻こう撃げき呪じゆ文もんが、男たちすべてを吹ふっ飛とばしたのだった。





「今の音はい……！」


　どぎょっ！


　すべて言い終おえる間すら与あたえず。


　あたしの右拳こぶしは、ダッシュで駆かけてきたラティーナの顔がん面めんを、まともにカウンターで捕とらえたのだった。
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「わだだだだだだっ!?」


　吹っ飛び転ころがり、それでもなんとか身を起こし、


「い……いきなり何するんですかリナさん!?　……って……！　なんでここにっ！」


　言ってから彼女は、はっ！　と小さく息を呑のむ。


　あたしの後ろ──地下室の中に、しばり倒たおされた仲間の姿に気がついて。


「ああっ！　みんなっ！」


「んっふっふっふっ。


　からくりはみんな読めたわよっ！」


　腕うでを組み、口の端はしに笑えみなど浮うかべつつ、あたしはそう言い放った。


　その後ろ──ラティーナの視し線せんが向かう先には、さきほど呪文で吹っ飛ばした、十人ほどの野や盗とうたち。


　そう。


　ここは決して心しん霊れい現げん象しよううずまく幽霊屋敷ホーンテツド・ハウスなどではない。単なる野盗のねぐらだったのである。


　ごく一部の心ないひとたちが、あたしのことを、盗賊殺しロバーズ・キラーなんぞとゆー、不ふ本ほん意いな二つ名で呼んでいることは知っている。


　となれば、考えられるのは──


「たぶんこの中に、あたしの顔と噂うわさを知ってる奴やつがいた。


　……でもって、あたしが雨やどりに来たことを知ったあなたたちは、なんとか追い出すために、『ここは幽霊屋敷だ』という演えん出しゆつをした──


　ところが雨のせいで、こっちも外に出られなくなっちゃったもんだから、ラティーナ、あなたを使って、あたしを部へ屋やに足止めしようとした──


　ま、ざっとこんなところね？」


「……くっ……！


　全部……読まれてたんですね……！」


　奥おく歯ばをかみしめ、言う彼女。


　吹っ飛ばしてしばり倒した連中は、いまだ誰一人目をさまさないので、会話の相あい手ては、当然彼女だけになる。


「兄さん……首ボ領スは、以ま前えに一度、あなたの被ひ害がいにあって、それまで盗とう賊ぞく稼か業ぎようで真ま面じ目めにためていた財ざい産さんのほとんどを、その時あなたに奪うばわれたのよ……


　そのせいで、一時は五十人もいた人たちもちりぢりになって……！　故こ郷きようのラルティーグを追われ、わたしの方も町でじみちにやっていた盗とう品ひん売ばい買ばいがなりたたなくなって、ともに流れてこんなところへ……


　みんなあなたのせいよっ！」


「あほかぁぁぁぁぁっ！」





　ごめしっ！





　あたしの右の靴くつ底ぞこが、彼女の顔がん面めんにめり込んだ。


「盗賊稼業と盗品売買のどぉぉぉこがまじめなのよっ!?


　ひとのモノ取ってへーきな連れん中ちゆうが、ひとにモノ取られて目クジラ立ててるんじゃないわよっ！」


　……ったく……！　世の中にはよくいるのだ。自分がやられるととことんヤなことを、他人にはへーきでやるタイプの奴。こーゆーのを総そうじて悪人、と呼ぶのだが。


　あたしは彼女のえり首摑つかんで引きずり起こし、


「……で？　あとの仲なか間まはどこにいるわけ？」


「……え……？」


　あたしの問いかけに、ラティーナは小さく眉まゆをひそめた。


「仲間よ仲間。


　魔ま道どう士しがいるはずでしょ」


「……い……いないわよ、そんなの。


　わたし以外はみんな、この部屋に隠かくれてたんだから……」


「ふっ。とぼけたってだめよ。


　倒した連中は、たぶんずっとこの部屋にいた。


　──となると──


　さっき部屋に現れたゴーストを呼び出した魔道士がどこかにいるはずっ！」


　あたしのことばに、しかしラティーナは眉をひそめ、


「……な……何言ってるのよ……


　あんなもの、あなたを驚おどろかそうとした、仲間の変へん装そうに決まってるじゃないの……」


「『変装』でドアがすり抜ぬけられるわけないでしょーがっ！


　それにっ！　あたしの呪文受けて、あいつ消えちゃったでしょーがっ！


　どぉ見てもほんもののゴーストだったでしょっ！　あれっ！」


「……うそ……」


　彼女の顔から、さあっ、と血の気けが引いてゆく。


　……って……まさか……


「いやぁぁぁぁぁぁっ！　うそうそうそっ！


　っひぃぃぃぃぃっ！　幽ゆう霊れいぃぃぃぃっ！」


　ひざをがくがく笑わせて、頭をかかえてへたり込む。
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　……あ。やっぱし。ほんもののゴーストって奴やつに出会ったことなかったんだ。このひと。


　……はぅ……


　あたしは小さくため息ついて、


「……しっかし……怪かい談だんはへーきでも、本物のゴーストはコワい、なんて、変わってるわねー……あなたも……」


「これがふつーですっ！


　……ということは……！　ここってほんとうの幽霊屋や敷しきっ!?


　今まで二か月住んでても何も起こらなかったのにっ！


　……それともこの嵐あらしのせい!?　嵐の夜によからぬことが起こって以来、こんな夜になるごとに……とか……！」


　もはや仲間のことも自分の立場も忘わすれ去さり、一人でなにやらぶつぶつつぶやいている。


　……んーむ……この様よう子すからすると、とぼけている、とゆーわけではなさそうだが……


「──ちょっとラティーナ、落ち着いて！


　ともあれあなたは、ほんっとうに、あのゴーストのこと知らないの？


　今まで見たことも、噂うわさに聞いたこともなかったわけ？」


「知りません！　ありませ……


　……あ！　けどひょっとしたら……」


「何？　心当たりでも？」


「……前に仲間の一人が……この屋敷の中で、人ひと影かげが壁かべに消えるのを見た、って……


　でもその話をしたのが、いつもひとを驚かせてよろこんでたひとだったから、誰も本気にしなくって……


　わたしだけがそれを、ただの怪談だと思って聞いたんだけど……」


「──本当だった、ってわけね」


　あたしのことばに、彼女はこっくりとうなずいた。


「……なるほど……」


　あたしはしばし考えてから、ぴっ、と人さし指を立て、


「ゴーストがなぜここにいたのか。あたしがさっき部屋で倒した一いつ匹ぴきだけだったのか。


　──いずれにしても、はっきりしていることが一つだけ、あるわ」


「──と、いうと？」


「あんたたちのため込んだおたから、あたしが没ぼつ収しゆうする、ってこと[image: ]」


「鬼おにかぁぁぁぁっ！　あんたはぁぁぁっ！」


　涙なみだまじりのラティーナの悲ひ鳴めいが、屋敷の地下に響ひびいたのだった。





「……う……ううっ……やだなぁ……


　またあんなの出てきたらどうしよう……」


「ほらほら。泣なき言ごと言ってないで。きりきり歩く」


　ぶつぶつ文もん句くをたれながら、こわごわ進むラティーナに、あたしは歩あゆみをうながした。


　結けつ局きよく──


『ゴーストが怖こわかろーが仲間への義ぎ理りが立たなかろーが、おたからのところに案あん内ないしないと、攻こう撃げき魔ま法ほうで死ヌルまでぶっとばす』という、あたしの誠せい意いあふれる説せつ得とくに応おうじ、彼女は快こころよく、屋敷の案内を引き受けてくれたのだった。


　とはいえやはり、ゴーストを見た、というショックが尾をひきまくっているのか、歩みのほどはひたすら遅おそい。


　たしかに──無人でやたらとだだっ広い屋敷というのは、なんだかブキミなもんではあるし、外では雨と雷かみなりが、今もかわらず続いている。


　まさしく怪かい奇きムード満点の状じよう況きようではあるのだが──かといって、彼女のおびえにつき合ってやる義理はない。


「コワいコワいと思ってるから、よけいにコワく感じちゃうのよ。


　なんか他ほかのことでも考えて、気をまぎらわせればいーのよ」


「……ほ……他の……こと……？


　なら……そ……そうだ……！


　三十六話は飛ばして、第三十七話、『誰もいない家』……


　無人の屋敷を歩くのには、ちょうどぴったりの……」


「怪談から離はなれろぉぉぉぉっ！


　雰ふん囲い気き盛もり上げてどーすんのよっ!?　ちっとも気き分ぶん転てん換かんにもなんにもなんないでしょーがっ！


　……って、そもそも、あんたの怪談好きって、演えん技ぎじゃなくて地だったわけ……？」


「何言ってるんですか」


　あたしの問いに、なぜか彼女は、誇ほこらしげに胸を張り、


「付つけ焼やき刃ばの薄うすっぺらい演技で、あれだけの質と量とを兼かね備そなえた怪談が語れると思ってるんですか？


　町にいた頃ころから、さまざまな話をあちこちから聞き集めてきた、その成せい果かがあれなんですからっ！


　こう見えても、町に住んでた頃は、近所の子供たちに怪談聞かせて、さんざん泣かしまくって、最後には親に文句言われたんですから！」


「……いや……ンなことでいばられても……」


　ぽりぽり頰ほおを搔かくあたし。


　まあ何はともあれ、こんなところで、またまた怪談大会を開かれてはたまったものではない。


「……と……とにかく！　怪談はナシ！


　さっさとおたからのあるところに案内するのよっ！」


「えぇぇぇぇえぇぇ……っ


　せっかくわたしが集めた、たくさんの話から、特にスゴいのを百話、一気に話そうと思ってたのに……」


「ンなもん聞きたくないぃぃぃぃッ！


　語りたけりゃあ、盗とう賊ぞく仲なか間まにでも聞かせてやりゃあいーのよっ！」


「だめです。みんな途と中ちゆうで逃げ出したり、やめてくれ、って、泣いてたのんできたりするんですもん……


　せいぜい第五十七話くらいまでしか語れなくって、せっかくトリに残してる、とびっきりの話のストックが……」


「語らんでいいっ！　そんなもんっ！


　捨すててしまえっ！　ンなストックっ！」


「そんな……それじゃあわたしの、今までの苦く労ろう……っ!?」


　言いかけた彼女が急に息を呑のみ、その場で硬こう直ちよくした。


　視線はただ、前方の闇やみへと向かい、ひざが小さくふるえている。


　──と、いうことは──


　あたしもそちらに目を向けた。


　まっすぐ延のびる、薄うす暗ぐらい廊ろう下か。ゆらめくランプの明り。


　その廊下に──いつの間にか、一人の老ろう婆ばが、ちょこんっ、と立っていた。


　大きく見開いた目でこちらを見つめ。


　口の中で小さくぶつぶつつぶやきながら。


　──むろん、普ふ通つうの人間ではない。


　たった今まで、そこには誰もいなかったし、盗賊のアジトにおばあさんがうろついているはずもない。


　瞬しゆん間かん。


　老婆は壁に手足をつくと、まるで大きなクモのように壁を這はい、異い様ような速はやさでこちらに向かってやって来る！


「んひぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　ラティーナの悲ひ鳴めいがあたりに響ひびく！


「こーゆー悪あく趣しゆ味みなのは青魔烈弾波ブラム・ブレイザーっ！」


　こぅっ！


　あたしの放った、青い光の衝しよう撃げき波はは、ばばさまゴーストをまともに直ちよく撃げきし──


　きぅあぁあきぃぃいぃぃぃぃっ！


　まるで巨大な虫がきしむような、人外の断だん末まつ魔まを上げて、それはもがいて消えてゆく。


　ふっ。ちょろい。


「いぃぃぃぃやぁぁぁぁぁっ！　もぉいやぁぁぁぁぁぁっ！」


「もうだいじょうぶだってば。やっつけたわよ。ラティーナ」


「もぉやですぅっ！　こんなところっ！」


　しかし、よっぽど今のがコワかったのか、あたしのことばにも、彼女は床ゆかにうずくまったまま、首をふりふりやっている。


　えーい。面めん倒どうな。


　──とはいえ、たしかにこの状況は異常である。


　これまではほとんど出現しなかったらしいゴーストたちが、なぜか今夜に限って、わらわら姿を現わしはじめた──


　偶ぐう然ぜん、とか、嵐のせい、とかのひとことで片づけるには不自然すぎた。


　むしろ、何者かがゴーストたちを操あやつって、何かをしようとしている、という感じすら受ける。


　ラティーナは、『仲間の魔道士なんていない』と言ったが、それが事実とは限らない。


　やはり彼女が噓うそをついているのかもしれないし、あるいはひょっとしたら、彼女の知らない誰かがこの屋敷の中にいるという可か能のう性せいもあった。


　──誰か──


　──そう……たとえば──あたしがこの屋敷にたどり着く前、落らく雷らいに遭あって姿を消した白蛇サーペントのナーガ！


　……ありうる……ヒジョーにありうる……


　あたしのジョークを真まに受けて、雷に打たれたそのことを、あたしのせいだ、と逆さか恨うらみして、復ふく讐しゆうのツメを研といでいる──


　最初はあたしを驚かせるつもりだったが、ラティーナたちが盗賊だと知り、おたからのひとりじめを狙ねらい、足止めにゴーストを呼び出して放った、とか……


　ナーガなら、おかしな術を多々知ってるから、ゴーストを呼び出して操る、くらいのことはできるだろう。


　なんかそう考えると、だんだんそんな気がしてきたぞっ！


　となればっ！　ここでぼけぼけしていては、おたからみんなかっさらわれるっ！


　あたしはへたり込んだラティーナのえり首つかまえ、ぐぃむっ！　と強ごう引いんに引きずり立たせ、


「ここでおびえてても、ゴーストは、出てくる時は出てくるのよっ！　となれば、やることさっさと終わらせて、それから逃げればいーんでしょーがっ！


　とゆーわけで、宝の部屋に……！」


　言いかけて。


　あたしはそこで、ことばを切ると、あわててあたりを見回しまくる。


　暗い廊下。暗い天てん井じよう。古びたブラインドで閉ざされた窓まど。


　どこにも人の姿はない。


　ふと思いついたのだ。まっすぐにおたからの部屋に向かうのは、決して得とく策さくではない、と。


　──探さがすべき場所が広すぎるなら、誰かに案内してもらうのが一番の近道──


　あたしがさきほど実じつ践せんしたことを、やはりナーガがやろうとしていたら？


　ラティーナが実は盗賊の一味だということを知ったなら、ナーガは何かの方法で、こちらの動きをチェックしている。と考えた方がいいだろう。


　となれば、宝の部屋に着いたとたん──あるいはおたからを運び出したそのとたん、こっちに攻こう撃げき魔法の不意打ちをしかけ、おたからだけを一人じめしようとたくらんでいる公こう算さんが大きい。


　つまり、不用意に、おたからの部屋に近づくのはマズいのだ。


　ならば──まずは逆に、こっちがナーガを見つけてぶちのめすっ！


　おたからを手に入れるのはそのあとっ！


「ラティーナ！　おたからのところに行くのは一時中ちゆう断だんよ！」


「……え……？」


　あたしの宣せん言げんに、彼女はとまどい顔でこちらを見つめ返す。


「とにかく行くわよっ！」


　彼女をこの場に残して行くわけにはいかない。もしもラティーナがナーガの手に落ちれば、間違いなしに先を越こされる。


　手を引き、走りだそうとするのに、しかし彼女は抵てい抗こうし、


「どこに行くんですかっ!?　いやですっ！


　こんなゴーストだらけのところを何の説せつ明めいもなしに動き回るなんてっ！」


「説明してる場合じゃないのよっ！　いーからいっしょに来てっ！　でないとあたしの攻撃呪じゆ文もん……もといっ！　あなたの身に不ふ幸こうがふりかかるわよっ！」


「それって脅きよう迫はくじゃないですかっ！」


「知ってるわよっ！」


　ひらきなおって即そく答とうするあたしに、彼女は多少顔色を変え、


「……わ……わかりました……！　ついて行けばいいんでしょっ！　ついて行きますけど、事じ情じようは説明してくださいっ！


　でないと道すがら、怪談ベスト百のトリを飾かざるあたりの──第九十話『のぞき見ていたもの』から最後まで、一気に話をしちゃいますよっ！」
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　……うっ……！


　それはちょっと……イヤかも……


「わ……わかったわよっ！　ちゃんと説明するからっ！」


　言って歩き出したあたしに、とりあえず今度は、彼女もおとなしくついて来る。


「……つまり……どーやら、この屋敷の中には、あんたたちとあたし以外の誰かがいて、そいつがゴーストを呼び出して操あやつってるみたいなのよ……」


　言いながら、手近な部屋のドアを開け、中の様よう子すをざっと見る。


　明りすら灯ともらぬ無人の部屋。人のいる気け配はいもなければ、おたからが置いてある様子もない。


　ぱたんっ、とドアを閉め、次の部屋に。


「──で、まずはそいつを見つけだしてぶち倒そう、ってわけ。了りよう解かい？」


「……わかりました……けど……」


「けど──何よ？」


「『説明している場合じゃない』とか言うほどの説明でもなかったような……」


「……やかましいわねっ！　どーでもいーじゃないっ！　ンなことっ！


　それより先を急ぐわよっ！」


「……わ……わかりました……


　ゴーストを呼び出すよーなひとをやっつける、っていうことに関しては、わたしも協きよう力りよくさせてもらいます」


「おしっ！　そうと決まれば捜そう索さく開かい始しよっ！」


　かくて──あたしとラティーナは、屋敷の探たん索さくを開始したのだった！





「……でも……本当にいるんですか……？　そんなひと……？」


　ラティーナが、ぽつり、とそうこぼしたのは、二人が探索をはじめてどれくらい経たった頃だっただろうか。


　あちこちの部屋を片かたっ端ぱしから探し回り、やっぱし出てきた数匹のゴーストを攻撃呪文でぶちのめし、そのたびにいちいちおびえるラティーナを引っ張って、探索を続けてはいるのだが……


　いまだに、人の姿は見当たらない。


　もしも相手がナーガなら、とっくに、何の脈みやく絡らくもなく、無意味なバカ笑いが響いてきてもいい頃なのだが……


「いるわよ。間違いなく」


　その問いに、あたしはきっぱりと答えた。


　正しよう直じき言うと、ちょっぴり自信がなくなりかけてはいるのだが、ンなことを言えば、ラティーナは、『やっぱり何かのたたりだ』とか言って、またダダをこねはじめるのは目に見えていた。


「でないと、今日にかぎって、ゴーストがやたらと出てきた、ってことの説明がつかないでしょ。


『タタリ』とか『因いん縁ねん』のひとことで済すませるには、状じよう況きようが不自然すぎるわ。


　もし呼び出してる奴がいるなら、このままほったらかしにすれば、それこそこの屋敷じゅう、ゴーストだらけになっちゃうわよ。


　それでもいいの？」


「よくないよくない」


　言ってぷるぷる左右に首を振る彼女。


「なら、文句言わずに協力する」


「……わ……わかったわ……


　……って……！　ここ……！」


「──どうしたの？」


　いきなり声を上げ、立ち止まった彼女にあたしは視線を送る。


　長い廊ろう下かに並んだドア。あたりには変わらぬ景色けしきがあるばかりだが……


　むろん、こっちが移動していないわけではない。こーいったやたらと大きな屋敷は、えてしてどの階もどの通路も、見た目の印いん象しようが似てしまうものなのである。


「……ここ……確か……


　仲間が、幽霊みたいなもの見た、っていうあの場所ですっ！」


　おびえ、ふるえる声で言う。


「ここが？」


　尋たずねるあたしに、彼女はうなずき、


「……二階の東廊下……


　まちがいありません……


　ここのつき当たりの壁に、人影が消えて行った、って……！」


　……ふぅ……む……？


「──もう一回聞くけど──


　今日を除のぞけば、幽霊らしきものの目もく撃げき例れい、ってのは、その一回だけなの？」


「……わたしの覚おぼえてるかぎりでは……それだけです……


　ほかにも幽霊の話聞いてたら、たぶんわたしはおぼえているはずですし……」


　なるほど。さすがは怪談マニア。


　……ということは……ひょっとすると……


「──つき当たりの壁──って言ったわね」


　言って、あたしはつかつかつかっ、と廊下を進む。


「──あ！　ちょっと！　置いていかないでくださいよぅっ！」


　あわててあとに続くラティーナ。


　廊下のつき当たりにたどり着くと、あたしは、こんこんっ、と、こぶしで壁を叩たたいてみる。


　……ふぅん……やっぱし……


「……何してるんですか？　リナさん……って、まさか……！」


「そーいうこと」


　言ってあたしは数歩、後ろに退すさり、口の中で呪文を唱となえ──


「振動弾ダム・ブラスっ！」





　ごがぁっ！





　放った一撃が壁をぶち砕くだき、その向こうの闇やみを覗のぞかせた。


　夜の闇ではない。下へと続く深い闇。


　そう。こわれた壁の向こうには、下りの階かい段だんが延びていた。


「……隠かくし通路……？」


　つぶやくラティーナに、あたしはうなずき、


「……うまくごまかしてあったけど。


　やっぱりいるのよ。この屋敷には。誰かが。


　──行くわよ」


　言ってあたしは、ゆっくりと階段を下りはじめた。


　そのあとに、一歩遅れて続くラティーナ。


　しかけてきたのはナーガだとばかり思っていたが……ラティーナたちも知らない隠し通路に潜ひそむ相手──となると、むろんナーガのわけはない。


　ならば一体──？


　ともあれ、油ゆ断だんが許ゆるされないことだけは確たしかである。


　階段は、奥の方がすこし明るくなっている。足もとが見える程度に、壁にヒナリゴケが植うえつけられているのだ。


　どれくらい下り続けただろう。感かん覚かくからすれば、一階を過ぎて地下へ──いや、ひょっとしたら、それよりもう少し深い、地下二階といったあたりか──


　そこに、一枚の扉とびらがあった。


　あたしとラティーナ、二人は顔を見合わせ、うなずいて──


　だむっ！


　扉を大きく開け放つ！


　そこはだだっ広い地下の部屋。


　実じつ験けん器き具ぐやら書物やら、何かの棚たなが立ち並び──


　その部屋の中央に、男はいた。


　としの頃なら三十前後。灰はい色いろのローブに灰色のフードの、魔道士ふうのおっさんである。


「──な……なんでっ……!?」


　驚きよう愕がくに目を見開いて、男は叫さけぶ。


「なんでメイドと女魔道士なんかが、こんなところに……!?」


　……いやまあ……たしかに考えたら変な組み合わせだけど……あたしたち……


　とまあ、ンなことはさておいてっ！


　あたしは、びしぃっ！　と男を指さすと、


「あんたねっ！　見み境さかいなしにゴーストなんて呼び出して、屋敷の中に放ってたのはっ！


　ゴーストは片っ端からぶち倒したわ！


　へたな抵てい抗こうは……！」


「ひわぁぁぁぁぁぁああぁっ！」


　あたしのことばを最後まで聞かず、男は情なさけない悲ひ鳴めいを上げて、ダッシュでその場を逃げ出した。


　よくいるのだっ！　安全な場所から相手にねちねちちょっかいかけるのは好きなくせして、面と向かって対たい峙じすると、やたらと度ど胸きようなくなる奴っ！


　しかしっ！　素す直なおに逃がしてやるつもりはないっ！


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


　それが完成するより早く。


　逃げながら、男はかたわらのテーブルにあった、小さな薬品の壺つぼを取り、こっちに向かって投げつける。


　──って、まさかっ！


「伏ふせてっ！」


　あたしは呪文を中ちゆう断だんし、ラティーナに飛びつき、タテにする！


　かしゃんっ！


　陶とう器きの割れる硬かたい音。そして──


　……特に何も起こらない。


「……あれ……？」


　爆ばく発はつとかするんじゃあないか、と思ったのだが……単にモノ投げつけただけかいっ！


　顔を上げて見れば、魔道士は部屋を横切り、奥へと続く扉をくぐってゆく。


「──ちょっとリナさん、今、わたしのこと盾たてに……！」


「おにょれ逃がさんっ！」


　ラティーナの抗こう議ぎは無む視しし、あわててあとを追うあたし。


　男からしばし遅れて扉を開き──


　そこに、二体の泥人形ゴーレムがいた。


　えぇいっ！　じゃまっ！


「振動弾ダム・ブラスっ！　もひとつ振動弾ダム・ブラスっ！」


　ごばっ！　がばぁっ！


　攻撃呪文の二連れん打だに、ゴーレムたちは、いともあっさり砕け散った。


　部屋には他になにもない。さきほど逃げ込んだ男の姿も。


　かわりに、部屋の向こうに一枚の扉。


「そこかっ！」


　ダッシュでドアにたどりつき、開けたそこには、四体のゴーレム！


　……………………増ふえてるぅぅぅぅっ！


「えぇいっ！　なんとかすればいーんでしょっ！　なんとかすればっ！


　とゆーことで氷の矢フリーズ・アロー！」


　こきこききぃぃぃぃぃぃんっ！


　あたしの放った、十数本の冷れい気きの矢に直撃されて、ゴーレムたちは動かなくなる。


　部屋のつくりはさきほどと同じ。反対がわにドアが……ってまさか……


　あたしはダッシュで駆け寄って、ドアを開くと──


　──ぱたん。


　迷まよわず瞬しゆん時じにまた閉しめる。


　──いたし。やっぱし。その向こうの部屋にもゴーレムたちが。


　なおかつやっぱし、数増えてるし。


　たぶんざっと見たところ、七、八体。でもって部屋の向こうにまた扉。


　もしもこのまま倍のペースでゴーレムが増えてるならば、次の部屋には十六体!?


　むろん、たかがゴーレムごとき、あたしの敵てきではないのだが、今は逃げた男を追うことが先決である。いちいちゴーレムたちの相手なんぞしていては、まず間違いなく逃げられる。


　──となれば──





「……と……


　とりあえず……ここまで……来れば……」


　肩で荒あらい息をつきながら、男は、暗い森の中でつぶやいた。


　降ふりしきる雨がローブを濡ぬらす。


　夜空は厚い雨あま雲ぐもで覆おおわれ、明りといえば、男がたった今生み出した、小さな魔法の明りのみ。


　その明りに向かって──


　……たっ……たったったたたたたたっ！





　どげしゃっ！





　あたしのダッシュあーんどジャンプ・キックが炸さく裂れつした！


「のぶぉろぉをおぉっ!?」


　ばしべじゃっ！


　悲鳴を上げて、濡れた地面に倒たおれ伏ふす男の背せ中なかを、むぎゅいっ！　とあたしは踏ふみつけた。




[image: ]


　──先回りの方法は、いたって簡かん単たんだった。


　ゴーレムたちがいる部屋は、すべて直線状に連なっていた。


　となれば、男の、地上への脱だつ出しゆつ口こうは、その延えん長ちよう線せん上じようにあるはずである。


　あたしは地精道ベフイス・ブリング──トンネル掘りの術で地上に出ると、脱出口があるんじゃあないか、と思うあたりを見み張はっていたのだ。


　そこにのこのこ、男が出てきて、不用意に魔法の明りを灯ともしたのだ。


「ふっ！　もぉぉぉ逃げられないわよっ！」


「……ひ……ひいぃぃぃぃぃぃいいいっ！」


　わたしの勝しよう利り宣せん言げんに、男は情けない悲鳴を上げて、


「すみませんすみませんっ！　屋敷はご自由に使ってもらって結けつ構こうですからっ！　私が出てゆきます今すぐにっ！　もちろん誰にもしゃべりませんっ！


　ですからどーか命いのちだけはっ！」


「………………は？」


　なんだかミョーにかみ合わない会話に、あたしは間の抜ぬけた声を上げたのだった。





「噓うそ！　誰も住んでませんでしたよ！」


　あたしと魔道士の説明に、ラティーナは、疑ぎ念ねんと驚おどろきの混まじった声を上げたのだった。


　場所は、最さい初しよの研究室。


　ラティーナをそこに残していったあたしは、魔道士を連れて、ふたたびその場所に戻ってきたのだった。


　彼女のことばに、魔道士は、ミョーに気弱に首を横に振り、


「……いえ……私はもっぱら、この地下室の方で暮くらしてましたから……


　だってほら……誰もいない広い屋敷って、なんだかブキミじゃないですか……」


「……って……死霊術士ネクロマンサーでしょーが。あんた」


　あたしのツッコミに、魔道士は、ぽりぽり頭を搔かきながら、


「いや……そりゃあそうですけど……やっぱりコワいものはコワいじゃないですか。


　それにやっぱり、地下とかの方が、実じつ験けん環かん境きようも安定してますし……


　そもそもこの隠かくし地下室があるから、こんな山の中の屋敷を買ったわけで……」


「──で、もっぱら地下にこもって実験していたところに──」


　ぴっ、とあたしはラティーナを指し、


「あんたたち野や盗とうの一団が、ここを空あき家やだと思い込んで住み着いた」


「そりゃあ怖こわかったですよぉぉぉ」


　魔道士は言う。


「なにしろ、見た目にコワいひとたちが、ぞろぞろうちにやって来て、いきなり住みついちゃうんですから……」


「面と向かって抗こう議ぎをする根こん性じようはない。


　かといって、自分が買った家なんだから、自分が出ていくのは納なつ得とくいかない……


　ときどき隠し通路から、屋敷の中の様子を見に出てみるけど……盗賊たちが出ていく様子はない……


　──ラティーナ、あんたの仲間が見た『幽霊』ってのは、たぶん隠し通路に入ってく彼の姿か何かだったんでしょーね。


　食しよく糧りようなんかの買い出しは、地下から山の中に続いてる、もう一つの出入り口を使ってたけど……


　今日、この嵐あらしに出会って、ちょっとしたアイデアを思いついた。


　──そうね？」


　魔道士はこっくりうなずいて、


「……ええ……


　ゴーストとか呼び出して、いっぱい放せば、怖がって出ていってもらえるんじゃあないか、って……」


　それがたまたま、あたしが訪おとずれたのとかち合った、というわけである。


「……そういうことですか……」


　ラティーナは、安あん堵どのため息混まじりにそう言うと、きっ！　と魔道士をにらみつけ、


「まったく……ひとさわがせなっ！」


「あんたらが悪いんでしょーがっ！　そもそもはっ！」





　どがぎっ！





　あたしの蹴けりが、彼女のどたまにめり込んだ。


「──ま、これで謎なぞは解とけたわけだし。


　そいじゃあさっそく、話を戻して、あんたらのため込んだおたから、没ぼつ収しゆうしに行きましょーか♪」


「ああああああっ！　よけーなことおぼえてるぅぅぅぅっ！」


　叫さけぶ彼女を引きずって、あたしと魔道士の二人は、おたからの物ぶつ色しよくへと出かけたのだった。





　そして、長い──長い一夜が明けた。


　雨のあがった山の朝は、緑みどりのかおりに包つつまれていた。


　──結局のところ──


　盗賊たちをやっつけたのはあたし、ということで、おたからの目ぼしいところはあたしがいただき、残りは、慰い謝しや料りようがわりに魔道士さんが受け取ることとなった。


　とっ捕つかまえたラティーナの一味も、あとで彼が、近くの警けい備び兵へいにでもつき出す、とかいう話。


　ともあれ終わってみれば、雨には濡ぬれたが、収しゆう入にゆうもあったし、まあ、おーむねめでたしめでたし、といったところだろうか。


　──そうそう。最後に一つだけ。──


　結局ナーガは、コゲて山やま道みちに倒れているのを、出発してほどなく見つけた、ということだけを記しるしておく。







（ホーンテッド・ナイト？：おわり）





ビースト・ストライク







　不ふ意いの襲しゆう撃げきには慣なれていた。


　あたしみたいに、ちょっぴり名前が知られていると、『お前を倒たおして名を上げる』などとゆー奴やつも出て来るし、前に倒した悪あく党とうたちが、逆さか恨うらみしてリターンマッチをしかけてくることもある。


　街かい道どうで待まち伏ぶせされて宿やどで夜や襲しゆうをかけられて。


　今日きようび、いちいちンなことで動どう揺ようしていたのでは身みがもたない。


　もたないのだが──





　がしゃしゃがしゃぁぁぁぁんっ！





　ド派は手でな音立て、いくつもの皿さらが床ゆかへと飛とび散ちった。


　大たい量りようの料りよう理りとともに。


『ひにゅわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあっ！』


　まだ食べてないお料理さんたちの悲かなしい末まつ路ろに、あたしとナーガは同時に絶ぜつ叫きようを上げていた。


　両りよう手てに、とっさに退たい避ひさせた子ラ羊ム肉にくの煮に込こみと温おん野や菜さいサラダとの皿を持っていなければ、思わず頭を抱かかえている場ば面めんだった。


　いくら襲しゆう撃げきされるのに慣なれたと言えど、お食事中の不ふ意い打うち、これだけはいまだに許ゆるせん人としてっ！


　──とあるしごとを一つ終え、あたしとナーガはゆっくり食事をとっていたのだが──


　その最中。


　出しゆつ現げんした殺さつ気きに、あたしとナーガが飛とび退のくのと同時に、飛び来た攻こう撃げき呪じゆ文もんの一いち撃げきが、二人のいたテーブルを粉ふん砕さいした、というわけである。


　……しん……


　いきなりのできごとに、店内にひしめく客きやくたちが一いつ斉せいに静まり返る。


　殺気と呪文が放はなたれたのは、入り口付近の、じっさま三人が腰こしかけたテーブルのあたりからだった。


　むろん、彼らがやったわけではない。


　が、ほかにそれらしき人ひと影かげは──


『……くくくくく……見つけたぞ……


　リナ＝インバース！　そして白蛇サーペントのナーガ！』


　声が聞こえた。


　同時に何かが大きく跳ちよう躍やくし、老ろう人じんたちが囲かこむテーブルの上に着ちやく地ちした！


　──ざわっ……！


　驚きよう愕がくに、客たちが一いつ瞬しゆんざわめき、静まり返る。


　テーブルの上に姿を現したそれは──


　一いつ匹ぴきの獣けものだった。


　両の瞳ひとみは、まっすぐに、こちらの方へと向けられている。


「……な……」


　客の誰だれかが漏もらした声が、深い沈ちん黙もくをうち破やぶった。


　それを引き金に、客たちはふたたび口々にざわめきはじめた。


「……なにゆえチワワ……？」


「チワワ……よね？　あれ？」


「まさか……今しゃべったのって……？」


　──そう──


　テーブルの上に佇たたずんで、傲ごう然ぜんとこちらに視し線せんを送り──舌した出してへっへへっへと息しながらシッポ振ふりまくってるのは、まぎれもなく、ふわふわもこもこ、愛あい玩がん犬けんのチワワ以外の何物でもなかった。


『聞くがよい！』


　まわりの動どう揺ようをよそに、チワワは、右前足で、びしぃっ！　と──もとい。よたりっ、とこちらを指さして、


『そして恐きよう怖ふし、絶ぜつ望ぼうせよ！


　私はここに宣せん言げんする！


　貴き様さま等らの命は、いずれこの私が必ず貰もらい受ける、とな！』


　…………………………………………


　言われてあたしとナーガは、しばし無む言ごんで顔を見合わせ、


「……チワワが……？」


『何をふざけたことを。


　よもや我が声、聞き忘れたとは言うまいな!?』


「……声……？


　って、そんな子供みたいな声……」


『子供みたいな？』


　チワワは、ぴくんっ！　と小さく身をふるわせて、


『……ふむ……魔ま道どうを使って声を送る時に、何かの原げん因いんで声の質しつが変わっておるのか。


　ならば今こそ名乗ろう！　我が名を！』


　仁に王おう立だちで腕うでを組くみ──というポーズを希望しているのだろう。チワワはよたよた後ろ足だけで立ち上がり、前足をぷらぷらさせている。


　うあ。めちゃめちゃぷりてぃ[image: ]


　店のウェイトレスのねーちゃんとかも、「あ～[image: ]　かわいい～[image: ]」とか言いながら、うるうるした視し線せんをチワワの方に送っていたりする。


　かまわずことばを続けるチワワ。


『我が名はバズエル！　魔人デイアブロバズエル！


　結社、薄暮の幻影トワイライト・イリユージヨンの総そう帥すいにして最高の使い手！』


「あー。なんかいたわねー。そーいうの」


「そう？　よくおぼえてないけど」


　顔を見合わせて言うあたしとナーガ。


　あたしとナーガが終わらせたしごと、というのが、ある姫ひめさまの護ご衛えいだったのだが、その彼女を狙ねらって襲しゆう撃げきをかけてきたのが、たしかそんな名前の組そ織しきだった。


　でもってそこの首しゆ領りようが、その『バズエル』とかゆー奴だったのだ。


　……もちろんチワワじゃなかったけど。そいつ。


『さらりと言うな！　盛り上がれ！　驚きよう愕がくし、そして恐怖しろ！』


「いや……チワワに『恐怖しろ』とか言われて正直にこわがってたんじゃあ、名がすたる……ってゆーか、人間として失しつ格かくのよーな気が……


　──人間失格──っていうと、ひょっとしてあんた、あたしとナーガにタコ殴なぐりにされてチワワになっちゃった……とか？」


『どーいう理り屈くつだッ!?　そんなわけがあるかっ！


　これは我が使い魔フアミリアー、その名もペス！』


「うあ。犬の名前めちゃめちゃ普ふ通つうね。」


『表立って活かつ躍やくさせる時が来るとは思っていなかったからなぁ……


　ともあれ！


　私が研究、開発した魔道技ぎ術じゆつを使えば、使い魔フアミリアーを通じてこのように会話をすることも、攻こう撃げき呪じゆ文もんを放はなつことすらも可か能のう！


　これぞ神しん出しゆつ鬼き没ぼつ！　まさに手足として我が意のままに動く、野や獣じゆうの運動能力を持つ最強の刺し客きやく！』


「いや野獣て」


「……チワワは違うわよね……」


　あたしとナーガの声が聞こえているのかいないのか。ペス……とゆーかバズエルはかまわずことばを続ける。


『貴様等のせいで我が組織の名は地に堕おち、お母かあはん……もとい、ランガーシャも痛つう風ふうで床とこに伏ふせっている！』


「いや……そこらへん、全面的に、あたしたちのせーじゃないよーな気がするとか言ってもどーせ聞いてないんでしょーねこの座ざ敷しき犬いぬ男おとこは」


『すなわちこれは報ほう復ふくである！』


　やっぱし聞いてなかったらしく、さらに続けて、


『貴様らの名と屍しかばねを踏ふみ越こえて、我等薄暮の幻影トワイライト・イリユージヨンは、闇やみの歴史に名を残し、新たな一歩を踏み出すのだっ！』


「あー。なるほどなるほど」


　てきとーにあいづちを打ちながら、近くのイスを引き寄せ、座すわり、両手に持ってた料理を食べはじめる。


『今のところは死の宣せん告こくを送るのみとしておこう！


　今この場で、総すべてを滅ほろぼしてもよいのだが……


　無む関かん係けいな者たちを残すことにより、我等が名は人々の口に上り、永えい劫ごうの恐怖として刻きざまれるのだ！』


　言い捨すてて、チワワはテーブルを飛び降り、てってってってっ、と戸口に向かうが、ドアが開けられず、近くにいた親切なひとがわざわざドアを開けてくれる。


　そして、茶色のもこもこは、店から姿を消したのだった──


　残された者たちは、一瞬沈ちん黙もくし──


　ぱちぱちぱちぱちぱちぱち！


　盛せい大だいな拍はく手しゆと賛さん美びの視線とともに、小こ銭ぜにがあたしとナーガの方に向かってほうり投げられてくる。


「おもしろーい[image: ]」


「なるほど。こういう宣伝もアリか！」


「ほんとに犬がしゃべってるように見えたぜ！　スゲエな！」


「公こう演えんはいつからだい!?　絶対見に行くからな！」


　こちらに向かって口々に、フレンドリーに言ってくる。


　………………………………えーっと………………


　どーやら、バズエルの名乗った、トワイライト『イリュージョン』という名前と、ナーガの変なかっこうから、サーカスとか手品か何かの前宣伝だと誤ご解かいされたよーである。


　……まあ……


　カン違いは、向こうが勝手にしてるんだし、投げてくれた小銭をいちいち返す理由もない。


「やー。どーもどーも」


「ほーっほっほっほ」


　てきとーに何やら言いながら、あたしとナーガは小銭を拾ひろい集めまくる。


　集まった小銭は、実に、ひっくり返されたメシの代金をおぎなって余りあるものだった。


　ありがとう。犬。素す敵てきだぞ。犬。


　たとえバズエルの存こ在とは忘れても、ペスのもこもこしたぷりてぃさと、おかげで食べられたごはんの味は、あたしは決して忘れない──







おしまい








　殺さつ気きが生まれた。


　しげみの奥おくに。


　とっさにあたしとナーガの二人は、左右に大きく跳とんでいた。





　ぐごぉっ！





　つい今しがたまで二人の立っていた地面に、炎ほのおの槍やりがつき立つと、劫ごう火かと化かして虚そ空らを灼やく。


　とある日の昼下がり。


　あまり人通りもない街道を、バカ話などしながら歩いていた矢先のことだった。


「誰だれ!?」


『……誰……とはご挨あい拶さつだな。


　決まっているだろう？　私に』


　子供のような声は、たった今、呪じゆ文もんが放はなたれたしげみの奥から聞こえてきた。


　そして──


　がさっ……


　木の葉を揺ゆらして現れたのは、ちっちゃな茶色のもこもこ一つ。


『ペス！』


　あたしとナーガの声がハモる。


　そう。それは二日ほど前に、あたしたちの前に現れて、芸げいをした上に、おひねりをみんなあたしたちにくれた気前のいいチワワ、ペスだった。


『ペスかいオイ。


　──バズエル、と呼んでもらおう』


　ペスのことばに、あたしとナーガは顔を見合わせ、眉まゆをひそめて、


「……誰？」


『ヲイ。』


　後ろ足で器き用ように立って、右前足で、びしっ！　とツッコミのポーズを決めるペス。


『まさかたった二日で、私のことを忘れた、とか言うのではないだろうな!?』


　……えーっと……


　あたしはしばし考えて、ぽんっ、と手を打ち、


「ををっ！　そういえばペスってたしか、アルバイトで、そのバズエルとかの使い魔フアミリアーもやってやってるんだ、って言ってたわね」


『誰も言っとらんッ！　そんなことっ！』


「……あれ？


　ま、いーか。


　で、何の用なの？」


『何の用、とはご挨拶だな。　それとも、それでとぼけているつもりか？


　言ったはずだぞ。貴様等を倒たおす、とな』


「ふっ。何を言い出すかと思えば」


　ナーガは、ふぁさりっ、と髪かみを風に流して、


「今さらそんなこと言い出してどうするのよ。


　二日前の話って、あれはあれでもう終わってるでしょ」


『終わるかぁぁぁぁっ！』


「ええっ!?　終わってなかったの!?」


　ペスの絶ぜつ叫きように、あたしは思わず問い返す。


「あたしの中では、お客さんたちのくれたおひねり回かい収しゆうして、ごはん食べ終わった時点で、すでに過去の一ページになってるのに……」


『おひねり？　何だそれは？


　とにかく、勝手に過去にするなっ！


　お前ら人の話聞いてなかったろ！』


「……人って……いや……犬だし……」


『細こまかいツッコミは入れんでいい！


　あれはあくまでも予告！　挑ちよう戦せん状じようをつきつけたに過すぎんっ！


　本当の戦いはこれからだ！』


「……いや、そんな……


　客にウケの悪かった吟ぎん遊ゆう詩し人じんが、無む理り矢や理り話を終わらせる時の決まり文もん句くみたいなことをいきなり言われても……」


『いきなり、じゃないだろうがっ！　ちゃんと二日前に……っ！


　……ぇえぃっ！　もういいっ！


　とにかく行くぞっ！』


　ひとさまの意見も聞かず、犬はいきなり呪文を唱となえ──


『獣魔吠ヴオル・ガ・ドウーガ！』


『力あることば』を解き放つ！


　疾はしる魔ひ力か光りが虚こ空くうに輝き跡せきを刻きざみ残して、逆五紡ぼうの魔ま法ほう陣じんを描えがき出す！


　その中心部に生まれた影かげは、みるみる大きさを増しながら、一つの形を取ってゆく。


　そして──


　輝く魔法陣が、光を減げんじ、消えた時、それは姿を現した。


　ごがぁっ！


　雷いかづちのごとき吠ほえ声が、木々の葉さえも揺ゆらして響ひびく！


　──ガルム！


　エルメキア帝てい国こくと、滅ほろびの砂さ漠ばくの境きよう界かいあたりに棲すむという、黒い巨犬！


　子牛ほどの体格で、性格は獰どう猛もう・残ざん忍にん。その口からは炎ほのおの吐と息いきさえ吐はくという。


『行けぃガルム！　その者どもに死を！』


　下された命令に、ガルムは、ちらりっ、と召しよう喚かん者しやの方に視線を走らせ──


　そのままひたりっ、と動かなくなる。


「あ。固かたまってるし」


「ふっ。無理もない話ね。


　チワワにあごで使われたんじゃあ、犬族として末まつ代だいまでの恥はじというものよ」


　腕を組み、納なつ得とくしたようにうなずくナーガ。


　ガルムはいまだに固まったまま。


『ええい！　どうしたガルム!?


　行くのだ！』


　ペスにふたたび促うながされ。


　それでもやはり、召喚者の命令は絶対らしく、ガルムは、いやそーにそっぽを向きながら、ヤル気のない足取りで、とてとてナーガの方に歩いて来ると──


　やおらくるりとシッポを向けると、後ろ足で、けっけっけっ、と、ナーガに向かって


砂を蹴けりかけ、そのまますたすた去さってゆく。


　……あ。ナーガ、怒いかりにふるえてる。


　まあ、これはこれで確かに、精神攻撃にはなってるけど。


『よぉし！　効きいているぞ！


　その調子だガルム！』


　この調子でいーのかおい。


　言われてガルムは、またまたイヤそーに、こんどはあたしの方に歩み寄って来る。


　近くでひたりっ、と足を止め、やはり後ろを向き、片足を上げて──


「──ってそれはやめろっ！」


　どぎゃっ！


　ぎゃんっ！


　とっさにあたしの放った蹴りに、鳴き声上げて逃げるガルム。


　……ふぅ……あぶないところだった……


　しかし今のでどうやら、本気で腹を立てたらしく、ガルムはあたしの方をにらみつけ、威い嚇かくの唸うなりを上げている。


『ふっ！　馬ば鹿かめ！　かえってガルムを本気にさせたな！』


　勝ちほこったペスの嘲ちよう笑しようが響く。


　たしかに──ならばっ！


　あたしはショート・ソードを抜き放ち、口の中で呪文を唱えはじめる。


『行けぃっ！　ガルム！』


　がぅあっ！


　吠えてガルムは、あたしの方に向かって突っ込んで来る！


　剣けんの間合いに入るその直前に立ち止まり、思った通り、炎の吐息フアイアー・ブレスを吐いて来る！


　だがっ！


「炎裂壁バルス・ウオール！」


　あらかじめ唱えておいた耐たい火か呪文を解き放つあたし！


　炎は呪文の干かん渉しようを受け、あたしに届く直前に、見えない壁かべに阻はばまれたかのように四方へと散る。


　ガルムがひるんだその瞬間。


「氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」


　かこきぃぃぃぃん！


　横手からナーガの放った冷気の呪文が、一撃でガルムを氷づけにした！


「ほーっほっほっほ！


　これで思い知ったかしら!?


　たかが犬のぶんざいで、この白蛇サーペントのナーガに、後ろ足で砂をかけるようなまねをするからこうなるのよっ！」


「──と、いうことで」


　あたしはペスの方を向き、


「番犬はあっさりやっつけたわよ。


　さ。もうバカなこと考えるのはやめて、おとなしく家に帰って骨ほねでもかじってなさい」


　あたしの忠ちゆう告こくに、しかしペスの返した答えは──


『地霊咆雷陣アーク・ブラス！』


　無む差さ別べつ広こう範はん囲いの雷らい撃げき呪文！


　威力は、しばらくしびれて動けなくなる程度だが、何しろひたすら攻撃範囲が広い！　これから身をかわすことなどまず不可能！


　──が！


　あたしは抜きはなっていた剣を、かるくほうり投げる。





　ばぢばじばぢばじぃっ！





　鋼はがねの刀とう身しんに誘さそわれ、生まれた雷らい撃げきのほとんどが、投げた剣へと収しゆう束そくする！


　身をかわすことが不可能でも、術じゆつの特性をきちんと把は握あくしていれば、こーいうことは可能である。


『……な……!?』


　さすがに驚愕の声を上げるペス。


「……ガルムでこっちの気を引いておいて、その間に大おお技わざの呪文詠えい唱しよう。


　──ま、よくある戦法よね」


　腕を組み、ペスを見下ろし、あたしは言った。


「と、なると、あんたが何の呪文を唱えてくるか、だけど──


　以ま前えに、バズエルがこの呪文使ってたことを思い出したのよ。


　なら、なんとかするのはそうむずかしくないわ」


『……お……おのれぇっ！』


「忠告は──もうしたわね。　それを聞かなかったのはそっちの勝手。


　なら結けつ末まつはひとつ！」


　あたしは早口で呪文を唱え──


「炎フレアの──」


『力あることば』を放ちかけて………………


　……[image: ]っ……


　そのままひたりっ、と動作を止める。


「何やってるのよリナ!?」


　あたしの攻撃中断に、ナーガは非ひ難なんの声を上げ、あたしのかわりに呪文を唱え、


「氷のアイシクル──」


　やっぱしそこで、ぴたりっ、と動きが停てい止しした。


　恐怖のためか、怒りのためか、こちらを見つめてふるふるしているチワワの姿を目まの当たりにして。


　……か……かわういし……[image: ]


　考えてみれば、悪いのはあくまでバズエルとかであって、ペスには何の罪つみもない。ここでかりにペスを、呪文で吹っ飛ばしたとしても、おそらくバズエルは痛くもかゆくもないだろう。


　使い魔フアミリアーの痛みは主人も同じように感じる、とも聞くが、それはあくまでも、ごく一いつ般ぱん的てきな使い魔フアミリアーの話。


　こうしてペスを平気で前ぜん線せんに出してきている以上、痛みなどが術者に返らないように手は講こうじてあるのだろう。


　ならば、ここでペスを倒しても、バズエルはかまわず、第二、第三の使い魔フアミリアー──うさぎさんとかひよことか、子こ猫ねことかを送りつけてくるだけ。


　つまり。


　いくら使い魔フアミリアーを倒そうと、バズエル本体を叩たたかなければ意味はないのだ。


　そうとわかっていながら、ここでペスをへち倒すというのは、いくらなんでも寝ね覚ざめが悪い。


　とはいえ倒さねば、攻撃をしかけてくることは確実である。


「……ど……どうするのよリナ……？」


　やはりその不ふ毛もうに気づいたか、困こまった顔で聞いてくるナーガ。


「……どう……って……


　そりゃまあ、どーにかしないと……


　そーだっ！　相手がかわいーチワワだと思うから攻撃しにくいわけでしょ!?


　なら、相手が、太って脂あぶらぎってて頭の薄うすい無ぶ精しようヒゲでぶさいくで、フロに三、四日入ってない上に、つまんないダジャレをしょっちゅう飛ばす、根こん拠きよもなしにえらそーな中年オヤジだと思えばいーのよっ！」


「……たしかにそれなら、『セミの鳴き声がうるさいから』とかいう理由で攻撃しても世間的には許してもらえるとは思うけど……


　そう言うならリナ、あなたがやりなさいよ」


「……うっ……」


　言われてあたしはことばに詰つまる。


　人生、言うは易やすし。行おこなうは難かたし。


　ならばあたしが、と思ってみても、チワワはやっぱりチワワなのである。


　などとあたしたちが迷まよいの色を見せていると。


『……どうした？　何かするのではなかったのか？』


　気をとりなおしたペスが言う。


　──まずいっ！　このままでは、一方的に攻撃されるっ！


　となれば──このテだ！


　あたしは、人さし指を、びしぃっ！　と立てて、


「ナーガっ！　こーなったらチワワの弱点を突くわよっ！」


「弱点？　……肉のついた骨を投げて気をそらす、とか？」


「違うわよっ！　ンなもん、誰が始し終じゆう持ち歩いてんのよっ!?


　弱点──すなわち、リーチの短さ！


　逃げるわよっ！」


「なるほどっ！」


『あ！　こら待てっ！』


　ペスの制せい止しを無視すると、同時に駆かけだすあたしとナーガ。


　走りながらも呪文を唱え──


『翔封界レイ・ウイングっ！』


　高速飛行の術で街道をかっ飛ばす！


　後ろから攻撃呪文を放たれるおそれはあるが、この呪文、飛行中には術者を風の結けつ界かいがとり巻まいており、炎の矢フレア・アロー程度の呪文なら、その結界があっさりはじいてくれる。


　そのままあたしとナーガの二人は、街道ぞいに飛ひ翔しようして、木々の間を疾はしり抜け、畑を抜けて、小高い丘へとたどり着く。


　──おーし。これでオッケー。


　あたしはナーガに視線を送り、二人は術を解かい除じよして、丘の上へと降り立った。


「──ここまで来れば──」


　言いかけたその時。


　[image: ]ぉんっ！


　風切る音も高らかに、小さな茶色い物体が、あたしとナーガ、二人の間を飛び、過ぎた！


　……い……今のって……あたしの見間違いじゃなかったら……


　ゆっくりと。


　あたしとナーガは、それの飛んで行った方へと視線を向ける。


　その先──


　二人のゆく手を阻はばむかのように、道の上へとわだかまるのは──


『ペス!?』


　あたしたちは同時に声を上げていた。


　そう。


　こちらにつぶらな瞳ひとみを向けて、へっへへっへと舌出してるのは、まごうことなき一匹のチワワ！


　そう。たった今、あたしたちの後ろから、高速飛行の呪文で飛んで来て追い越したのだ。


　高速飛行するチワワなど、そうそう見られるもんではない。てゆーかまず無理。


　となればこいつが、ペス以外の別のチワワであろうはずはなかった。


『愚おろかな……その程度でこの私から逃にげられるとでも思ったか!?』


　後ろ足で立ち、左前足で、びしっ！　とこっちを指して、


『甘あまいわ！　誰が見み逃のがしてやるものか！』


「……う……くっ……！


　けどあんた、二日前に比くらべると、動作がミョーに人間っぽくなってるわね……！」


『ふっ！　我が使い魔フアミリアーの魔道技術は完かん璧ぺき！　この二日間は、キメポーズの練習に、ペスの体を慣なれさせるのに費ついやしたまで！』


　実はヒマだったんか。あんた。


　ともあれこの事じ態たい、一体どうしたものか……


「……ふっ……こうなったら仕方ないわね……」


　悲ひ痛つうな表情で、ナーガは、ずいっ、と前に出て、


「ならば、こういうのはどうかしらっ!?」


　言って呪文を唱えはじめる！


　──この呪文は!?


「魔竜吠グ・ル・ドウーガ！」


　黒き魔竜、魔王竜デイモス・ドラゴンを召しよう喚かんする呪じゆ文もん！


　ナーガの声に応こたえ、昼の陽ひざしも暖あたたかだった丘の上に、突とつ如じよとして、黒いわだかまりが出現した！


　それは見る間に形を取ると、一匹の闇やみ色いろをした竜と化かす！





　ごぉぉぉぉうあぁぁぁぁぁぁぁっ！





　低い咆ほう吼こうが大気を揺らす。


『……な……！　なっ……!?』


　さすがにこれには驚いたか、おびえてぷるぷるふるえるペス。


「ををっ！　なるほどっ！」


　あたしは賞しよう賛さんの声を上げた。


「あとはそいつに任まかせちゃう、ってわけね！


　ペスをどーしようとドラゴンの勝手！　あたしたちは知らぬ存ぞんぜぬを決め込んで、見て見ぬふりをするならば、あんまし心も痛まない、ってわけね！」


「ふっ！　その通りっ！」


　ナーガは、びしっ！　とペスを指さし、


「さあ魔王竜デイモス・ドラゴン！　あの犬を好きなようにするのよっ！」


　ごおおおおおおおおっ！


　吠えて巨竜は、おびえるペスに前足を上げて──


「……あ。撫なでてる」


「……やっぱりドラゴンだって、あのふわふわもこもこを、かわいい、とか思うのかしらねぇ……？」


「ペスの方は力いっぱいいやがってるみたいだし……まあ……効いてる、って言えないこともないとは思うけど……


　どーすんのよ？　ナーガ？」


「……やっぱり『好きにしろ』というのがいけなかったかしら……？


　けど、食べろ、とか踏ふみつぶせ、とか言うのはしのびないじゃない……」


「ま、そーだけど……


　……仕方ない」


　ドラゴンがチワワで遊んでいる光こう景けいを、いつまでも見ていたところで仕方ない。


「何か考えでもあるの？　リナ」


「逃にげるの。この間に」


　──かくて。


　チワワ対ドラゴン　丘の上のじゃれ合いを背せにして、あたしとナーガはその場からダッシュで逃げ出したのだった──





「……で、聞きたいんだけどリナ……


　なんでこんなことやらなくっちゃあいけないわけ……？」


「──しっ。聞こえるわよ。ナーガ」


　しげみの奥に身をひそめ。


　声を低めてあたしは言った。


　そう。一いつ旦たんペスから逃げたあと。


　あたしとナーガは、こっそり現場にとって返し、やや距きよ離りを置いて、ペスの尾び行こうをはじめたのだ。


　理由はむろん、ペスの背後にいるバズエルの所しよ在ざいをつき止めるため、である。


　あいつをなんとか倒たおさないことには、いつまで経たっても終わらない。


　そこで考えたのがこの作戦である。


　話からすると、ペスはどうやら、バズエルの飼かっている犬らしい。


　となれば──エサの時間になれば、ペスはバズエルと接せつ触しよくするはず！


　そこを狙ねらってバズエルだけを叩たたくのだ！


　ペスは、人通りのない街道を、てってけてってけ歩いている。


　魔王竜デイモス・ドラゴンの方が一体どーなったのかはわからない。


　あたしとナーガが現場に戻り、ペスの姿を見つけた時には、すでに巨竜の姿はなかったのだ。


　──ま、しかし、そっちの方は、何か問題が起きたらみんなナーガのせいにする、とゆーことで、あたしの心の中では解決済ずみ。それほどたいした問題ではないが──


　唐とう突とつに。


　ペスは、道ばたにある、何かの小さなほこらのそばで、ぴたりっ、とその足を止めた。


　──気づかれたか？　それとも──


　思ったその時。


　ざっざっざっざっざっ！


　ペスはいきなり、ほこらのそばの地面を掘ほり返し、地面の中から小さな何かをくわえ出した。


　──って、まさかっ!?


　ペスはくるりとその向きを変えた。


　あわてて隠れるあたしたち。


　そのままペスは、あたしたちには気づかずに、もと来た道を行き──小さな町へと向かう。


　町へと入り、通りを行き。


　道に面した揚あげ物もの屋やの前で立ち止まり、くわえていた何かを地面に置いて、


　あん。


　と、ひと声。


「お？」


　店のおやじさんが顔を出してそちらを見ると、ペスはふたたび、置いておいた何かをくわえて、おやじさんの方にさし出すよーなしぐさをする。


「ん？　なんだ？」


　興きよう味み津しん々しん、おやじさんは店から出て来ると、ペスのくわえていたものを受け取り──


「──おぉぉぉぉ。そうか。エラいな。お前！」


　うれしそーにそう言うと、店へと戻り、


「おーい！　お前！　来てみろよ！　犬が買い物に来たぜ！」


　……な……


　なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?


　あぶなく絶ぜつ叫きようしそうになるあたし。


　店の奥からおかみさんも出てきて、二人はひとしきり、ペスに何やら話しかけたり、頭をなでまわしたりしてから、


「──ほい。コロッケ三つ。


　一つはおれからのオゴリだ」


　おやじさんが、ペスの首もとにコロッケの入った袋ふくろをゆわえつける。


　あん。


　とペスはふたたび鳴いて、そのまま、てっててってと、通りの向こうに歩みゆく。


「……っくっ……やられたわね……」


「どういうことよ？　リナ？」


　ナーガの問いに、あたしはため息ひとつつき、


「エサの時間……接触する時を狙ねらわれる、ってことは、たぶんバズエルも読んでたのよ。


　そこで──まずバズエルは、どこか適当なところにお金とおつかいメモを埋うめておく。


　……ま、これは別にお金とメモじゃなくっても、食しよく糧りようそのものでもいいんだけど……


　で、時間を置いて、ペスの動きを操あやつって、その場所に行ってそれを掘り起こさせる……


　たしかに同じ場所に来るけど、それはある程度時間を置いて。


　ペスが現場に来た時には、バズエル当人は別の場所、ってわけよ」


「……それじゃあ……？」


　あたしは小さくうなずいて、


「そ。そこを狙ってバズエルを押さえるのは不可能、ってこと」


「じゃあどうするのよリナ!?」


「……ここは不本意だけど……


　とりあえずは、逃げて逃げて逃げまくるのみ、ね。


　おそらくペスはお食事中。


　となれば今が逃げるチャンスよ。


　……あたしたちもおなかへってきたけど……


　たぶんテキは、あたしたちがこの町で一泊する、って読んでると思うのよ。


　このままここにとどまれば、食事中に狙われるか、はたまた宿で夜や襲しゆうをかけられるか……どっちにしても、面白いことにはならないわ。


　けど逆ぎやくに、今のうちに、できるだけこの町から遠くに離れれば、相手の追つい跡せきを完全にふり切れるはずよ」


「……仕方がないわね……」


　ため息混じりに言うナーガ。


　──かくてあたしとナーガの二人は、いそぎその町をあとにしたのだった──





「……おなかすいたわね……リナ……」


「……言うな……そりは……」


　茜あかねの色に染そまった街み道ちを、とぽとぽ歩いて行きながら。


　ナーガの漏もらしたつぶやきに、つっけんどんな返事を返す。


　ペスの追撃を逃のがれるべく、あの町をあとにして。


　高速飛行の呪文でしばらくかっ飛ばしてから、適当な頃ころ合あいを見て着地。街道を歩みはじめたのだが……


「……もーちょっと歩いたら、次の村か町に着くはずよ……そこで……とりあえず晩ばんごはんにしましょ……」


　むろんあたしも、荷物の中に、携けい帯たい用の食しよく糧りようは用意している。


　とはいえ、あんましおいしいものではないし、いかにも携帯食糧持ち合わせてなさそーなナーガにタカられるおそれもある。


　ならばもーちょっとがんばって、ちゃんとしたメシ屋であったかい料理食べた方がいいに決まっている。


「……けど……


　村に着いたら、もう食堂はみんな閉しまってました、なんてことないでしょうね……？」


「……[image: ]っ……


　もしもンなことになったら、閉まってる食堂の前で、携帯食糧二人でかじる、なんてことに……


　うあ。寒っ。」


「──携帯食糧？」


　言ったあたしのそのことばに、ナーガの足が、ひたりっ、と止まる。


　──しまったっ！


「ふっ。水くさいわねリナったら。


　そんなもの持ってるのなら、そう言ってくれればいいのに」


　エモノを見つめる肉にく食しよく獣じゆうのまなざしで、じりじり間合いを詰つめて来る！


「……ちょ……！　ちょっと待てナーガ！」


　じりじり間合いを開くあたし。


　むろんあたしも、それほど携帯食糧が惜おしいわけではない。


　しかしナーガのことである。


　あたしから携帯食糧半分せしめて食べた上に、硬かたいのマズいの塩しお気けが多いのジューシーじゃないのと、ムチャな文句を言ってくること保証済みである。


　いくらなんでもそーなれば、温おん厚こうなあたしとしても、腹はらも立てるし竜破斬ドラグ・スレイブの呪じゆ文もん詠えい唱しようだってする。


　だが、こんなところでナーガと呪文合がつ戦せんなどおっ始めれば、すこし離れただけの町にいるペスに気づかれるおそれもある。


　あたしはあわてて、ナーガの説せつ得とくにかかる。


「ほ……ほら！　そんなこと言ってる場合じゃないでしょ!?


　それに、こんなところで、マッズい携帯食糧のことで言い合いして時間潰つぶすより、先をいそいであったかい夕ごはんにありついた方が得とく策さくってもんよ！」


『──いや。食事の心配などする必要はない』


　いきなり聞こえた、子供のようなその声に、あたしとナーガの動きが止まる。


　……って……まさか……？


　おそるおそるふり返る、あたしとナーガの視線の先には、夕日の紅あかを背に浴あびて、佇たたずむちっちゃなもこもこ一つ！


『──ペス!?』


　驚きよう愕がくの声をハモらせるあたしとナーガ。


「……な……なんで……？」


　声をふるわせ、問うあたしに、ペスは傲ごう然ぜんと仁に王おう立だちで、


『……くくくくく……愚おろかな……この私──』


　と、ここで一いつ旦たんことばを切って、けぷ。と、満まん腹ぷくそーなゲップをひとつ。


　うあ腹立つ。


『──この私の追つい跡せきから逃のがれられると思うか？


　……とはいえこのままでは、キリがないことも確か。


　ならば与あたえてやろう！　絶望を！』


『今こそ見せてやる！　我が使い魔フアミリアー技術の真の力を！』


　子供のような声は後ろから聞こえた。


　……な……!?


　愕がく然ぜんとふり向くあたしとナーガを阻はばむかのように、街道の上に二本足で佇たたずむのは、真まっ赤かなお目目のウサギさん！


　それだけではない！


　横手のしげみから、木の陰かげから。


　猫ねこさん鳥さん子犬さん。ふたたび猫さんハムスター。


　種々さまざまな小動物、その数十だか二十だか。それらがぐるりと輪になって、あたしとナーガをとり囲む！


「……ま……まさかっ!?」


『そう。そのまさか、だ』


　ペスが言う。


『私が操あやつれる使い魔フアミリアーが、一匹だ、などと誰が言った？』


　えらそうな態度のハムスター。


『たしかに、細こまやかなコントロールができるのは一匹だけだが、大まかな操作となれば、この通りだ』


　枝に佇むリスが言う。


『つまり、貴き様さまらのあとを尾つけていたのは、ペスだけではなかった、ということだ。


　貴様らがペスのあとを尾けていたことも知っている。


　しかしその貴様らのあとを、このジョゼフが尾けていたとは気づくまい？』


　大おお柄がらなトラ猫が嘲ちよう笑しようする。


『──むろん、ここにいるのが我が使い魔のすべてではない。


　この包ほう囲い網もう──突とつ破ぱできると思うか？』


　声をペスに戻もどして言い放つ。


「……くっ……！」


　さすがにひるむあたしとナーガ。


　これでは──たとえこの場の動物たちを一いつ掃そうしたとて、何の解決にもならない。


　相手は、いつ、どこから襲おそってくるかもわからないのだ。


　ごはんを食べていて、足もとにじゃれつく猫が、いきなり攻撃呪文を放ってくるかもしれないし、宿でごきぶりが顔面目がけて飛びかかってくるかもしれないのだ。


『……ようやくわかったようだな……


　我が力の恐ろしさが！


　絶望とともに、この場で果てるがいい！』


　勝利の確信を内うちに秘ひめ、ペスの声があたりに響ひびき──


　……………………


　動物たちに動きはなかった。


　いや。


　いきなりまわりの動物たちが、じたばたわきわきもがきはじめる。


　──なんだ!?


『……な!?　何だ!?』


　もがきながらペスが叫ぶ。


「……何？」


　もの問いたげな視線をこちらに向けるナーガ。


「……たぶんこれは……


　バズエル本体のところで、何かのトラブルが起こったのよ。


　魔道の調整ミスとか、魔力の暴ぼう走そうとか……」


　考えてみれば、たった一人で、いくつもの使い魔フアミリアーを操っているのである。どこかで破は綻たんをきたしても不ふ思し議ぎではない。


　暴あばれながら、ペスはことばを続ける。


『何だと!?　なんで動物保護団体なんかが勝手にうちに……!?』


　………………………………


　思わず顔を見合わせるあたしとナーガ。


　……どーぶつ……ほごだんたい……って……


『──違うっ！　これは使い魔フアミリアーという魔道技術で……いや、これは決して動物虐ぎやく待たいなどではないっ……！』


　………………バズエルと会話をしている相手の声は聞こえないが、どーゆー状況になってるのかは、大体想像がつく。


『……いや確かにそう言われればそうかもしれんがっ！　そもそも使い魔フアミリアーというのは……ってちょっと待てっ！　よせっ！　お前らひとの話を……！


　……いややめろそれはいくらなんでもちょっと待て！　動物保ほ護ごっていうなら人間だって立りつ派ぱな動物……！』


　──そこで。


　ぷつんっ、と声は途と切ぎれ、後ろ足二本で立っていた動物たちは、ぺたんっ、と前足を下ろし、勝手にばらばらに動きまわりはじめる。


　──解とけたのだ。バズエルの術が。


「…………………………」


　気まずげな表か情おで、こちらを見やるナーガの視線に気がついて。


「……何があったのかは……あえて追求しないことにしましょ……」


「……そ……そうね……」


　二人はこっくりとうなずいて、とことん気まずい無言のままで、次の町へと向かったのだった──





　──かくて──


　事件は、あたしたちとはいっこも関係のないところで、うやむやのうちに解決したのだった。


　動物保護団体につかまったバズエルが、その後どういう運命を辿たどったのか、あたしたちは知らない。とゆーか知りたくない。


　……ま、とにもかくにも終わりは終わり。


　すごいぞ動物保護団体！　ありがとう動物保護団体！


　あなたたちのことは決して……


　……とっとと忘れよ。こんな事件。







（ビースト・ストライク：おしまい）







　あとがき



神坂一＋Ｌ　　









作：ちょいと前まえまで予よ言げんがどーのと騒さわいでたのがウソかのよーに、静しずかに一九九九年も終わろうとしている今日この頃ごろ！　みなさんいかがお過すごしでしょーかっ!?


　　とゆーことで今つつがなく！　スレイヤーズすぺしゃる「ホーンテッド・ナイト？」をお届とどけしますっ！


Ｌ：いやいや。ほら、一九九九年が終わっても、二○○○年問題とかも残ってるし、まだまだお楽しみはこ・れ・か・ら[image: ]　って感じね♪


作：楽しむなぁぁぁぁっ！


　　ひとごとだと思いやがって。


Ｌ：まあまあ。ンな目くじら立てなくっても。


　　いくら「二○○○年問題が……」とかおーげさに騒いでも、どーせ実じつ際さいにはたいしたこと起こんないわよ。


　　せいぜいがネットワークの破は損そんによる各種流りゆう通つう機き関かんの機き能のう凍とう結けつとかナビゲーションシステムの混こん乱らんによる交こう通つう機関の麻ま痺ひ及および事じ故ことか……


作：じゅーぶんおーごとだろーがっ！　それはっ！


Ｌ：……んーむ……


　　それじゃあ他にどんな大だい惨さん事じが起きればいいと？


作：カタストロフを望むなぁぁぁっ！


　　世界の終しゆう焉えんなどこの俺おれが許ゆるさん！


　　少なくとも、今やってるゲームクリアするまではっ！


Ｌ：めちゃめちゃちっちゃい理由ねオイ。


作：そういったいくつもの『ちっちゃなこと』が集まって、大きな『世界』ができているんだ。なら、ないがしろにしちゃあいけないっ！


Ｌ：……言ってることは間ま違ちがってないけど、ちっちゃなことにも変わりないんだけど……


　　とゆーか、ならゲームクリアしたら世界が滅ほろんでもいーのか？


作：はッ!?　いやそれは……！


Ｌ：……ったく……どーせ言うのなら、せめて『スレイヤーズを完かん結けつさせるまでは』とか言いなさいよ……


作：むうっ！　その手があったかっ！


　　……けど長ちよう編へんは次の巻かんで終わるけど、この短たん編ぺんの方は、気の向くまま、って感じだから……ひょっとしたらいつまで経っても終わらんかも。


Ｌ：長編あつちの方はいろいろとえらいことになってるみたいだけど、短編こつちの方はあいかわらずねー。


作：まーな。ゆえにこその『すぺしゃる』なんだが。


　　とはいえ……『ホーンテッド・ナイト？』はあやうく怪かい談だんシュミに走るところだったぜぃ……


Ｌ：怪談シュミ……って、そこまで好きなの？　怪談？


作：そこまで……ってほどはないけど……


　　ほら、夏場になると、『本当にあった怖こわい話』みたいな文庫本が出るじゃないか。


Ｌ：あー。本屋さんによっては、夏になると『フェア』とか言って、そのテの歴れき代だい文庫本ずらーっと並べてたりするわね。


作：……ふと気がつくと、アレをほとんど完全読破してたりするとゆー……


Ｌ：……ソレはもはや人としてダメなんぢゃあ……？


作：『人として』とまで言うなぁぁぁぁっ！


　　いや、夏場にイベントが多発して、大阪‐東京間を何度も往おう復ふくせねばならん、とゆー事じ態たいがあったりした場合、新しん幹かん線せんの中や、ホテルの夜での時間つぶしにとことん便べん利りだったりするんだ。実はアレが。


Ｌ：ほほぉう。


作：作オ者レは乗り物に弱いんで、車内で長時間本を読むのはちょっと……


　　しかぁしっ！　あのテの本は、一話一話が短いんで、ちょっと読んで休む、とゆーことが楽にできる！　便利っ！


　　……まあ、あれだけ冊さつ数すうが出てると、さすがに話の展てん開かいのパターンも決まってきて、本当に『ををっ！　これはっ！』とゆー話に出会えるのは、数年に一度あるかないか、とゆーレベルだけど。


　　夏場の深夜に時々やってる稲○淳二の怪談観みても『しまった全部すでに聞いたことのある話だッ！』などとゆー事じ態たいもしばしば……


Ｌ：根こん本ぽん的てきなこと聞いていい？


作：何か？


Ｌ：『車内やホテルでの時間つぶし』とか言って……


　　その時間に小説おはなしのネタを考えよーとか思わんのか？　作者あんたは？


作：…………………………………………


Ｌ：………………………………………………


作：待てっ！　無む言ごんのまま五ご寸すんクギとカナヅチにぎるなっ！


　　ソレは身につまされてめちゃめちゃコワいしっ！


Ｌ：……怪談って言えば……丑うしの刻こく参まいりって非ひ合ごう理り的よねー。人形なんかにクギ刺ささなくても、本人にコンコーンってやれば確かく実じつに効きくのに……


　　（じりじり）


作：ちょっと待てそれは怪談じゃなくて物ぶつ理り攻こう撃げき……！







　（出版倫りん理り規き定ていにより以下残ざん酷こくシーンカット）





　──さて。よんどころない事情によって作者が場を離れたところで。


　神社の木の幹みきでぴくぴくしてる物体は無む視しして勝かつ手てに次回予告っ！


　リナやナーガはほっといて、次回主役はあたし、Ｌ！


　地上に舞まい降おりた可か憐れんな美少女が、屋や台たいのおでん屋でくだ巻まきながらあたしの悪口言う部下Ｓや、本編にあたしを出そうとしない極ごく悪あく小説書きを、華か麗れいなトゲ付きハンマーの技で成せい敗ばいしまくるとゆー痛つう快かい青春群ぐん像ぞう巨きよ編へん！　たぶん四コママンガ！


　次回、スレイヤーズすぺしゃる一五巻は、『ぶらりＬ様旅日記　道どう頓とん堀ぼりの大だい魔ま王おう』をお送りしますっ！


　くぅぅぅっ！　こりは読んでみたいっ！


　読みたいあなた！　さいそくの手紙をどしどし編集部あてに送るよーにっ！


　なお、実際の出版物がこの予告と違った場合、苦く情じようはみんな作者まで。


　ではでは、また逢あえる日を楽しみに～♪







（あとがき：おしまい）　　
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